













































































勇者のパーティで、僕だけ二軍!? ２
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プロローグ




　薄うす闇やみに包まれた荒こう野やの空を、稲いな光びかりが切り裂さいた。

　千ち々ぢに乱れた稲光は、切り立った崖の上に立つ人ひと影かげを照らし出す。

　一見、屈くつ強きような武人を思わせる大おお柄がらな影──しかしその頭頂部には、その者が魔ま王おうの眷けん属ぞくであることを示す一本角がそびえていた。赤く血ち塗ぬられた瞳ひとみ、漆しつ黒こくの鎧よろいの背中からは禍まが々まがしい翼つばさをもたげている。魔力に満ちた体たい軀くは燐りん光こうを放っていた。

　崖上に立つ眷属は、悠ゆう然ぜんとした面おも持もちのまま、崖下で膝ひざをついて屈する勇者パーティの面々を睥へい睨げいする。

　勇者も、剣けん士しのサラも、僧そう侶りよのアビゲイルも、盗とう賊ぞくのファナも、普ふ段だんの戦せん闘とうで見せる余よ裕ゆうは微み塵じんもなく、皆みな傷つき憔しよう悴すいしていた。

「我に挑いどもうとする人間というから、どれほどの手て練だれかと思えば……何のことはないただの馬の骨ではないか」

　頭上から降り注ぐ哄こう笑しように、勇者は目を剝むいて睨にらみつける。彼の右手に握にぎられた剣は根元から折れていた。

「ちっ……どうやら俺たちはここまでみてぇだな」

　勇者は膝をついたまま、忌いま々いましげに吐はき捨てる。

「もうダメです……」

　サラは静かに顔を伏ふせると、ぐったりとうな垂れた。「勇者様が敗れた今、私たちに勝ち目はありません……」

「……むり。勝てない」

　ファナもまた、力なく呟つぶやく。

「サラっち。ファナっち……」

　アビゲイルはそんな二人の姿を見て、目に涙なみだを浮うかべると、こみ上げてくる恐きよう怖ふに抗あらがい切れずに泣きじゃくり始めてしまう。

「うぅ……やだぁ。あたし、まだ死にたくないよぉ……」

　その悲痛な声が引き金となり、パーティメンバーの戦意は完全に喪そう失しつする。

「……くくく。実に他愛たわいないな」

　眷属はパーティメンバーたちを見下ろすと、ふん、と鼻を鳴らした。

「……所しよ詮せん、人類の希望といってもこの程度か。笑わせる」

　勇者はなすすべもなくやられ、今や虫の息。

　他ほかのメンバーも戦意を喪失し、完全に心が折れてしまっている。

　まさに絶体絶命の状じよう況きよう。だが、その時だった。

「待てい！　僕がいるぞ！」

　大気を震ふるわすような、野太い叫さけび声。

　勇者たちの戦いを馬車の荷台で見守っていたロキは、その三メトル近くある巨きよ体たいをゆっくりと起こして立ち上がった。内側から盛り上がる筋肉により、胸むな元もとの開いた布の服は今にも張り裂けそうになっている。丸太のようにたくましい両りよう腕うでにはびっしりと剛ごう毛もうが生え揃そろっていた。

　ロキは二つに割れたけつあごを撫なでながら、荷台から荒野へと降り立つ。その身体からだからはむせ返らんばかりの精気が迸ほとばしっていた。

「……ほう。少しは骨のある奴やつが出てきたようだな」

「御ご託たくはいい。とっととかかって来い。時間の無む駄だだ」

　ロキは指をぱきぽきと鳴らしながら、けつあごを挑ちよう発はつ的にしゃくる。

　乾かわいた風が吹ふき、胸元から覗のぞく剛毛がそよいだ。

「……ふん。面白い」

　眷属はにやりと口元を歪ゆがめると、前まえ触ぶれもなく崖の上から姿を消した。

　次の瞬しゆん間かん、僅わずかな砂さ塵じんと共にロキの背後へと現れる。

　だが、ロキは背後を取られたことに全く気づいていない。その視線は未いまだ、眷属がいた崖上をまっすぐに見み据すえていた。

「──バカめ！　終わりだ！」

　眷属がロキの首を手刀ではねようとした刹せつ那な──

「破はッ！」

　ロキは全体重を乗せた右ひじを背後に向けて叩たたき込んだ。

　小爆ばく発はつが起こった。ロキの放った肘ひじ鉄でつ砲ぽうは、眷属の腹部を打ち抜ぬいた。眷属は膨ふくらんだ風船に針を刺さしたときのように、木こっ端ぱ微み塵じんに爆散する。

　ロキは返り血の雨に濡ぬれながら、ふう、と小さく息を吐いた。

「いささか僕は、強くなりすぎた……」

「ロキさん。さすがです！」

「ロキっち、ちょー格好いい！」

「……ロキ。素す敵てき。抱だいて」

　眷属を一瞬で打ち負かしたロキに対して、パーティメンバーたちはこぞって惜おしみない賛辞を贈おくってくれる。

「……ちっ。てめえにはもう、敵かなわねえな」

　地面に跪ひざまずいていた勇者もまた、悔くやしげにそう呟いた。「本物の勇者だ」

「さあ、皆さんでロキさんを胴どう上あげしましょう！」

「さんせー！」

　サラとアビゲイルとファナは、ロキを取り囲むと、その三メトル近い巨体を持ち上げて胴上げをし始める。

「「「わーっしょい！　わーっしょい！」」」

　ロキは高らかに宙を舞まいながら、

「……やれやれ。強すぎるってのも考えものだな」

　と苦く笑しようしつつ肩かたを竦すくめる。しかし内心はまんざらでもなかった。

　わーっしょい！　わーっしょい！

　──ロキさん。

　わーっしょい！　わーっしょい！

　──ロキさん。ロキさん。

「わーっしょい。わーっしょい……」

「ロキさんっ」

「──はっ！」

　ロキの意識が覚かく醒せいする。そこは見慣れた馬車の荷台で、まだぼやけた目の前にはたゆんとしたはち切れんばかりのおっぱい。

　視線を上げると、覆おおいかぶさるようにサラが顔を覗き込んでいた。

「おはようございます、ロキさん。とても気持ちよさそうに寝ねていましたね。何かいい夢でもみておられたのですか？」

「……」

「僕はいささか強くなりすぎた、とおっしゃっていましたが……」

　ロキはそこで、ようやく事態が吞のみ込めた。

　さきほどの光景は夢だったのだ。

　顔がみるみる熱くなる。

「うわああああああっ……！」

　思わずその場でのたうち回った。

　恥はずかしい。恥ずかしすぎる！

　自分の妄もう想そう願望をがっつり知られてしまうなんて。

　もういっそ殺してくれ……。











一章　ダンジョン探索（お留守番）






　穏おだやかな日差しに包まれた草原の間に、小川が流れている。大おお股またで三歩ほどあれば渡わたりきれるほどの川かわ幅はば。水深は膝ひざ丈たけほどしかない。

「あー。洗せん濯たく、面めん倒どうくさいなあ……なんで皆みんな、服汚よごすんだろう」

　ロキは川岸にしゃがみこみ、たらいに入った洗せん濯たく物ものを手洗いしていた。ふわふわとした栗くり色いろの髪かみに、線の細い体つき。一見すると少女と見み間ま違ちがえてしまいそうになるほどの中性的な顔つきをしている彼の今の顔はしかし、ぱんぱんに腫はれ上がっていた。左目の下の辺りには大きな青あざが巣食っている。

　魔物にやられたから、というわけではない。

　今朝のサラとの訓練でこっぴどく打ちのめされてしまったのだ。

「僕はいささか、強くなりすぎた……」

　夢と同じ台詞せりふを呟いてみると、切った口の中が沁しみた。

　現実というものは中々に世せ知ち辛がらい。

　目が覚めたらいきなりチート能力を神様から与あたえられて強くなったとか、与よ太たみたいな話はまずもって起こらない。

「……勇者が荒野の眷属と戦ってた間、僕は荷台で待機してただけだし。やっぱりそう簡単に立場が変わることってないよな。くそう」

　ロキは魔王討とう伐ばつを目的とした勇者パーティの二軍だ。二軍なので魔王の眷属との戦闘に参加したりダンジョン探索に同行することはできない。

　代わりに炊すい事じや洗濯、馬車番などのあらゆる雑用を任されている。

　早い話が下働きだ。

　小川から少し離はなれたところには、馬車が停とめられている。

　そこからしばらくいったところには毒の沼ぬまが広がり、その中心部に岩山のダンジョンがそびえ立っている。

　勇者を始めとした一軍メンバー──サラやアビゲイルやファナたちは、今ごろあの中で戦っているのだろう。

　ロキとルミナは二軍なので留守番で、洗濯の最さ中なかだった。

「しかし、退たい屈くつだ……」

　雑用というものは基本的に、つまらないものである。洗濯だって、水は冷たいし指先は荒あれて切れるしで、いいことなんて一つもない。クソ作業だ。

　けれど、つまらないことをつまらないと思いながらやっていると、時間の流れが笑えるくらい遅おそくなるので、ちょっとした遊びを取り入れることにした。

「よし。暇ひまだし、パンツで神経衰すい弱じやくでもしようかな」

　ロキは洗い終わったパーティメンバーたちの衣服を、上の服と下の服に分けて、近くにある平たい石に並べていく。

　サラは、赤いビキニアーマー。

　アビゲイルは十じゆう字じ架かの入ったおしゃれな僧そう服ふく。

　ファナは身軽な黒の装しよう束ぞくと、ホットパンツに、黒いストッキング。

　ルミナは黒のローブにスカートといった具合である。

　一通り服を並べ終えてしまうと、たらいの中に残っているのは、彼女たちが普ふ段だん穿はいているであろうパンツだ。

　ロキは普段、誰だれがどのパンツを穿いているのかを知らない。

　だから、彼女たちの服装から連想してそれを推理するという遊び──パンツ神経衰弱を執とり行うことができる。なお、この遊びの唯ゆい一いつにして最大の欠点は、いくら推理に推理を重ねても答え合わせをすることができない点である。

　まさか、彼女たちに正解を訊きくわけにもいかない。

　だが、服が乾くまでの時間つぶしには充じゆう分ぶんなる。

「うーん。これは誰のパンツだろう……」

　ロキはたらいから一枚の布切れを取り出すと、まじまじと眺ながめる。

　飾かざり気けのない純白のパンツ。その奇きを衒てらわないパンツは無骨というよりはむしろ、持ち主の素直さを浮うき彫ぼりにしている。

「まずアビゲイルではないな……」

　アビゲイルならもっと、派手なものを穿いているだろう。

　何なら穿いていない可能性さえある。

「となると、サラかファナ、ルミナってことになるよな。たぶん、白のパンツを穿く人って温和で優やさしい感じがするし……サラかな」

　結局、純白のパンツはサラが穿いているという結論に達した。

　ビキニアーマーの下腹部に純白のパンツをそっと添そえる。そして拝む。一礼。

　もちろん、答え合わせはできないので真相は闇やみの中だ。

　次に取り出したのは、青と白の縞しま々しまパンツだった。子供が好みそうなデザイン。まず間ま違ちがいなくファナかルミナのどちらかだろう。

　ロキが「うーん」と頭を悩なやませながら、パンツをまじまじ眺めていると、

「あ──────っ！」

　背後から、悲鳴のような声が飛んできた。

「ちょっ……あんたっ、何してんのよっ！」

　ロキが恐おそる恐る振ふり返ると、魔ま法ほう使つかいのルミナが腰こしに手をあてて立っていた。

　燃えるような紅あかい髪に、気高い猫ねこのようなつんとした瞳ひとみ。

　黒いローブを纏まとったその体つきは傲ごう慢まんな口ぶりとは裏腹に謙けん虚きよで、はっきり言ってしまえばぺったんこだ。背もちっこく、気き性しようの荒あらい小動物を思わせる。彼女はかつて魔女の証あかしである紅べに色の髪を隠かくすために、つばの長い三角帽ぼうをかぶっていたのだが、今はそうしていなかった。

　そんなルミナは眉み間けんに深い縦たて皺じわを刻み、こちらをきっと睨にらんでいた。その指先はロキの手元の縞々パンツを差している。

「あ、あんた！　なんであたしのパンツ持ってるのよ！」

「え？」

「女子のパンツは全部あたしが洗うって言ったでしょうが！」

「ああ、そうだっけ。というかこの子供っぽいパンツ、ルミナのだったのか」

「ち、違ちがっ──あたしがそんな子供っぽいの穿くわけないでしょ！」

「別に洗うのを分ける必要もないと思うけどな。ただの布なんだし。僕は皆みんなのパンツを洗うことに全然抵てい抗こうとかないけど」

「あたしたちはあるのよ！　ばかっ！」

　ルミナは顔を真っ赤にしながら、ロキの手から縞々パンツをむしりとった。

　──パンツなんて、ただの布じゃないか……。

　ロキとルミナは隣となり合わせにしゃがみこみながら、黙もく々もくと洗濯に勤いそしむ。その姿は世界を救う冒ぼう険けん者しやというよりはどこかの使用人といった感じだ。

「ところでロキ。あんたまたサラにボコボコにされたんですってね」

　ルミナは洗濯の手を休めることなく、呟つぶやいた。

「うん、まあね。面めん目ぼくない話だけど」

「毎日剣けんの修しゆ行ぎようしてるのに、全然進歩してないじゃない。そもそも剣と魔法を両方極きわめようとするのが間違ってるのよね」

　ロキは今、サラに剣術を、ルミナに魔法を教えてもらっている。自分をバカにした勇者を倒たおせるだけの力を身につけるために。

「だからもう剣は諦あきらめて、魔法に専念しなさい」とルミナは言った。「……そしたら剣の修行の時間分もいっしょにいられるし……」
















「うーん。僕もルミナのおかげで多少は魔法を使えるようにはなったけどさ。それ一本でいけるかって言われると」

「ちょっと鍛たん錬れんの成果を見せてみなさいよ」

「分かった」

　ロキは指先に魔力を集中させると、

「えいっ！」

　と念を込こめた。

　すると、しゅるり、と指先から光り輝かがやく糸が放たれた。

「……え？　なにこれ？」

「魔法の糸だよ。綺き麗れいだろ？」

「その糸でいったいどうするつもりなのよ」

「えーっと……」

　ロキは言葉に詰つまったあと、「綺麗な布が織れます」

「戦せん闘とうの役に立ってないでしょうが！　蚕か！　あれやりなさいよ。ほら、この前教えてあげたでしょ。ファイアーボール」

「ああ」

「向かい岸にある岩にでも撃うってみなさいよ。こういうふうに」

　ルミナはそう言うと、ぴんと立てた人差し指の上に火球を発生させた。

「えいっ」

　指揮棒のように指先を振るって放たれた火球は勢いよく宙を走り、向かい岸の岩に直ちよく撃げきすると赤い光を弾はじけさせる。

「速さも勿もち論ろんだけど、最低、岩までは届かせなさいよ」

「僕だって修行してきたんだ。それくらいは楽勝だよ」

　ロキは意気込んで、手のひらを前に掲かかげる。身体からだ中の魔力を一点に集中させ、視線を向かい岸の岩へと向ける。

「いけっ！　ファイアーボール！」

　詠えい唱しよう。

　次の瞬しゆん間かん、矢のような勢いで火球が解き放たれ──はしなかった。

　うにょぉ……と非常にもったりした速度で手のひらから火球が顔を出す。詠唱から数秒経たっているにも拘かかわらず、まだ半分も出ていない。

　やがて、手のひらから出た火球は、ぼとっ、と足元に落ちた。

　──なんか、便秘みたいな感じで出た……。

　ロキは、何だかいたたまれない気持ちになった。

　と、次の瞬間、

　パパパパパパパパパパパ！

　地面に落ちた火球が炸さく裂れつしながら縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回り始めた。

「うわあ！」

「きゃあ！」

　火球は一通り暴れまわったあと、ようやく消えてなくなった。

「……」

「ま、まだ風魔法があるから！」

　ロキは最後の希望を託たくすように再度手のひらを掲げた。

「頼たのむ！　ウインドプレス！」

　ブオオオオ──と本来なら暴風が吹ふき荒れる予定だった。しかし、手のひらから出たのは草木を揺ゆらす程度のそよ風。

「……ま、まあ、大だい丈じよう夫ぶよ。本当に才能がなかったら、そもそも火の玉やそよ風を出すことすらできないはずだもの。そう落ち込む必要はないわ」

　でも、とルミナは言った。

「今のところは、剣も魔法も続けたほうがいいかもね」

「やめろ！　哀あわれむような目で僕を見るな！」

　ルミナに気を遣つかわれるなんて！

　ロキは改めて自分の才能のなさを思い知ったのだった。




　日が暮れる頃ころ、一軍メンバーたちが馬車に帰ってきた。

　ダンジョンは無事踏とう破はできたようで、皆、傷もなくぴんぴんしている。

　ただ、道中が過か酷こくだったのか、はたまた罠わなにでも掛かかったのか、勇者を始めとした面々の身体には泥どろや煤すすなどの汚よごれがこびりついていた。

「……ちっ。全く、眷けん属ぞくなんざまるで見当たりやがらねえ」

　どうやらダンジョンは踏破できたものの、目的は達成できなかったようだ。

　目的というのは、言わずもがな眷属の討とう伐ばつである。

　この旅は魔王討伐を目的としているが、魔王城の周囲には魔王の腹心である眷属たちが強力な結界を張っているために、近づくことができない。つまり魔王を倒すためにはまず結界を張っている眷属を倒す必要がある。

　世界各地に散らばった眷属は、全部で十体。すでに四体が討伐済み。そして町の酒場で五体目が岩山のダンジョンにいると聞いて、やってきた。しかし、この様子だとどうやら眷属は見つからなかったようだ。

「……あの酒場の店主、この俺にガセネタを摑つかませやがった。何が岩山のダンジョンに眷属が潜ひそんでるかもしれないだ。雑ざ魚こしかいやがらねえ。……野や郎ろう、今度会ったら首の骨をへし折ってやる」

「まあまあ、勇者様。誰だれにだって間違いはありますよ。それに群れを成そうとしていた魔物を事前に叩たたけてよかったじゃありませんか。あのまま放ほうっておけば、魔物たちはダンジョンを抜ぬけ出して町を襲おそっていたかもしれませんし」

「それが気に食わないって言ってんだよ！」

　サラが宥なだめにかかると、勇者は馬車の側そばに置いてあった樽たるを殴なぐりつけた。大穴が空いた樽からはロキがせっせと汲くんだ水が流れ出す。

　──うわああ！　あいつ、何してくれてるんだ！

「え？　どういうことですか？」

「奴やつは──酒場の店主はな、このままじゃ自分たちの町が襲われると分かっていたから俺たちにガセネタを吹き込んだんだ。岩山のダンジョンに眷属がいると聞けば、俺たちはそこに踏ふみ込んでいくと分かっていたからな。全く、気に食わねえぜ。俺は人を利用するのは好きだが、利用されるのは大だい嫌きらいだからな」

　首をぽきりと回すと、勇者は邪じや悪あくな瞳で、町のあった方向を見やる。

「……今から俺が行って、町の人間を皆みな殺ごろしにしてやるか。そうすりゃ俺は人類の味方でもなんでもねえってことを、骨の髄ずいまで教えてやれるだろ」

「ゆ、勇者様！　早まらないでください！」

　いつものように勇者が傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞まっているのを、そしてそれをサラが必死になって止めようとしているのを、ロキとルミナは呆あきれつつ眺ながめていた。あー、またやっとんなーという感じだ。

　そう──勇者は魔王討伐の旅をしている人類の希望ではあるが、人類を守るために旅をしているわけではない。

　気に食わない奴をぶち殺す。勇者の行動原理はこれだけだ。

　突とつ如じよとして人間界に現れ、好き勝手をしている魔王軍が気に食わないからたまたま矛ほこ先さきが向いているだけであって、気に食わない奴がいれば、眷属だろうと魔物だろうと人間だろうと構わずにぶちのめす。勇者はそういう危あやうい思想を持っている。

　しかし神様とは気まぐれなもので、彼のような危険分子に、魔王やその眷属に傷を負わせることができる聖せい痕こん──勇者の証を授さずけた。

　勇者は世界で唯ゆい一いつ、魔ま王おうおよびその眷属を打ち倒すことができる人間だ。つまり彼の機き嫌げん一つで人類は容易に滅ほろびうる。

　それはとても恐おそろしいことだと、ロキは思う。

「もぉー、さいあくー！　ちょー汚れちゃったし」

　きんきんした声と共に荷台の幌ほろが開いて、アビゲイルが縁ふちに腰こし掛かけた。普ふ段だんはおしゃれで垢あか抜ぬけた身なりの彼女だが、今は全身薄うす汚よごれていた。はぁー、とたっぷり疲ひ労ろうを含ふくんだため息をつくと、荷台の床ゆかにぐでんと伸のびる。

「お疲つかれさま」とロキが声をかける。

「今日、ずーっと歩きっぱなしだったから、足ちょー痛いっていうか、マジ棒みたいになってるんですけどー」

　アビゲイルは視線をルミナに向けると、

「ねールミナっち。足揉もんでー。お願いー」

「はあ？　なんであたしがあんたの足を揉んでやらないといけないのよ。僧そう侶りよなんだから自分で治ち癒ゆ魔法使えばいいでしょ」

「あたしが治癒できるのは、外傷だけっていうかー。精神的なダメージとか、疲れとかは治癒できないんだよねー」

「使えないわねー」

　ルミナは肩かたをすくめると、呆れたようにため息をつく。

「だいたい、ちょっと歩いただけで騒さわぎすぎなのよ。……全く、なんでこんなビッチが一軍であたしが二軍なんだか。納なつ得とくできないわ」

「ちょっと歩いただけって言うけど、あたし今日一日中歩いたんだかんね？　これってけっこー頑がん張ばったほうでしょ」

「……それは正確な情報ではない」

　ファナがぼそりと呟つぶやいた。

「……あなたは後半、ずっとサラの背中におぶさっていた」

「うっ」

　アビゲイルはたじろぐ。「ファナっち。それはオフレコでしょ……」

「なによそれ。詳くわしく聞かせなさいよ」

「……彼女は最初こそ威い勢せいがよかったものの、引き返す頃になると、ほとんど瀕ひん死し状態に陥おちいってしまっていた。三歩進むごとに休きゆう憩けいしようと泣きついてくるので、サラがおんぶして地上まで運んできた」

「あんた、情けなさすぎでしょ……」

　ルミナが冷ややかな目でアビゲイルを見つめる。

「しょ、しょーがないじゃん。あたし僧侶だし。普ふ通つうに考えてサラっちとかファナっちについていけるだけの体力なんてあるわけないっしょ」

　アビゲイルはむくれながら、足をぷらぷらと揺らす。そこでふと何かを思い出したように「あ」と言った。

「そだそだ。ロキっちにお土産みやげ持って帰ってきたんだった」

「え？　僕にお土産？　ダンジョンから？」

「うん。留守番ばっかりでかわいそうかなーって思ったから」

　──優やさしいところもあるじゃないか。

　アビゲイルは僧服のポケットに手を入れると、ごそごそと中を漁あさり、そこから禍まが々まがしい形のキノコを取り出した。

「じゃじゃーん。はいこれ、あげる」

「あ、ありがとう。ちなみにこのキノコって……」

「人面キノコ。かわいいでしょー」

　アビゲイルはニコニコしながらそんなことをのたまう。

　ロキは受け取ったキノコをまじまじと見やる。

　太いキノコの柄えの部分には、嫁よめと娘むすめに煙けむたがられ、それでも家族のために身を粉にして働く中年男性のような哀かなしい皺しわが刻まれていた。えぇ……。

「なんかそれ、見てたら和なごむよねー。かわいーし」

　アビゲイルが人面キノコをつつくと、人面キノコは「あっ……」と恥はずかしがるような表情へと変化した。どう好意的に捉とらえても気持ち悪かった。

　──和む？　いや、これのどこがかわいいんだ？　きゃぴきゃぴした都会っ子のセンスは僕には分からん……。

「……とにかく、皆みんな汚よごれてるだろうしこの先の川で水浴びでもしてきたら？　きっと気持ちいいと思うよ」

「え？　水浴びできそうな川あんの？　やったっ。するするー」

　アビゲイルは軽かろやかに身体からだを起こすと、鼻歌を歌いながらルンルン気分で川のある方向へと歩いていった。

　ロキはその軽快な足取りを眺めながら、

「いや、足痛いってのはどうなったんだよ」

　と呟いた。

　全然普通に歩いとるやないけ。

「ファナも水浴びに行ってきなよ」

　そう促うながすと、ファナはこくりと頷うなずいた。しかしその場から動こうとしない。じいーっと無機質な瞳ひとみで見上げてくる。

「……ロキは水浴び、しない？」

「僕は別に汚れてないから。ダンジョンにも行ってないしね」

「……そう」

　ファナはどことなくしゅんとしている。

　なんだ？　もしかしていっしょに水浴びをしたかったのか？　それってかなり問題あるんじゃなかろうか。主に肌はだ色いろ的な意味で。

　ファナがとててて……と川へ歩いていくのと入れ違ちがいに、

「あ、ロキさん。ここにいらっしゃったんですか」

　勇者を宥なだめ終わったサラがやってくる。

「この辺りは危険ですよ。ワイバーンの巣があるそうなので。襲われてしまう前に早く移動してしまいましょう」

「え？」

　ワイバーンといえば、Ａ級の危険モンスターだ。

　そんなのがこの辺りに出しゆつ没ぼつするだって？

「そういえば、他ほかの皆さんはどこに行ったのですか？」

「それが……」

　ロキが言葉を濁にごしていると、ファナが駆かけ足でこちらへ戻もどってきた。心なしか切せつ迫ぱくした表情を浮うかべているように見える。

　どうしたんだ、と尋たずねる前に袖そでを引っ張られた。

「……ロキ。大変。問題が発生した」

「え!?」

「……このままではぴんち。加勢して欲しい」

　い、いったい何が起こったんだ？

　──はっ！　まさか、ワイバーンが川に現れたとか？

　だとしたら、アビゲイルの身が危ない！

「分かった。すぐに行こう！」

「あっ。ロキさん！」

　ロキは走るファナのあとについて、川へ続く草むらを進む。

　以前ならまだしも、今はちょっとは強くなっているはずだ。夢のようにワイバーン相手でもワンパンで仕留められるかもしれない。

「アビゲイル！　もう大だい丈じよう夫ぶだよ！　僕が魔物を倒たおすから！」

　ロキは草むらから川辺へ飛び出るなり、剣けんを抜ぬいてそう叫さけんだ。

「きゃああああああっ！」

　悲鳴。アビゲイルの声。

「ちょっ！　ロキっち、なんでここにいんの!?　てか見ないで！」

「え？」

　ロキが視線を向けると、そこには一糸纏まとわぬ姿のアビゲイル。

　顔を真っ赤に熟うれさせ、交差させた両手で胸むな元もとを覆おおい隠かくしている。

　張りのあるお椀わん形の胸に、くびれのある腰こし。健康的な太ももから足先まで綺き麗れいなラインを描えがきながら伸びている。

「こ、これって……覗のぞきってやつでしょ!?　ロキっち、えっちすぎ！　ほんと信じらんない！　バカバカえっち！　ヘンタイ！　あとは……えっち！」

「語ご彙い少なっ！　それよりワイバーンは？」

「ワイバーンなんて知んないし！　獣けものなのはロキっちのほうでしょ!?　てか、さっさとここから出てって！」
















　アビゲイルは片かた腕うでで胸元を隠しながら、水底の石を次々と投げつけてくる。

　ロキは「ごめん！　ごめんなさい！」と叫びながらその場をあとにした。草むらに飛び込んだところで膝ひざに手をついてうな垂れる。

「……えーっと、ファナさん？」

　傍かたわらに立つファナを見やると、彼女は静かに首を横に振ふって、

「……ぴんち。服が上う手まく脱ぬげない」

　と、無機質な上うわ目め遣づかいで呟いた。やっぱりか。

　冷静に考えてみれば、もしワイバーンが出たとしても、ファナの実力があればロキの助けを借りる必要などないのだ。

　完全にロキの勇み足だった。




　その日の夜は草原で野営することになった。

　川辺から少し離はなれたところにある開けた場所で焚たき火びをし、ロキは真しん鍮ちゆうの鍋なべの中でぐつぐつと煮にえるシチューを搔かき混ぜていた。

「そろそろできるよ」

　ロキが声をかけると、シチューの匂においに誘さそわれて、他の皆が集まってくる。

「私、今日一日このシチューを食べるために頑張ったんです」

　サラはシチューの注つがれた皿を手にすると、ほくほくした顔でそう言った。彼女はロキの作ったシチューをいたく気に入っているのだ。

「そりゃよかった。僕も作り甲が斐いがあるよ」

「ロキさんはきっと、いいお嫁さんになると思いますよ♪」

「いや、僕男だから！　それに家庭に収まるつもりは毛頭ないよ！」

　ロキはパーティメンバーたちのお皿に、シチューを順々に注いでいく。

　アビゲイルの番になると、彼女はジト目でロキを睨にらんでいた。

「もー、さいあく。ロキっちの覗き魔ま」

「……ほんと、申し訳ないです」

「まあ、勘かん違ちがいだったんならしょーがないけど……でもその代わり、あたしの言うこと何でも一つ聞いてもらうかんね？」

　アビゲイルは指を立てて、ウインクしてくる。「それで許したげる」

「あ、ありがとう」

　何とか許しをもらうことができた。いったい何を要求されてしまうのか──という一いち抹まつの不安は拭ぬぐいきれなかったけれど。

　各おの々おの、焚き火の周りに座ると、シチューを食べ始める。

　勇者だけは、『てめえらと馴なれ合うつもりはねえよ』といって馬車の荷台に引っ込んでしまったが。

「……もぐもぐ。シチュー。おいしい……」

　あぐらを搔いて座るロキの腿ももの上にはファナがちょこんと座っていて、その小さなお尻しりが組んだ足の間にすっぽりと収まっている。

　隙すき間まに挟はさまることを好むファナは、ロキの座り心ごこ地ちが好みらしく、暇ひまがあればこうして膝の上に座ってくる。何でも座り心地が便器みたいなのだとか。褒ほめられているのか貶けなされているのかよく分からない。まあでも、落ち着けるってことなのかな、とロキはポジティブに解かい釈しやくするようにしている。

　それにしても、あぐらの上に座られるのは何だか落ち着かない。ファナの小ぶりなお尻の感かん触しよくがダイレクトに伝わってくるということもあるし、無防備な白いうなじがすぐ目の前にあるからということもある。

　しかしそれ以上に──

「ファナ。あんた、そこからどきなさい！」

「……どかない」

　ロキの膝上にいるファナと、その傍らにいるルミナが揉もめていたからだ。

　ルミナは、ファナがロキの膝上を占せん領りようしているのが気に食わないらしく、眉み間けんに縦皺を刻みながら突つっかかっていた。

「そもそもあんた、誰だれの許可を取ってそこに座ってるわけ？」

「……なぜ、あなたの許可を取る必要が？」

「そ、そりゃ、ロキはあたしの弟で子しだし……実質、あたしの所有物だもの。勝手に取り扱あつかわれるのは納なつ得とくいかないわ！」

「まあまあ、お二人とも、喧けん嘩かはおやめください」

　サラが笑え顔がおで仲裁に入ると、

「では、こういうのはどうでしょう？　皆で座るというのは」

　と人差し指を立てて言った。

「「え？」」

「お二人でロキさんの上に座れば、不公平じゃありませんよね？」

「そ、そりゃまあそうだけど……」

　ルミナがちらりとファナを見やる。「でもこいつとなんて」

「……あなたが拒きよ否ひするなら、私は一人で座るだけ」

「わ、分かったわよ！　座ってあげるわよ！　それでいいんでしょ！」

「いや、僕の意見が無視されてるんだけど」

「では、ロキさんは私の上に座ってください♪」

「『では』って接続詞の使い方、たぶん間ま違ちがえてると思う」

　結局、ロキに抵てい抗こうする権利はなかった。

　正座をしたサラの膝の上にロキが、その上にルミナとファナが座る。美少女にサンドウィッチされるという、端はたから見れば羨うらやましいであろう構図。

　しかし実際には足が痛いし、板ばさみによる圧あつ迫ぱく感かんがすごい。

「うわ。皆、ちょー仲よさそーじゃん」

　しかし何も知らないアビゲイルはしゃがんだ膝の上にひじをついて、手のひらにあごを乗せ、陽気にその様を眺ながめていた。

「ふう。これでようやく落ち着いてシチューが食べられるわ」

　ルミナはロキの膝上で、シチューを食べ始める。

　しかし思ったより熱かったのか、猫ねこ舌じただったのか、「……あちゅっ」と可愛かわいらしい声を洩もらして舌を引っ込めた。

「熱かったのか」とロキが苦く笑しようすると、
















「あたし、猫舌なのよ」

　ルミナが言って、スプーンを渡わたしてきた。「ふーふーして冷まして」

「僕が？」

「弟子なんだから、それぐらいしなさいよ」

　別に弟子は小間使いじゃないんだけど──とロキは思ったが、魔法を教えてもらっている身なので素す直なおに従うことにした。

　ふうふうとスプーンのシチューに息を吹ふきかけ、

「ほら」

　とルミナに差し出してやる。

　ルミナは少し頰ほおを赤らめながら、ぱくりと口にした。

「味はどうかな」

「あんたが作ったにしては、悪くはないわね」

　ルミナはほっぺたをもむもむと動かしながら、そう言った。手が進んでいるのを見ると結構気に入っているようだ。

「……ロキ、食べる手が止まっている。食しよく欲よくない？」

　ロキの食べる手が止まっているのを見て、ファナが顔を覗き込んでくる。

「いや、そういうわけじゃないんだけど……」

　食欲がない、というわけではない。集中できないだけだ。こんなイカれた体勢で暢のん気きにシチューを食べられるほど、図太くはない。

　対して、ファナが両手に包み込むように持った皿は空っぽになっていた。彼女の食欲はまだ収まらないらしく、ぐーっ、と腹の虫が鳴いた。

「……ぽっ」

　ファナは耳を赤らめながら、お腹なかをゆっくりさすっている。

「よかったら僕の分も食べる？」

「……ほんとう？」

「うん」

　この体勢じゃどっちみち食べられないし。

　ファナは身体からだの向きを変えると、ぎゅっ、と抱だきついてきた。

「……ロキ。すき」

　無表情のまま呟つぶやかれた一言に、思わずどきりとしてしまう。

　え。す、好きって、そんないきなり……。

「あ。ファナっち、お腹空すいてるならあたしの分も食べる？　最近ちょっとダイエットしよっかなーって思ってたとこなんだよねー」

「……アビゲイル。すき」

　ファナはロキの膝ひざ元もとからするりと抜ぬけ出すと、今度はアビゲイルに抱きついた。

　ロキはそれを見て、ですよねー、と思う。

　いや、分かってたけどね。異性としての好きじゃなく、食べ物を与あたえてくれる人という意味だってことぐらい。うん。

「それにしても、今日のダンジョンは大変でしたね。魔物もそうですが、罠わながたくさん仕し掛かけられていましたから」

　サラの言葉に、ファナがこくりと頷うなずいた。

「……疲ひ労ろうで壁かべにもたれかかったときに限って、壁に埋うめ込まれた大岩が転がってくる罠のスイッチ押しがち」

「あ。それダンジョンあるあるですね」

「ウケる。それならあたしも一つあるある言いたい」

　アビゲイルが「はいはい」と元気よく手を挙げてから、

「洞どう窟くつの中で道に迷っちゃったとき、指を舐なめて風向き確かく認にんしがち」

「それもありますね」

「……あるある認定」

「でも結局、風向きは分からなかったりするのよね。そもそも深部まで風が流れてくるなんてことないし」

　パーティメンバーたちはダンジョンあるあるで盛り上がっている。

　すると、

「ロキさんは何かありますか？」

　サラがそう尋たずねてきた。

　ロキは「えっ、僕？」と自身を指差した。

　うーん、と考え込む。ここで渾こん身しんのダンジョンあるあるを言うことができれば皆みんなの共感を得られるかもしれない。

　これまでの経験、知識を総動員して今解き放つ！

「ダンジョンだと、死体に刺ささった剣けんの銘めい柄がら確認しがちだよね」

　言い終わったあと、場が沸わく──かと思ったらそうでもなかった。

　微び妙みような間が生まれる。

　目を点にしていた女性陣じんは、やがて顔を見合わせると苦笑いを浮うかべた。

「そ、そう言われればそうかもしれませんね」

「……ないこともない」

「う、うん。まー、人によるんじゃない？」

　完全に気を遣つかわれてしまっていた。

　なぜ、皆の共感を得るあるあるを言えなかったのか、と考えてみると、原因は火を見るよりも明らかだった。

　二軍だからだ。

　一軍に上がりたい──と強く思う。

　勇者を倒たおして、その上で堂々と一軍に上がる。

　それがロキの本来の目標だった。

　しかし今は、まずどうにかして一軍に上がり、実戦の経験を積まなければ話にならないのではないかと考えていた。

　ロキは勇者がいる馬車の荷台を見やる。

　──一軍に上げてもらえないか、直じか談判してみよう。




　荷台を覆おおう幌ほろを開けると、奥で勇者がぶどう酒を呷あおっていた。酔よい交じりの濁にごった瞳ひとみがゆっくり持ち上がる。

「勇者、話があるんだ」

　ロキは気おされそうになるのを堪こらえて、言った。

「僕に一軍にあがるチャンスをくれないか」

「ああ？　てめえは一生二軍って言ったろ」

　そうだった。

　以前にあったルミナの脱だつ退たい騒そう動どう。

　ブルーマリンという宝石を取ってきたはいいが、ルミナの助けを借りたからという理由で一生二軍を言い渡されたんだった。

「そこを何とか……」

「駄だ目めだな。精々、馬車馬のごとく働きやがれ」

「……」

　ロキは一度息を吐はいたあと、膝を床ゆかにつける。

　そのまま頭を下げようとして、

「土ど下げ座ざってのは、価値がある人間がして初めて意味があるんだ。自分を安売りするような奴やつがしたところで、俺の気が変わることはねえよ」

　見み透すかされていた。

　ロキは渋しぶ々しぶ立ち上がると、

「勇者。肩かたとか凝こってない？」

「媚こびようとしても無む駄だだぜ。男の媚びなんざ、見るに耐たえねえ」

「……泣き落としとかは」

「通じるわけがねえだろう」

「……一軍こわい」

「そんな安い手に引っかかるかよ。バカが」

　ロキはぐぬぬと歯は嚙がみする。

　勇者を倒すだけの力をつけたいが、そのためには一軍に上がる必要がある。

　しかし現状、一軍に上がる手段は見当たらない。それこそ、勇者を実力行使で倒しでもしない限りは不可能だろう。

　どこかにいい方法はないものだろうか。




　世界は海を介かいして、二つの大陸に分かれている。

　ロキたちが現在いるのは、西の大陸だ。

　もうこの辺りに眷けん属ぞくの目もく撃げき情報はないので、東大陸に渡るべく、ルートポートの港町を目指して旅をしていた。そしてたどり着いたのが道中にあるラムダ王国だ。勇者の母国であるローレル王国ほどではないが、それなりに大きな規模を誇ほこっている。

「ロキさん、買い出しに行くのですか？」

「うん。そろそろ食料がなくなりそうだしね。仕入れないと」

「では、私もお供します」

「あたしも行くわ」

　到とう着ちやくするなり、ロキは、サラとルミナと共に城下町で買い出しを始めた。

　市が開かれた通りには、老ろう若にやく男なん女によ、様々な人たちが集まっている。客引きの声と雑ざつ踏とうが混ざり合って妙みような熱気を生み出していた。

　ロキは露ろ店てんのおじさんと、

「これ、もう少し安くなりませんか？」

「そうだな……五つ買ってくれたら少し負けてやるよ」

　などと交こう渉しようをしつつ、買い出しを進めていく。

「そういえば、買い出しのお金ってどこから出てるわけ？　あんたの自腹？」

　購こう入にゆうした保存食を抱かかえて歩いていたルミナが、ふいに尋ねてきた。

「自腹じゃないよ。パーティのお金を管理してるのは勇者だから。買い出し用にって一ヶ月分まとめて貰もらってるんだ。って言っても、皆の必要なものを買おうと思ったらとてもじゃないけど足りない額なんだけどね」

「じゃあ、その分はどうしてんのよ」

「節約してるんだよ。あとは交渉で安くしてもらったりね。おかげで今じゃ結構やりくりできるようになったよ」

「ロキさん、すごいじゃないですか♪」

「なんかあんた、どんどん雑用のプロになっていくわね」

　ロキはその後も買い出しを進めつつ、その合間に聞き込みで情報収集を行う。

　何でも、この国の王様はかつて良質な為い政せい者しやだったが最近、高額な税率を制定するなど人が変わったかのような圧政を敷しきだしたらしい。ほかにも教会との癒ゆ着ちやくや、王様の周りの重役の突とつ然ぜん死しなど、黒い噂うわさが絶えないのだそうだ。

　そのこともあって、今、ラムダ王国は不ふ況きようの波に襲おそわれている。

「このままじゃ、生活もままならねえよ」

　露店のおじさんがそうごちるのを聞いて、ロキは、大変だなあ、と思った。

「そういや坊ぼう主ず、聞いたか、ラム村の話」

「え？」

「しばらく前に魔物に襲しゆう撃げきされて半はん壊かいした村なんだがな、何でも、山さん賊ぞく団に襲撃を受けたらしいんだ。火事場泥どろ棒ぼうってやつだよ」

「山賊団……」

「ああ。弱った村なら、楽に盗ぬすみを働けると思ったんだろうな。金目のものと女子供をねこそぎ攫さらっていったらしい。……全く、酷ひどい話だよ。本来なら人間は助け合わなければならないはずなのにな」

　露店のおじさんはどこか諦てい観かんしたように、薄うす笑えみを浮かべる。

「……魔物の恐おそろしさは、人間を傷つけ殺すことだけじゃない。人間の本来持つ醜しゆう悪あくな部分まで浮き彫ぼりにしてしまうことだ。坊主もそうは思わないか」

　そう問われて、ロキは言葉をなくしてしまった。

　信じられなかった。魔物に襲われて弱りきった村を見て、好機とばかりにたかるような人間がいるなんて。理解できない。怒いかりがこみ上げてくる。

　本当はそいつら、魔物が化けているだけなんじゃないのか？




「んじゃ、今日も一日、皆おつかれさまー。かんぱーい！」

　夜の酒場に、宴えん会かい部長アビゲイルの朗ほがらかな声が響ひびき渡わたる。

　香こうばしい料理が並んだ木のテーブルを囲んだパーティメンバーたちは、充じゆう実じつした表情で樽たるのジョッキを合わせて乾かん杯ぱいする。

「くぅーっ。おいしいなあ」

　ロキはジョッキを傾かたむけると、麦酒をぐいっと勢いよく吞のむ。

　喉のど元もとを冷たい感かん触しよくがぱちぱちと走り抜ぬけていく。一日の雑用で疲つかれきった身体からだに、芳ほう醇じゆんな麦酒の苦味が染しみ渡る。毛穴の一つ一つまで、活性化するようだ。

　この一いつ杯ぱいのために生きてた！　と叫さけびたくなる。

「そういえば勇者様の姿が見えませんが、宿にいらっしゃるのですか？」

　サラは辺りをきょろきょろと見渡して、唯ゆい一いつ不在の勇者のことを口にする。手に持ったジョッキには酒ではなく、水が入っている。彼女は極きよく端たんに酒に弱く、一ひと滴しずくでも摂せつ取しゆしようものなら途と端たんに甘え上じよう戸ごへと変わり果ててしまうのだ。

「あいつなら、町の女を引っ掛かけてどこかに出て行ったわよ。ていうか、せっかくいい気分だったのに水差さないでよ」

　ルミナが忌いま々いましげに吐き捨てる。表情には嫌けん悪おがにじみ出ていた。

「……彼はもてもて。はーれむ」

　ファナがちびちびと水を飲みながら、呟つぶやく。

「ふんっ。あんな奴のどこがいいんだか。普ふ段だんはあんな態度なのに、女に声かけるときだけバカみたいに優やさしくしちゃって。騙だまされる女も女よ」

「勇者様は昔から、そういうところはマメですから。お気に入りの女性には高価な贈おくり物をしたりしていましたよ」

「要は貢みついでるだけじゃない」

「あっ。思い出した。あたしこの前、勇者っちが清せい楚そな女の人にすっごい高そうなイヤリング上げてるの見ちゃったんだよね」

「……私も目撃した。宝石のついた指輪を贈っていた」

「えっ。ファナっち。それってお花屋さんの人？」

「……違ちがう。きゃぴきゃぴした踊おどり子」

「私が以前見たのは、色気の漂ただよう人妻の女性でした。他ほかにも某ぼう国こくのお姫ひめ様に手を出そうとしていたこともありましたよ」

「あたしは、いかにもビッチそうな女と歩いてるのを見たわ」

「勇者の奴、守備範はん囲い広すぎないか」

　さすが勇者だけあって、手当たり次し第だいにいくようだ。

　精せい悍かんな顔立ちに、大国の王子という身分、それに高価な贈り物と優しい声こわ色いろを用いればまさに怖こわいものなし、大たい抵ていの女性は落とせるだろう。

　ロキとしては羨うらやましいことこの上ない。身分も、精悍な顔立ちも、財力も、今の自分にはないものを全すべて兼かね備えているなんて。

「……今、ふと思ったんだけどさ。そんなに女の人に贈り物ばかりしてパーティの財源は大だい丈じよう夫ぶなのかな」

「一応、私が勇者様と共にローレル王国を発たつとき、餞せん別べつとして王様から十万ゴールドをいただきましたよ」

「じゅ、十万ゴールド!?」

　ロキはその額を聞いて思わず声を出してしまう。

　十万ゴールドというと、とんでもない大金だ。

　田舎いなかの村出身のロキが、十年働いて稼かせげるかどうかというところ。

「それに方々の町村で行った魔ま物もの退治の報ほう酬しゆうを貰っていますから、ちょっとやそっとの出費では資金が尽つきることはありませんよ」

　なら安心してもよさそうだ。お金はあるところにはあるんだなあ。

　他のメンバーはと言うと、パーティの財源の話から、勇者の貢ぎ物の件へと話題を戻もどしていた。

「アクセサリーいいなー。あたしも欲ほしい。指輪とか首くび飾かざりとか、キラキラしたものって女の子の憧あこがれだよねー」

「アビゲイルさんも、殿との方がたから装そう飾しよく品を貰いたいですか？」

「そりゃねー。けど、ほんとに好きな人からだったら、何だっていーけど。手作りの花かんむりとかでもうれしいし」

「いい子ぶっちゃって。高いもののほうがいいに決まってるでしょ」

「ま、ルミナっちはまだおこちゃまだから分かんないかもねー」

「はあ？　なんで男を知ってるていで話してんのよ。言っとくけど、あたしはあんたが経験してないようなことも経験してるんだからね」

「へー。どんな？　どーせそんな大したことでもないっしょ」

　アビゲイルが大して期待してない感じで促うながすと、

「ふふん。聞いて驚おどろきなさい」

　ルミナは腕うで組ぐみしながら、勝ち誇った表情で言った。

「キスよ」

「ききき、キスっ!?」

　途端、アビゲイルの表情が一いつ瞬しゆんにして真っ赤になった。

　サラとファナも虚きよを衝つかれたように目を丸くした。どこか呆ぼう然ぜんとしたようにぱちくりと瞬まばたきを繰くり返している。

「だだだ、誰だれと!?　あたしの知ってる人!?」

「ないしょよ、ないしょ」

　ルミナは余よ裕ゆうめいた笑みを浮うかべ、もったいぶっている。

　──い、いきなり何を言い出してるんだ？

　ロキはルミナがキスをした相手が自分だと知っているから、他のメンバーとは違う動どう揺ようの仕方をしていた。なんで皆みんなに言いふらしてるんだ!?

　マズいマズいマズい……。

「あんたたちはファーストキスもまだでしょ。かわいそうに」

　ルミナは小ばかにしたように他のメンバーたちを睥へい睨げいする。

「うっ……。た、確かにしたことないけど……てか、あたしは結けつ婚こんするまでそういうことはしないって決めてるし……サラっちはどう？」

「私もまだ、そういった経験はありませんね。剣けん術じゆつばかりしていたので。ファナさんはどうですか？」

「……き、キス。おさかな。おいしい。おさしみ」

　ファナの目は泳ぎまくっていた。明らかにしたことのない人間の反応だった。

「ま、所しよ詮せんこんなもんよね。あー、かわいそう。あたしなんか、毎日のようにキスしちゃってるんだから」

「「え？」」

　ロキも、え？　と内心で呟いた。いやいやいや。

「あたしのテクニックの虜とりこになっちゃったんでしょうね。毎日毎日、バカみたいに求められるっていうか。ほんと、困っちゃうわ」

「いや、そんなことしてないよ！」

　ロキは思わず立ち上がっていた。

「僕とルミナがキスしたのは一回だけじゃないか！……って、あっ」

　次の瞬しゆん間かん、場の空気が凍こおりついたのが肌はだで感じられた。見ると、メンバー全員の視線がロキに向けられている。

　──しまった。そう思ったときにはもう遅おそかった。

「ち、違うんだ。今のは……」

　しどろもどろになりながらも言い訳を探していると、

「だいじょーぶだって。あたしたちはちゃんと分かってるから」

「え？」

「女の子みたいな顔のロキっちが、そんなことできるわけないじゃん。全部ルミナっちの妄もう想そうなんでしょ？」

「ですね。時々寝ね言ごとで、お母さん、と呟くロキさんに限って、ルミナさんとそういった行こう為いに及およぶことは考えられません」

「……完全なる童どう貞てい。いんぽてんつ」

「待ってくれよ！　僕、寝言でお母さんとか呟いてたのか!?　というか最後のは完全にただの悪口だろ！」

　──まさかこんなに男として見られていなかったとは……。

　ロキは詰なじられずに済んだ反面、複雑な気持ちだった。




　パーティメンバーたちは酒場をあとにすると、宿屋を目指して歩く。

　酔よいと熱気の余よ韻いんが残った身体に夜風が気持ちいい。

　左手に流れる用水路の黒い水面みなもには磨みがき抜かれた満月が映り込んでいる。

　石いし畳だたみの道の突き当たりに、今夜泊とまる予定の宿が見えてくる。

　落ち着いた色合いを基本とした、木造の二階建て。

　静かな場所にある、雰ふん囲い気きのいい宿だ。

　だが、ロキとルミナは二軍なので宿に泊まることができない。

　二人の寝ね床どこは馬車の荷台だ。固く、埃ほこりっぽく、冷たい板張りの床ゆかの上。翌朝は必ずといっていいほど背中が痛くなる。そのときに待たい遇ぐうの差を如によ実じつに感じる。

　ロキたちは一軍メンバーと宿屋の前で別れ、いつものように少し離はなれた場所に停とめられた馬車へ向かおうとしたが、

　──あ、そうだ。明日の朝は、ダンジョンで汚よごれた一軍の服を洗せん濯たくしなくちゃいけないから剣けんの訓練ができないってサラに伝えないと。

　伝言を思い出し、くるりと踵きびすを返す。

　ロキがルミナを連れて宿の扉とびらを開けると、一軍メンバーたちは受付のカウンターの前に立っていた。

「え？　まだ話が通っていないのですか？」

　サラが困こん惑わくした表情で、受付の女性と向き合っている。他のメンバーはイマイチ状じよう況きようが把は握あくできてないのか、後ろに立ち尽くしていた。

「サラ。どうかしたのか？」

「あ、ロキさん……実はですね」

　振ふり返ったサラが、状況を説明してくれた。

　普ふ段だん、泊まる予定の宿には勇者が代金を先さき払ばらいしているので、勇者パーティの一員だと告げれば部屋に通してくれるのだという。

　しかし今日は、まだ話が通っていないらしい。

「つまり、このままじゃ宿に泊まれないってこと？」

「……はい。お金は勇者様の管理下なので、勇者様が帰ってきて、代金を支払うまではどうすることもできません」

「えーっ。疲つかれたから、早く寝たいのにーっ」

　アビゲイルはその場にしゃがみこむと、だるー、と不満そうにぶーたれた。

「じゃ、荷台で寝たら？」とルミナが嫌いやみっぽく言う。

「それは絶対やーっ」

　結局、宿屋の前で勇者の帰りを待つことになった。

　夜も更ふけ、日付が変わる頃ころ、酔いの回った勇者が帰ってくる。その傍かたわらには町で引っ掛かけたであろう女性が寄り添そっていた。巻き髪がみで、露ろ出しゆつの多い服装。開いた胸むな元もとには三日月を模したネックレスが光っている。勇者が貢いだのかもしれない。

「……てめえら、こんなところで何してやがる」

　勇者はパーティメンバーたちを見やると、怪け訝げんそうに目をすがめた。寄り添っていた女性は「勇者様、こいつら誰ぇ？」と舌足らずの声を上げる。

「勇者っちってば、宿取るの忘れてたでしょ。おかげであたしたち、ちょー疲れてんのに部屋入れないんだかんね？」

「……ああ、そうか。まだてめえらには伝えてなかったな」

　勇者は面めん倒どう臭くさそうに頭を搔かき毟むしると、投げやり気味に言った。

「てめえら、宿には泊まれねえぞ。馬車にはもう一銭もねえからな」

「「えっ」」

　場の空気が凍りついた。全員、ぽかんとした表情を浮かべる。

　──もう一銭もないだって……？

　ロキには悪い冗じよう談だんを言っているようにしか聞こえなかった。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　サラが狼ろう狽ばいした表情で、沈ちん黙もくを破った。

「パーティには王様から頂いた十万ゴールドがあったはずですよね？　それを全て使い果たしてしまったのですか!?」

「ああ。そうだ。色々と入用だったからな。手っ取り早くカジノでその分を取り返してやろうと思ったんだが、全部すっちまった。おかげで文無しだ」

　勇者は懐ふところから布の袋ふくろを取り出すと、ひっくり返した。数枚の硬こう貨かが出てくると、あとは埃しか出てこない。

「ぎゃ、ギャンブルにまで手を染めていたのですか!?」

「カジノってのは、中々上う手まくできてるんだな。最終的には全部、胴どう元もとが勝てるようになってやがる。言ってみりゃ、イカサマみてえなもんだ」

　勇者はしてやられたというふうにくつくつと笑う。普段、負けるということに縁えんがないからかどこか楽しそうですらあった。少年のように無む垢くな表情。しかし今回、勇者がギャンブルにまでどっぷり嵌はまっていたことが判明して、吞のむ・打つ・買うというクズ三要素を全すべて兼かね備えた超ちよう一いち流りゆうのクズへとのし上がってしまった。

「その資金はローレル王国から託たくされたものなんですよ？　国民の皆さんが汗あせ水みず垂らして働いた血税から出ているものなんですよ？」

「そうだな」

　勇者はあごを撫なでながら、悪びれる様子もなく言う。

「で、それがどうした？」

「──っ！」

　サラは目を大きく見開くと、きっ、と勇者を睨にらみつける。

「……勇者様にパーティのお金を任せていたのがそもそもの間ま違ちがいでした。私がもっと目を光らせていれば……」

「……反はん抗こう的な面つら構がまえだな。近この衛え兵の分ぶん際ざいで」

　勇者は余裕めいた表情で、サラの眼まな差ざしを受け止める。

「……てめえは何か勘かん違ちがいしているようだがな、俺の散財はあくまで原因の一いつ端たんでしかないんだぜ。遅かれ早かれ、金は尽つきてた」

「……どういう意味ですか？」

「旅には金がいるんだよ。うちには燃費の悪い盗とう賊ぞくもいることだしな」

「……てれる」

「いや、ファナっち。褒ほめられてないかんね」

　確かにファナは一回の食事で十日分くらい食べていた。

　それに加えて皆の日用品や、ダンジョン探たん索さくに使う道具なども含ふくめれば、かなりの金額が掛かるだろう。

　遅かれ早かれお金が尽きる、というのは確かにその通りかもしれない。

「にしても、勇者はお金を使いすぎだ」

「そーだそーだ！」

「……全く、ぎゃあぎゃあとうるせえ奴やつらだ」

　勇者は一度夜空の月を眺ながめたあと、何か思いついたように口角を上げた。蛇へびのような目でロキを見やると、

「じゃあ、こうするか。おい、てめえ、一軍に上がりたいって言ってたな？　だったらチャンスをくれてやるよ」

「え？」

「先に一万ゴールドを稼かせいだ奴から、一軍にしてやる。そうすりゃ金も貯たまるし使える奴の選別もできる。いいこと尽づくしだろう」

「い、一万ゴールドってそんな大金……とてもじゃないけど無理だろ！」

「そうですよ！　労働はそこまで甘くありません！　勇者様は今まで一度も働いたことがないからそんなことが言えるんです！」

「……馬ば鹿か共が。金ってのは、要は鋳ちゆう造ぞうされた信用だ。ずば抜ぬけた能力を持ってる奴は金ぐらい容易に稼げるんだよ」

「そこまで言うなら、あんたも参加しなさいよ」

　ルミナがびしっと勇者を指差して言った。

「そのずば抜けた能力とやらで、お金を稼いでみなさい。言っとくけど、一万ゴールド稼げなかったらあんたも二軍落ちするのよ」

「る、ルミナ……」

　そんな挑ちよう発はつ的な台詞せりふを吐はいて大だい丈じよう夫ぶか？　とロキは心配になった。怒おこった勇者が暴れだしたら手がつけられないぞ。

　しかし、

「いいだろう」

　勇者はむしろ嬉うれしそうに口元を歪ゆがめた。

「俺も参加してやる。一万ゴールド程度を稼ぐなんざわけねえってことを、てめえらに思い知らせてやるよ」

「ふふん。決まりね。あとで吠ほえ面づらかいても知らないから」

　勇者は、はっ、と鼻で笑い飛ばしたあと、

「全員、三日後の朝にここに集合しろ。それまでの衣食住のための金は、各おの々おのが勝手に稼いで何とかしやがれ。じゃあな」

「ちょ、ちょっと勇者っち、どこいくの？」

「女の家だ。今夜はそこに泊まる」

「もういこいこ。勇者様」

　女性を連れた勇者の後ろ姿はあっという間に夜よ闇やみの中へと消えていった。あとには一文無しのパーティメンバーたちが残される。

　ぴゅーっと吹ふいた夜風が、懐の寒さを際きわ立だたせる。

「勇者っち、行っちゃった……てか、これからどーすんの？」

「ちなみに皆みなさん、今、お金はどれくらい持っていますか？」

　サラが皆に向けて尋たずねた。

「私はローレル王国を出るときに、持っていたお金をパーティに預けたので、一文無しなのですが……」

「悪いけど、僕も持ってない」とロキは答えた。「村から持ってきた分は、パーティの生活費にあてたから」

「……私もない。盗賊は宵よい越ごしの銭ぜには持たない主義」

「あたしもちょっとしかないかなー」

　アビゲイルが差し出した手のひらには、十ゴールドほどあった。とてもじゃないが食べていけるだけの額ではない。

「ルミナっちは？」

「ないわ。古城じゃ、お金なんて役に立たないもの」

「全員のお金をかき集めても、十ゴールドぽっちか……」

「このままだと、確実に路頭に迷ってしまいますね。魔ま王おう討とう伐ばつを果たす前に餓が死ししてしまうかもしれません」

　サラは諦あきらめたようにため息をつくと、

「仕方ありません。不本意ですが、勇者様の言うとおりお金を稼ぎましょう。一人一万ゴールドもあれば何とかなるはずです！」

「おっけー。お風ふ呂ろ入れなくなるのは嫌いやだしねー。けど、あたし、今まで一回も働いたことないからどーしよ」

「……別に労働をする必要はない。彼は一万ゴールドを稼げと言っただけ。そのための手段は問われていない」

「ファナっち、それってどーいうこと？」

「……私なら、町を一周すればあっという間に稼ぐことが可能。通行人の財さい布ふを気づかれずに手に入れることなど造作もない」

「ちょっ──人のお金盗とるなんて、絶対ダメだかんね!?」

「……では、ぱんつにする。通行人のぱんつを気づかれずに取り、まにあに売る。そうすればすぐりっちになることが可能」

「パンツもダメ！　取られた人の股またがすーすーしちゃうじゃん！」

「いや、そこじゃないだろ！　窃せつ盗とうってところを咎とがめないと！」

「ファナ、あんたね、ほら吹くのも大たい概がいにしなさいよ。いったいどうやったら歩いてる奴のパンツを気づかずに取れるってのよ」

「……こういうふうに」

　ファナがぴろーんと掲かかげて見せたのは、一枚の布切れ。

　それは脱ぬぎたてほやほやの、縞しま々しまパンツ──

「──はっ！」

　ルミナは目を見開くと、内股になり、スカートを手で押さえる。何かに気づいたのか耳がかあっと赤く染まった。

「……あ、あんた、いつの間に……？」

「……これが匠たくみの技わざ」

「か、返しなさいよっ！」

　ルミナは慌あわててファナの手からパンツをむしりとると、ロキたちに背を向け、いそいそと穿はき始めた。やっぱりあの縞々パンツ、ルミナのだったんじゃないか。

「と、とにかくっ。あんたたちには負けないわよ。ファナよりお金を稼いで、今度こそ一軍に返り咲ざいてやるんだから」

「……望むところ」

「わ。皆で競きそい合うって、なんか楽しくなってきたかも」

「では、皆で円えん陣じんを組みましょうか」

　サラが手を出すと、他ほかのメンバーがその手の上に自身の手のひらを置いた。

　ロキもつられて手のひらを重ねる。

「ファイトです！」

「「おーっ」」

　皆、やる気になっている。ロキもまた同じ気持ちだった。

　──そうだ。これはチャンスだ。お金さえ貯められれば、一生二軍って言われた僕でも一軍に上がれるんだ。

　お金を稼いで一軍に上がれれば、戦せん闘とうやダンジョン探索に参加できる。

　そうすれば勇者を倒たおす力だって、身につけられるはずだ。

　──よし、やってやる。僕はやってやるぞ。

　こうして、一軍の座を巡めぐる新たな戦いが始まった。











二章　ラムダ王国の陰謀（お金稼ぎ）






　その日の夜、勇者以外のパーティメンバーは馬車の荷台にいた。宿に泊とまるお金がないために寝ね床どこはここだった。

　五人も荷台にいると、ぎゅうぎゅう詰づめで隙すき間まがない。

「皆でいっしょにお泊とまりするって、野営のときみたい。背中は痛くなるけど、あたしはけっこー好きだなー」

　アビゲイルは膝ひざを抱かかえながら、子供みたいに頰ほおを綻ほころばせていた。

「サラはさ、どうやってお金を稼ぐか決めた？」

「はい。大まかにですが。私はロキさんのように器用ではないので、肉体労働をしようと考えています」

「さ、サラっち、肉体労働って……え、えっちすぎじゃない!?」

「そうでしょうか？　ただのトンネル掘ほりなのですが」

「……ふぇ？」

「あんた、いったい何と勘違いしてたのよ」

「い、今のはなし！　なかったことにして！」

　アビゲイルは、胸の前でばたばたと手を振ふる。そして荷物の隙間に入り込むと、抱えた膝に顔を埋うずめてしまった。

「うぅ……早とちりしちゃった」

「……どんまい」

　同じく隙間に挟はさまっていたファナが、声をかけている。

　ロキはそれを横目に見つつ、ルミナに尋ねた。

「ルミナはどうするか決めたのか？」

「ええ、もちろん」

「へえ。教えてよ」

「ふふん、内ない緒しよよ。あんただって一応、この勝負では敵なんだもの。自分の手の内をさらすような真ま似ねはしないわ」

　ルミナは本気でお金を稼いで一軍に上がろうとしているらしい。

　ロキは考えに詰つまり、立ち上がると、荷台の外へ出た。夜風にあたれば少しは閃ひらめくこともあるかと思ったのだ。

　しかし、

　──一万ゴールドの稼ぎ方なんて、全然思いつかないや。

　今まで、大金というものにはまるで縁えん遠どおい生活を送ってきた。

　故郷ふるさとの村では、畑を耕し、収しゆう穫かくした作物を売るだけの人生だった。誰だれにでもできるような仕事をただこなしていくだけ。

　それでは到とう底てい、大金を手にすることなどできない。

　──ま、とりあえず僕も明日に備えて寝ようかな。

　答えが出なかったので荷台に戻もどることにした。

　随ずい分ぶんと考え込んでしまっていたらしく、パーティメンバーたちは荷台の床ゆかに寝そべって寝息を立てている。

　空いている場所を探そうとして、視界に鈍にぶい輝かがやきが飛び込んできた。

　見ると荷台の隅すみに一枚の硬こう貨かが横たわっている。

「あれは……五ゴールド硬貨だ」

　勇者が落としたものだろう。

　あれがあれば、とりあえずの元手にすることができる。

　ロキは周囲をきょろきょろと見回し、四つんばいになりながら、パーティメンバーたちの間を縫ぬうように進んでいく。ようやく硬貨の所までたどり着くと、ロキは盗とう賊ぞくもかくやという速度でそれを懐ふところへ収めた。

　──よし。誰にも見られてないはずだ……。

　ふーっと安あん堵どしながら、改めて周囲の様子を窺うかがう。

「はっ!?」

　ファナの無機質な瞳ひとみが、じーっとこちらを眺ながめていた。木箱の間、その僅わずかな隙間で膝を抱えながら。

「……」

　たらーっ、と背中を冷ひや汗あせが伝う。

　がっつり見られていた。監かん視しされていた。

「……や、やあ」

「……どうも」

　けれど、まだお金を拾ったことがばれたとは限らない。

「……いやあ、最近、四つんばいで徘はい徊かいするのに凝こっててさ。二足歩行もいいけどたまには四足歩行もってね」

「……ロキ。おかね、ひろった」

「……」

　がっつり見られていた。監視されていた。

　──こうなったら、仕方ない。

　ロキは観念すると、のそりと起き上がり、ファナの耳元に口を寄せて、

「ところでものは相談なんだけどさ……明日あしたの朝ごはんを上げるから、皆みんなにはこのことを黙だまっていてくれないかな」と交こう渉しようを持ちかける。

　いくら商才のある人間でも、元手がなければどうにもならない。何としてもこの硬貨を手中に収めなければ。

「……おぬしもわるよのう」

　ファナはぽつりと呟つぶやくと、

「……交渉成立」と手を差し出してきた。

「ありがとう。恩に着るよ」

　ロキはファナに向かって、深々と頭を下げた。

　パーティメンバー相手にここまで下手に出て恥はずかしくないのか？　とかそういうことはもうどうでもいい。

　這はいつくばってでもお金をかき集めて、一万ゴールド貯ためる。

　そして夢の一軍に上がってみせる。




　翌朝、馬車の前でパーティメンバーたちと別れた。

　ここからは単独行動。自分の力でお金を稼かせがなければならない。もちろん、誰かと手を組んで協力するという方法もあったが──

「やっぱり、まずは自分一人でやってみないとな」

　誰かの力に寄り添そって一軍に上がっても、意味がない。

　ロキは町を歩きながら、気合を入れるために頰ほおを叩たたいた。

　通行人に道を聞いて向かったのは、冒ぼう険けん者しやギルドだ。

　そこは町で一番大きな建物で、遠目からでも見る目を引く。

　他の土地から来た者でも分かりやすい。

　扉とびらを開けて中に入ると、ホールには冒険者がひしめいていた。

　首が埋まるほどの筋骨隆りゆう々りゆうの剣けん士しに、老ろう獪かいな雰ふん囲い気きの老魔ま法ほう使つかい、一見すると冒険者には見えない華きや奢しやで可か憐れんな射手の少女まで、多た岐きに亘わたる。彼らのいる薄うす暗ぐらい室内を、頭上の蠟ろう燭そくが照らしていた。

　冒険者ギルドは、少し大きな町ならどこにでもある施し設せつだ。

　ギルドというと普ふ通つうは職業別の組合のことを指すが、冒険者ギルドは、冒険者への依い頼らいを仲ちゆう介かいする役所のていをしている。

　ホールの中央にある掲けい示じ板ばんには様々な依頼が張り出されており──魔王軍が跋ばつ扈こする現在においては、町村を脅おびやかす魔物の討とう伐ばつ依い頼らいが多くを占しめるが──その張り紙を破って受付に持っていくことで、依頼を受けることができる。

　そして無事に依頼を達成し、受付に報告すると、依頼主から預かっていた報ほう酬しゆうを受け取ることができる。

　勇者パーティが世界を救う戦いを繰くり広げる傍かたわらで、冒険者たちは魔物を討伐することによって人々の暮らしを守っている。

　世界は一部の人間の活かつ躍やくで回っているわけではない。様々な人々の陰かげの頑がん張ばりによって成り立っているのだ。

　ロキは初めて訪おとずれる冒険者ギルドに戸と惑まどいながら、掲示板を覗のぞき込む。そこには様々な張り紙がされていた。

「今の僕にできそうなことっていえば、戦うことぐらいだし。報酬の高い魔物を片かたっ端ぱしから倒して荒あら稼かせぎしてやる！　何かいい案件はないかなっと……」

　張り紙を流し見していると、『報酬千ゴールド』という文字が飛び込んできて、「おっ」と目を留める。かなりの高報酬だ。そして討伐対象に『デビルスネーク』と書かれているのを見て、「おうふ……」と目を逸そらした。

　デビルスネークとは、パーティに加入したての頃ころ、戦ったことがある。後に知ったことだがＡ級の強力な魔物だ。びびって失禁し、剣をへし折られた。そのときのトラウマが蘇よみがえってくる。

「ま、まあ、一度戦った相手だし、今日は勘かん弁べんしといてやろうかな……」

　ロキはそうひとりでに呟くと、額の冷や汗を拭ぬぐった。

　それからしばらく、自分の力量でもぎりぎり勝てそうな魔物を吟ぎん味みし、数ある張り紙の中から『ボーンドラゴン討伐』の依頼を選んだ。

　報酬額は五百ゴールド。

　最初にしてはまあ、こんなものだろう。

　張り紙を破ると、受付嬢じようの下もとへ持っていく。

「あら。かわいい冒険者さん。何かご用ですか？」

「この依頼を受けたいんですけど」

「冒険者カードをお持ちですか？」

　冒険者カード？　とロキは小首を傾かしげる。

「冒険者登録はされていますよね？」

「たぶん、してないと思います。ここに来るの、初めてなので」

　たどたどしく答えるロキを見て、受付嬢はくすっ、と微笑ほほえみを浮うかべる。そう緊きん張ちようしなくても大だい丈じよう夫ぶですよ、と言ったあと、

「でしたら、こちらの用紙にご記入お願いします」

　くすんだ色合いの羊皮紙を差し出された。

　そこにはいくつかの記入欄らんがあった。

　名前や性別、年ねん齢れい、職業に出身地……。

　ロキは一いつ項こうずつ確かめながら、ペンでそれらを書き込んでいく。完成したものを受付嬢に手て渡わたすと、彼女は一通り確かく認にんしてから、頷うなずいた。

「はい。確かに受理しました。今からあなたは冒険者です。冒険者カードをお渡ししますのでなくさないようにしてくださいね」

　ロキは灰色のカードを受け取る。

　そこには自身の名前と、冒険者ギルドの承認印が押されていた。

「これでこの依頼を受けられるんですか？」

「いえ。残念ですが、この依頼を受けることはできません」

「え？」

「ロキ様は、Ｆランクの駆かけ出し冒険者ですから。ボーンドラゴン討伐はＣランク以上の冒険者しか受注できないんです」

「ど、どうしてですか」

「一言で言うと、信用がないからです。どこの馬の骨とも知れない方に重要な依頼は任せられません」

　それに、と受付嬢は続ける。

「初心者がそのような魔物に立ち向かっても、無む駄だ死じにするのがオチです。これは冒険者の皆さんを守る制度でもあるんですよ」

「ちなみに、Ｆランクで受けられる依頼って言ったら……」

「そうですね。迷子の飼い犬の捜そう索さくなどになります」

「報酬額は……」

「だいたい、十ゴールドほどになりますね」

「……」

　ロキはしばらく黙り込んだあと、

「あの、千匹びきくらい逃にげ出してませんか？」

「そういう話は聞いてませんねー」

　受付嬢はやんわりと笑えみを浮かべた。

　冒険者ランクを上げないと、高報酬の依頼は受けられない。こつこつと積み上げた信用がないと重要な仕事は任せてもらえない。

　完全に盲もう点てんだった。

　強くさえあればいいと、そう思っていた。

「どうしますか？　今回はやめておきますか？」

「……いえ。やります。やらせてください」

　どちらにせよ、他ほかにお金稼ぎの方法はないのだ。

　小額の依頼であっても、こつこつ完かん遂すいしてみせる。そうすればいつか、巨きよ万まんの富が転がり込んでくることもあるかもしれない。

　……ないと思うけど。




　冒険者ギルドを後にして、町を歩く。

　ロキの手には、受付嬢に貰もらった迷い犬の似顔絵が描えがかれた紙。

　もふもふとした毛玉のような顔に、つぶらな瞳が収まっている。ぺろりと小さく出した舌は愛くるしさを醸かもし出している。名をペスちゃんと言うらしい。飼い主のコメントには『とても人見知りで、臆おく病びような犬です』と書かれていた。かわいい。

「おーい、ペスちゃん出ておいでー。僕の十ゴールドのためにも」

　呼びかけながら歩くも、道行く人が怪け訝げんな目で見てくるだけで反応はない。すでに捜索を開始してから三時間が経たっていた。

「冷静に考えたら、これだけ広い町で小型犬を見つけるのって難しいよな。その割には単価が安いし……いや、考えるのはよそう。虚むなしくなるだけだ」

　ロキは頰ほおを叩くと、再び呼びかけながら町を練り歩く。

「おーい。十ゴールドちゃんやーい」

「ロキ。あんた、こんなところで何してるの？」

　聞きなれた声に視線を向けると、怪訝そうな眼まな差ざしをしたルミナがいた。

「お金に対して呼びかけるなんて……よっぽど切せつ羽ぱ詰つまってるのね。言っとくけどお金は応こたえてくれないと思うわよ？」

「ああ、ルミナ。違ちがうんだ。迷い犬の捜索の依頼を受けててさ、その報酬が十ゴールドだったからついそんな感じに」

「報酬が十ゴールドって、コスパ悪すぎでしょ。一万ゴールド貯ためようと思ったらいったい何年かかるのよ」

「それは分かってるんだけど、他に手段もないからさ」

「ふうん。ま、あたしは楽々稼いじゃうけど」

「え？」

「よかったら、見ていく？　あたしの稼ぎ方」

　ルミナがウインクをしながら言った。

　そしてやってきたのは町の広場だった。十字路の中央に噴ふん水すいがあり、降り注いだ日差しによって水みず飛沫しぶきが光り輝かがやいている。

「あれ？　そういえば、今日は帽ぼう子しかぶってるのか？」

「まあね。今からすることに必要だから」

　ルミナは三角帽を脱ぬぐと、裏返しにして広場の石いし畳だたみの上へと置いた。

「ここで何をするつもりなんだ？」

「ま、黙だまって見てなさいよ」

　ルミナは建物によって円形に切り取られた空を仰あおぐと、手のひらに生成した火球を勢いよく打ち上げた。

　尾おを引きながら昇のぼる赤い光は、ぱぁん！　と音を散らしながら弾はじける。

「なんだなんだ？」

「すげえ音がしたぞ」

　道を行き交かっていた人が、花火の音に足を止める。

　ルミナはその視線を受け止めると、微び笑しようをたたえて威い勢せいよく叫さけんだ。

「さあさあ、楽しい魔ま法ほうショーの始まりよ！」

　弾はずんだ口調と共に、両手のひらに火の玉を生成する。

　三つまで増やすと、それを両手でひょいひょいと器用に回し始めた。

　周りの人々から、おおっ、という声が漏もれる。

「これぐらいで驚おどろいてもらっちゃ困るわ。あたしほどの魔法使いになればもっと多くの火の玉をお手玉できるんだから」

　火の玉は更さらに増えて、五つの大所帯になっていた。

　その頃には観客の人数もかなり増えていた。噴水前のルミナを中心として、半円状に人だかりができている。

「お次は何もないところから、氷の花を咲さかせてあげる」

　ルミナが呪じゆ文もんを唱えると、空気の水素が凍こおり、氷の花が開いた。

　ぱきぱきぱき……と音を鳴らしながら花弁が膨ふくらむ。

「わあ。きれい！」

「すげー！」

「おねえちゃん、もっともっと！」

　ルミナが何かをする度たび、観客たちは手を叩たたいて歓かん声せいを上げる。通行人たちもその騒さわぎに引き寄せられ、どんどん人数が増えていく。場の雰ふん囲い気きが温まっていく。

　ルミナは周囲の視線を独ひとり占じめしていた。

　集まった観客たちは皆みな、釘くぎ付づけになっている。

「これでフィニッシュよ！」

　ルミナは最後、空気中に咲かせた氷の花を、指を鳴らして崩ほう壊かいさせた。氷の結けつ晶しようが光の粒りゆう子しのようにキラキラと輝きながら舞まい落ちる。

　その光景は幻げん想そう的で、見るものの心を揺ゆさぶった。

　やがて氷の粒つぶが消えると、ルミナは黒いローブの裾すそを摘つまみながら、淑しとやかな表情でぺこりとお辞じ儀ぎをした。

　しん、と一いつ瞬しゆん、場が静まり返ったあと、

　わあっ、と全身の毛穴が開くほどの歓声が沸わき起こった。

　万ばん雷らいの拍はく手しゆが鳴り響ひびき、耳じ朶だを叩く。

「すげーぞ、嬢ちゃん！」

「いいもの見せてもらったぜ！」

「最高だ！」

　拍手と歓声、高らかな口笛が広場を包み込む。

　石畳の上に置かれたつばの長い三角帽に、次々とおひねりが投げ込まれた。鈍にぶい輝きを放つ硬こう貨かの雨が降り注ぐ。

「また昼にここでやるから、よかったら見にきてちょうだい！」

　ルミナがそう呼びかけると、

「おお！　絶対くるぜ」

「今度は女によう房ぼうも連れてこないとな」

　と、好意的な反応が返ってきた。

　人々が広場から捌はけていくのを確認してから、ルミナは石畳の上にしゃがみこんで三角帽の中に入ったおひねりを数え始める。

「ひい、ふう、みぃ……ざっと、三百ゴールドってところかしら。ま、初めての公演にしては上出来って感じね」

「さ、三百ゴールドだって!?」

　すごい。たった一回の公演でそんなに!?

「驚いてるみたいだけど、一万ゴールド稼かせごうと思ったら、単純計算で三十回以上公演しなくちゃいけないのよ？　とても魔力がもたないわ」

「けど、他に方法もないんじゃないか」

「公演はただの撒まき餌え。町に面おも白しろい大道芸人が来てるってことを、観客たちに口コミで広めてもらうためのね。本命はそのあと」

　ルミナはにやりと笑って、

「聞くところによると、この国の王様は余興が大好きで、よく旅の吟ぎん遊ゆう詩人とかを城に招いては芸を披ひ露ろうさせるらしいの。だから、面白い芸をする美少女がいるって噂うわさが町に広まれば王様は必ずあたしを城に招待するはず。そこで一発、お気に召めすようなものを見せてやれば報ほう酬しゆうで一万ゴールドくらいぽーんと気前よく出してくれるでしょ」

「いや、自分で美少女って言うなよ」

「あたしの計画に間ま違ちがいはないわ。仮に一万ゴールドに届かなくても、他の連中には大差をつけられるだろうし」

　ルミナはすでに勝った気分でいるようだ。得意気な顔をしている。

「けど、ルミナの大道芸は凄すごかったよ。皆手を叩いて喜んでたし」

「当然よ。……けどまあ、やっぱり最初はちょっと怖こわかったけどね」

「怖い？　ウケないかもしれないことが？」

「そうじゃなくて。あたしが……その、災さい厄やくの魔女だってバレることが。そしたらまた嫌けん悪おの目で見られるかもしれないでしょ」

　ルミナはレンフェア王国に伝わる、呪のろわれた血を持つ魔女の子だ。燃え盛さかるような紅あかい髪かみをして生まれた子には、膨ぼう大だいな魔力が眠ねむっている。彼女は自分の母親に、そして国中の人々に憎ぞう悪おと殺意を向けられて生きてきた。

「本番じゃ楽しそうにやってたじゃないか」

「……吹ふっ切れたの。別にバレて、嫌悪の目で見られてもいいやって。軽けい蔑べつでも罵ば倒とうでも何でもすればいいじゃないってね」

　だって、とルミナは言った。

「世界中の人に嫌きらわれても、あんただけはあたしの味方でいてくれる。たった一人絶対に自分の側そばにいてくれる人がいる。そう思ったら、何も怖くなくなったの。だから人目を気にせずに伸のび伸びとできたってわけ」

「……そっか」

　ロキは微笑ほほえみを浮うかべて、言った。

「ルミナの芸を見た人たちはきっと、魔法への認にん識しきが変わったはずだよ。魔法は人を笑顔にできるものだって」

「……そうね。だといいけど」

　ルミナも薄うす笑えみを浮かべて呟つぶやいたあと、

「あ、夕方には魔法の訓練をするんだから、ちゃんと荷台の前に来なさいよ。……あと、迷い犬見つかるといいわね」

「え？」

「べ、別にあんたのことを応おう援えんしてるとかじゃなくて……このままじゃ張り合いがないから精々頑がん張ばんなさいってこと！」

　ルミナは顔を赤くすると、「一軍の座は、渡わたさないから」と吠ほえた。

　それはロキのことを対等だと認めてくれているからこその言葉。ルミナはルミナなりにエールを贈おくってくれているんだ。

「うん。僕だって負けない」

　ロキは微笑みを浮かべ、胸に決意を秘ひめながら頷うなずいた。




　その後も散々探したものの、ペスちゃんは一向に見つからなかった。

　ぺスちゃんは本当に存在しているのだろうか。概がい念ねんじゃないだろうか。

　まさかとは思いますが、この「ペスちゃん」とは、あなたの想像上の存在にすぎないのではないでしょうか。飼い主にそう尋たずねたくなる。

「ああ、歩きつかれた……ちょっと休もう」

　乳酸の溜たまった足を癒いやすため、通りのベンチへと腰こし掛かける。

「まだ荷台で拾った五ゴールドしかないや。三日後の朝までに、どうにか一万ゴールドまで増やさないといけないんだよな」

　いけるか？　と自問したら、いやあ……と首を傾かしげそうになる。

　こんな調子じゃダメだ、と首を横に振ふっていると、

「……どうも」

　ベンチの下から、ファナの顔が、にゅっ、と飛び出してきた。

「うわっ!?」

　ロキは思わずベンチから転げ落ち、尻しり餅もちをついた。

「ファナ!?　なんでこんなところに!?」

　ファナはベンチの下の隙すき間まから、四足歩行で出てくる。すっと立ち上がると、服についた汚よごれを軽く手で払はらった。

「……暇ひまだったので。あなたを驚かせようと思った」

「人が悪いなあ。それより、暇って？　お金稼ぎは？」

「……このとおり」

　ファナは懐ふところから取り出した革かわ袋ぶくろを掲かかげた。

　そこにはぎっしりと詰つまった硬貨が。

「す、すごい！　どこでこんなに……」

「……お金の匂においを辿たどっていけば、らくちん」

　ファナはむふー、と得意気な顔をしている。

「お金の匂いって……もしかして盗ぬすんだのか？」

「……拾っただけ。所有権ふりー」

「それならいい……のか？　とにかく凄いね。お金の匂いなんて、そんなの僕には分からないや」

「……教えて欲しい？」

「え？」

「……ちょうど、一人で暇を持て余していたところ。あなたになら、盗とう賊ぞくの極ごく意いを教えるのもやぶさかではない」

「本当に!?　でも僕、今は迷い犬の捜そう索さくをしてるところだしなあ」

「……問題ない。ついでに捜さがせばいい」

　ファナは自身の背中を、ずびし、と親指で差すと、

「……私の背中を見て、学んで」

　そこまで言うなら、取り敢あえずついていってみようと思った。




　露ろ店てんの店主の呼びこみの声が響き渡る、表通り。

　左右にレンガ造りの建物が建ち並び、人々が往来している。町人や旅人、商人の荷車に至るまでひしめき合っている。

　そんなところで、

「……あのさ、ファナ」

「……なに」

「……この体勢じゃないとダメなのかな」

「……どうして？」

「……いや、なんていうか──僕たち、明らかに浮いてると思うんだけど」

　ロキとファナは石いし畳だたみの上を、四つんばいになって進んでいた。通行人たちの怪け訝げんな視線が痛いほど伝わってくる。

「……盗賊は世を忍しのぶもの。目立ってはいけない」

「いや、めちゃくちゃ目立ってるから！　思いっきりガン見されてるから！　こんなに自己主張の強い体勢もそうないと思うよ!?」

「……匂いを感知するためには、この体勢が最適」

　それに、と続ける。

「……この姿勢なら犬の気持ちに近づけて、迷い犬の行きそうな場所を皮ひ膚ふ感覚で理解することができるかもしれない。一石二鳥」

　そう言われてしまっては、拒こばむこともできない。

　ロキはファナと共に方々を巡めぐりながら、金目のものを拾い集めていく。ファナの後ろを四つんばいでついていきながら、私の背中を見て学んでって言ってたけど、この体勢じゃお尻しりしか見えないな、とどうでもいいことを思う。ファナが嗅かぎあてることができるのは硬貨だけではなく、道みち端ばたの薬草や水底に落ちた貴金属など多た岐きに亘わたった。

　何でも、万ばん物ぶつには固有の匂いがあるのだという。

「……人も、ものと同じ。各個人によって匂いが違ちがう」

　建物の隙間にある路地にたどり着いたとき、ファナは言った。

「へえ。パーティメンバーにも固有の匂いはあるの？」

　ロキは立ち上がり、大きく伸びをしながら尋ねる。さすがにこうも長時間四つんばいの姿勢を取っていると身体からだに応こたえる。

「……ある」

　ファナはこくりと頷いた。

「……ルミナからは孤こ独どくの匂いがしていた。暗く、寂さびしい。しかし最近は随ずい分ぶんと柔やわらかくなったように思える」

　ファナはルミナの事情を知らない。

　にも拘かかわらず、その変へん遷せんを嗅ぎ分けてみせた。

「じゃあ、サラは？」

「……彼女からは誠実な匂いがする」

「僕は？」

「……青あお臭くさい。まだまだ未完成といったところ」

「へえ。ならアビゲイルは？」

　今まではテンポよく答えが返ってきていた。

　しかしファナはアビゲイルのときだけ言い淀よどんだ。

　少し躊ちゆう躇ちよして、口を開く。

「……彼女からは、とても張り詰めた匂いがする。冬の朝のような。見ているこちらが息苦しくなるような、必死さを感じる」

「え？」

　ロキは予期していない言葉に驚おどろきを隠かくせなかった。

「ほ、本当に？　何かの間ま違ちがいじゃないのか？　アビゲイルが、そんな」

「……彼女は自分に自信がなく、常に大きな不安を抱かかえている。派手な格好をしているのはその不安を隠すためだと思われる」

　そもそも、と言って続ける。

「……おちゃらけただけの人間は、死の危険がつきまとう旅に参加しない。相応の理由があると考えるのが普ふ通つう」

　ファナの言うとおり、魔ま王おう討とう伐ばつの旅は死の付きまとう過か酷こくなものだ。生半可な覚かく悟ごじゃとてもじゃないが続かないだろう。

　アビゲイルにも何か、勇者パーティに参加するだけの理由があるのだ。

「……ファナは？　自分の匂いって分かるのか？」

　ファナはゆるゆると首を横に振る。

「……自分の匂いは分からない。ただ」

「ただ？」

「……ろくな匂いでないことは分かる」

「そんなことはないと思うけど」

　ロキは言った。

「この前は、シャボンの実の良い匂いがしたよ」

「……ほんとう？」

「うん」

「……そう」

　ファナはぽつりと呟いたきり、黙だまり込んでしまう。

　ロキが言葉を探していると、路地の向こう側、黒く小さな影かげが、曲がり角を折れて消えていくのが見えた。

「あれはもしかして、ペスちゃん!?」

　ファナが鼻をぴくりと動かした。すんすん、と路地の空気の中に混ざるものを丁てい寧ねいに嗅ぎ分けている。

「……あちらからは、大物の匂いもする」

「大物って、金目のもの？」

「……そう。一いつ攫かく千せん金きんの予感」

「おおっ！　じゃあ、さっそく追おう！」

「……ついてきて」

　ファナはそう言うと、再び四つんばいになって進んでいく。ロキはその後ろを期待に胸を膨ふくらませながら四足歩行でついていく。

　──こりゃ、もしかするともしかするかもしれないぞ！

　迷い犬も見つけて、なおかつ大金もゲット。

　世の中には旨うまい話も転がってるもんだ。




「……到とう着ちやくした」

　ファナが言った。

　目の前の石畳には、鉄製の蓋ふたが嵌はめ込まれていた。赤あか錆さびの浮ういた取っ手を外すと、地下へと続く筒つつ状じようの穴が現れる。

　虚うつろな暗くら闇やみから、むあっと淀んだ臭しゆう気きが漂ただよってくる。

「……下水道？」

「……そう。この下から臭におってくる」

「ペスちゃんもここにいるのかな」

「……この先の路地は行き止まり。おそらくはそうだと思われる」

「よし、行こう！」

　ファナは頷うなずくと、梯はし子ごを使って筒状の穴を器用に降りていく。その姿はみるみる暗闇に吞のみ込まれていった。ロキもあとに続く。落ちないよう、細心の注意を払はらいながら梯子を一段一段丁寧に降りていく。やがて靴くつ裏うらが地についた。

　振ふり返る。

　アーチ状になった薄うす暗ぐらい地下道の中心には、なみなみと下水が流れていた。重みのある色合いをしている。

　二人はその左右の、人が通れる幅はばの石の通路に立っていた。

「……何かの気配がする」

　ファナが周囲を見回して言った。

「ペスちゃんかな」

「……分からない。ここは少し、鼻が利ききにくい。くさいので」

　ファナが先頭を、ロキがその後ろを歩いていく。

　延々と延びた通路は、一向に終わる気配がない。恐おそらくは町の地下全体に蜘く蛛もの巣す状に広がっているのだろう。途と中ちゆう、何度も分かれ道が現れては、ファナの嗅きゆう覚かくに従って右折や左折を繰くり返す。自分が今、町のどの位置にいるのか見失いそうになる。

　疲ひ労ろうが溜たまっていたからだろうか。

　二人は一いつ瞬しゆん、背後から現れた気配に気づくのが遅おくれた。

「──っ！」

　ロキが振り返るのと同時、汚お水すいから何かが勢いよく飛び出した。

　大量の飛沫しぶきを巻き上げながら姿を現したのは、どろりとした巨きよ大だいな緑色の粘ねん液えきの塊かたまり。

　中心に核かくがあり、自由自在に体を伸しん縮しゆくさせられる異い形ぎようのもの。

　スライム。

　それはここにいるはずのない──正しよう真しん正しよう銘めいの魔物だった。

「な、なんでスライムがこんなところに!?」

「ぴぎぃ！」

　スライムは流星のように尾おを引きながら、ぎゅん、とうねり加速。ファナに飛び掛かかると頭から丸吞みにしてしまった。

「ファナ！」

「──んっ……」

　緑の粘ねん膜まくに包まれたファナは逃のがれようともがくが、身体の自由が利かないせいで、手足は宙を搔かくだけに終わる。クロール、平泳ぎ、バタフライと、一通りの搔き方を試ためしていたものの抜ぬけ出すことはできない。粘液は酸性なのか、ファナの着ていた衣服が、次し第だいにじわりと爛ただれるようにして溶とけていく。

「待ってろ！　今助けるから！　やあっ！」

　ロキは剣けんを抜くと、スライムの身体に斬きりつけた。しかし、勢いよく振り下ろしたそれはぽよーんと弾はじき返されてしまう。

「あぶなっ！　もうちょっとで刃はが自分に当たるところだった……」

　自分の繰り出した剣けん戟げきで自じ爆ばくするのは、あまりにも格好がつかない。

「こうなったら、直接手を突つっ込んで引っ張り出してやる！」

　ロキはスライムの懐ふところへ踏ふみ込むと、緑の体たい軀くへ手を突っ込んだ。

　ファナの手を摑つかんで引っ張り出そうとしたが、その前に、スライムの豊満なボディに吸い込まれてしまう。ずぶずぶずぶ……。

　気づけば、目の前にファナがいた。

「……や、やあ」

「……ミイラ取りがミイラになるとは、このこと」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！　敵の内側に潜もぐり込めたんだ。あとはファイアーボールをお見み舞まいしてやれば一発だよ」

　ロキは計算どおりだよ、という面つらをして、手のひらに魔力をこめる。

「くらえ！　ファイアーボール！」

　詠えい唱しようが終わると同時に、手のひらから、うにょぉ……ともったりとした速度で火の玉がはみ出てきた。それはふよふよと粘液の中をたゆたったあと、

　パパパパパパパパ！

　と、四方八方に向けて爆散した。

「ぴぎぃぃ！」

　その火の一いつ端たんがスライムの核に命中し、スライムは溶けて蒸発していく。

　どろりとした粘液は足元の石と石の間に染しみこんでいった。

　ようやく解放されたファナは、石いし畳だたみの上にぺたりと座り込む。その身体にはねっとりとした緑色の粘液が滴したたっていた。

「……私もろとも、殺すつもりだった？」

「ごめん。まだ上う手まく制せい御ぎよできなくてさ。……それよりさ、えっと、ちょっと言いづらいんだけど……」
















「？」

「その……服が……破れてるっていうか……」

　ファナの服はスライムの粘液によって溶けていた。装しよう束ぞくの背中や黒のストッキングから柔やわ肌はだが覗のぞいている。

「……盗とう賊ぞくには、何事にも動じない心が大事。でも」

「でも？」

「……やっぱり、少しはずかしい。およめにいけない」

　ファナはぽっと頰ほおを赤らめて、俯うつむいていた。

「僕の上着はそんなに溶けてないし、貸してあげるよ」

　ロキは着ていた布の服を脱ぬぐと、それをファナに手て渡わたした。シャツ一枚になると防ぼう御ぎよ性が著いちじるしく落ちてしまうが仕方ない。

「……ぶかぶか」

「確かに体格差の分だけ、だぼっとしてるかもね」

「……でも、温ぬくもりがある。あたたかい」

　ファナは柔やわらかい口調で呟つぶやくと、上着の襟えり元もとを搔きあわせた。

「……それより、何で魔ま物ものが町中にいたんだろう。町の周りには教会の人たちが結界を張っているから入ってこれないはずなのに」

　そう。まずスライムがここにいることがおかしいのだ。

　教会の人間が張る結界によって、魔物は町に入ることができない。侵しん入にゆうしようとしても弾かれてしまうのがオチのはずだ。

「……たまたま、結界の綻ほころびから迷い込んできたのかな」

「……それは考えられない。なぜなら──」

　ファナはそう言うと、懐から取り出した短たん剣けんを素す早ばやく投げた。

　ひゅっ、と風切り音がしたあと、「ギュッ！」と悲鳴が響ひびき渡わたる。

　見ると、川を挟はさんだ通路の壁かべに、化けねずみが串くし刺ざしになっていた。喉のど元もとを貫つらぬかれた化けねずみは断だん末まつ魔まの声と共に、血の泡あわを吐はき出した。

「……下水道には他ほかにも魔物が多数、潜せん伏ぷくしているから」

「結界は誰だれかに破られて、そこから群れで入ってきたってこと？　その割には町に魔物の姿は見当たらなかったけど」

「……恐らく、統とう率そつ者の意図だと思われる。町中に魔物を放てば、冒ぼう険けん者しやギルドが動き出してしまう」

「騒さわぎにはしたくなかったってことか」

　ファナはこくりと頷く。

「……下水道に魔物が多数潜伏しているのは、ここを通られると、彼らにとって都合が悪いからだと思われる」

「魔物たちはいったい何を企たくらんでるんだろう」

「……分からない。私は盗賊、探たん偵ていではない」

「とにかく、戻もどって冒険者ギルドや勇者たちに報告しよう。放ほうっておいたら大変なことになるかもしれない」

「……待って」ファナが顔つきを変えた。「……近い」

「ちょっ！　ファナ！　どこ行くんだよ！」

　水切り石のように素早く駆かけていくファナの背中を、ロキは見失ってしまわないように必死で追いかける。

「……この上から、強いお金の匂におい」

　やがて立ち止まったファナは、目の前の梯子を見上げて言った。

「……勝利のときは近い」

　ファナに続いて、梯子を上る。鉄の蓋をこじ開けると、ぱあっ、と二人を祝福するかのように赤い光が差し込んできた。

　暗闇に慣れきった目に、まばゆい夕ゆう陽ひが染みる。果たしてそこにそびえていたのは巨大な城じよう壁へきだった。

「……え？」

　城の四つの塔とうの屋根が、茜あかね色いろの空を突くように堂々と屹きつ立りつしている。

　そこは紛まぎれもなくラムダ城だった。

　どうやら自分は城の敷しき地ち──それも裏手にいるらしかった、側そばには古びた井い戸どがあって閑かん散さんとした雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　地下道は城の敷地内にも通じていたようだ。

「……お城」

　ファナがぽつりと呟く。

「……お金の匂いは宝物庫からだった？」

「そうみたいだね」

「……さすがに忍しのび込むのは不可能」

「どうして？」

「……くさいから。兵士にばれる」

「ああ」

　下水道をずっと移動してきたのだ。

　自分では気づかないが、かなりの匂いがこびりついているだろう。

「残念だけど、今回は諦あきらめようか」

「……しょんぼり。服、破け損」

　ファナはがっくりとうなだれた。

「まあ、まだ日にちもあるから大丈夫だよ。ファナの嗅きゆう覚かくがあれば、いくらでも大金を稼かせげるチャンスは巡めぐってくるって」

　──そういえば、結局、ペスちゃんも見つからなかったな……。

　空の果てからは、徐じよ々じよに夜が近づいてきている。

　そうして無む為いに今日が終わっていった。




　ファナと共に町の銭湯へ寄ったあと、宿の隣となりの空き地に停とめられた馬車へと戻った。

　他のパーティメンバーたちも帰ってきていて、皆みんなで空き地に熾おこした焚たき火びを囲みながら荷台にあった保存食を食べる。

「うぅ……ぱさぱさして、あんまりおいしくなーい……ロキっちの作った温かくておいしい料理が食べたーい……」

　御ぎよ者しや台だいに座ったアビゲイルが固焼きパンを食べつつ、愚ぐ痴ちを漏もらす。

　彼女がここに座っているのは、勇者が不在で、勇者っちがいないならたまにはここに座ってもいいよねー、と言い出したからだった。

「てゆーかロキっち、下水道に魔物がいたってほんとなの？」

「だとすれば、由ゆ々ゆしき事態です。町に出てくる前に駆く除じよしないと」

「大丈夫だと思うよ。冒険者ギルドに報告しておいたから。明日にも高ランクの冒険者が捜そう索さく隊を組んで地下道に入るってさ」

　ロキは言ったあと、苦々しい顔になる。

「僕も志願したんだけど、低ランクだからって断られたよ。それにまず自分の受注してる依い頼らいを終えてからにしろって」

「あんた、まだ迷い犬を見つけられてなかったの？　というか、十ゴールドの依頼程度にそこまで固こ執しゆうしなくていいでしょ」

「それでも飼い主の人は困ってるかもしれないだろ」

「お人よしねえ」

　ルミナは呆あきれたように言った。

「そんなんじゃ、いつまで経たっても儲もうからないわよ」

「う……」

　ロキが痛いところを突つかれて怯ひるんでいると、

「ロキさん。それなら一つ、お仕事を紹しよう介かいしましょうか？」

「え？　ほんとに？」

「はい。ちょうど人手が足りてなくて困っていたんです」

「サラは肉体労働をしてるんだっけ」

「トンネル掘ほりです。この国の裏側にある岩山にトンネルが開通すれば、隣となり町まちとの行き来が格段に楽になるそうで」

「へええ。すごくガテン系だね。僕にできるかな……」

「ロキさんならきっと、大だい丈じよう夫ぶです。私が保証します。それにトンネル掘りはいい訓練になるんですよ？」

「え？　そうなの？」

「はい。穴を掘るには全身の力を無む駄だなく伝える必要がありますから。それに手押し車を押すと下半身が鍛きたえられます」

　つまり、とサラは人差し指を立てて微笑ほほえんだ。

「トンネル掘りとは、お金を貰もらえる上に身体からだも鍛えられるという──一石二鳥の素晴らしいお仕事なんですよ！」

「おおっ！」

　お金を貰えて、なおかつムキムキになれる。

　いいことしかないじゃないか！

「けど、一応、迷い犬の捜索もあるしなあ……」

　と、口にしたところで、

「その手配書に書かれている、迷い犬が最後に目もく撃げきされた公園……国の裏側にある岩山の近くにありますよね？」

「え？　そうなの？」

「はい。もしかすると岩山に迷い込んでるかもしれませんよ。これで仕事をするに当たっての懸け念ねんもなくなりましたね」

　確かに……サラの言うとおりだ。これで断る理由はない。

「よし、やるよ。サラ、僕にその仕事を紹介して欲しい！」

「もちろんです♪　いっしょに頑がん張ばりましょう！」




「──で、何でこんな夜中に出て行くんだ？」

　ロキとサラが荷台を抜ぬけ出したのは、夜も更ふけたころだった。

　他のパーティメンバーは板張りの床ゆかで熟じゆく睡すいしている。

「普ふ通つう、こういう作業って早朝からするものなんじゃ……」

「実は、色々と事情がありまして、日中は動くことができないんです」

「事情って……」

「今、トンネル工事は国によって凍とう結けつされてしまっているんです」

「え？」

「魔物が出しゆつ没ぼつするから、というのが表の理由らしいのですが……工事も佳か境きように差し掛かかったころにというのはおかしいですよね。作業員の方々は、トンネルが開通すると何か不都合があるからじゃないか、とおっしゃられていました」

「岩山の向こうにある町って言ったら確か……メルチだっけ。武器や防具の鍛か冶じ職人が多いことで有名な。何か関係あるのかな」

「分かりません。ただ、作業員の方々はどうしても工事を完かん遂すいさせたいらしく、国の目を盗ぬすんで夜に作業を行うことにしたそうです。そこで勇者パーティの私に、作業員兼けん用心棒として白羽の矢が立ったというわけです」

　なるほど。サラがいれば、魔物に襲おそわれようが、国の刺し客かく的な奴やつに襲われようが容易たやすく返り討うちにできるだろう。

「あ、門が見えてきましたよ」

　歩いていると、国を囲む石いし壁かべと外とを繫つなぐ、巨きよ大だいな門が見えてきた。その前には多数の人ひと影かげが集つどっている。

「作業員の皆さんも、すでに集まってるようですね」

　どうやらあれは作業員たちらしい。

　三十人近くいる作業員たちは、一人残らずガチムチな体つきをしていて、灰色の作業着に身を包んでいる。全体的に皆、顔の彫ほりが深く、目つきが険しい。袖そでから見える肌はだは日に焼けて浅黒く、佇たたずまいには風格があった。

　──何だか、怖こわそうな人たちだなあ。ちょっとミスしたら、失禁するくらい怒ど鳴なられるかもしれないぞ。

　ロキが戦せん々せん恐きよう々きようとしていると、

「「「姐ねえさん！　おはようございます！」」」

　作業員たちはサラの姿を見るなり、深々と頭を下げてきた。

「えぇっ……？」

　びっくりして思考が追いつかなかった。

　ね、姐さん……？　今、姐さんって言ったような……。

「はい。皆さん。おはようございます♪」

　サラはそれに対して、小さく手を上げて笑顔で返す。

　間ま違ちがいない。姐さんとはサラのことだった。

　──って、めちゃくちゃ慕したわれてるじゃないか！

「今日から、ここにいるロキさんも仲間に加わってくださいます。皆さん、色々と面めん倒どうを見てあげてくださいね」

「もちろんでさぁ！」

「姐さんの紹介なら、こりゃ心強づえぇや！」

「兄貴！　これからよろしくお願いしますぜ！」

　え？　兄貴？　僕は兄貴なのか？

「いや、兄貴呼びはちょっと……」

「姐さんと兄貴がいりゃ、怖いものなんて何もないぜ！」

「ああ！　国だろうが魔物だろうが、掛かって来いってんだ！」

「頼たよりにしてますぜ、兄貴！」

　あ、ダメだ聞いてない。

　周りの作業員たちから、キラキラとした羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられる。

「……う、うん。まあ、頑張るよ」

「「おおっ！　兄貴ぃ！」」

　作業員たちが爆ばく発はつ的に盛り上がる。まるでもう、トンネルが開通したのかと思ってしまうほどの騒さわぎっぷりだ。

「では皆さん。今日も一日、怪け我がなく元気に頑張りましょうね」

「「「おおおおおお！」」」

　作業員たちは地じ響ひびきのような狼煙のろしの声を上げる。

「国家がナンボのもんじゃーい！」

「こっちには姐さんと兄貴がついてるんやぞ！　百人力じゃい！」

　──う、うーん。大丈夫かな。

　ロキは内心、激しい不安に襲われていた。

　兄貴と慕われても、サラはともかく自分は別に大したことない。百人力どころか精々が三人力くらいだ。それも子供換かん算さんで。

　──こりゃ、大したことないってバレたら事だぞ……。

　トンネル掘りの前ぜん途とは多難そうだった。




　サラと愉ゆ快かいな作業員たちは、国の背面に位置する岩山へと向かった。

　空を覆おおい隠かくすほどの巨大な岩が、眼前にそびえている。

「ロキさん。こっちです」

　サラは岩山に穿うがたれた大きな穴へと入っていく。中は洞どう窟くつだった。左右の岩いわ肌はだには松たい明まつが備え付けられている。三十人ほどの人間を許容できる、充じゆう分ぶんな幅はばがある。通路の行き止まりは生物の腹のようにつるりとしていた。

「シャベルとつるはしがありますけど、どちらを使いますか？」

「うーん。そうだなあ……」作業員たちの期待値からすると、漢おとこなら手じゃあ、と言いたいところだが、それはさすがにまずい。爪つめを持っていかれる。

「シャベルで」

「はい。どうぞ」

　サラからシャベルを受け取ると、柄えをぎゅっと握にぎり締しめる。

「よし。じゃんじゃか掘っていこう」

「おお！　兄貴の爆掘り宣言じゃあ！」

「兄貴はきっと、もぐらの生まれ変わりに違ちがいねえ！」

「……」

　ロキは背中に刺ささる期待の視線を感じつつ、シャベルを岩肌に突き刺す。

　そもそもシャベルで岩肌を掘るって結構無茶だよ──と思っていたのだが、刃は先さきは予想に反して軽々と中へ沈しずんでいく。そのまま膂りよ力りよくで外へと搔かき出した。

　──あれ？　これ、思ったより岩肌は柔やわらかいんじゃないか？

　しかし、周りの作業員たちを見ると、苦戦していた。シャベルを岩肌に刺すのも全力を用いてやっとという様子だ。

　──いや、違う！　岩肌が柔らかいわけじゃない！　僕が思ってる以上に強くなってるんだ！

　毎日毎日、サラと剣けんの特訓を続けていたのだ。そりゃ、嫌いやでも力がつく。というかつかないと死んでしまう。

「いける！　いけるぞ！　トンネル掘りなんて楽勝だ！」

「わあ！　ロキさん、すごいペースです！」

「野や郎ろう共！　兄貴に続けぇぃ！」

「よし、皆みんな、僕についてくるんだ！」

　イケイケになったロキは怒ど濤とうの勢いで岩肌を掘り進めて行く。

　こりゃ、あっという間にトンネル開通しちゃうゾ、と余よ裕ゆうぶっこいていたが、一時間もしないうちに疲ひ労ろう困こん憊ぱいになっていた。

　腕うでは痺しびれて力が入らず、下半身はがくがくと震ふるえている。

　トンネル掘ほりはべらぼうに体力を消費するのだった。

「ふんふーん♪」

　しかしサラは、いっこうに疲つかれた様子もなく岩を掘り続けている。微笑ほほえみを絶やすことなく鼻歌まで口ずさんでいた。

「す、スタミナお化けすぎる……」

　ロキはもう、休みたくて仕方がなかった。それでも休めないのは、作業員たちの期待を裏切りたくないからだ。

　皆の兄貴は休まない。不ふ眠みん不休で掘り続ける。

　──だからせめて、人目につかないところで休もう……。

　岩肌を掘っていると、次し第だいに岩粒りゆうが溜たまってくる。なので手押し車に積んで、岩山の外に捨てに行かなければならない。

　サボるなら、そこが好機。

　ロキは手を止めると、手押し車に近づいていく。
















　すると、

「兄貴。これくらい、俺が行きますよ」

　作業員の一人が、善意の笑みを浮うかべてそう言った。

「いや、僕が……」

「大だい丈じよう夫ぶですって、任せてください」

　作業員は軽い調子でグーサインを作ると、手押し車を持っていってしまった。その後ろ姿に手を伸のばしながら、

「あぁ……待ってくれ……」

　と呟つぶやく。

　そうじゃないんだ。僕はただ、休みたいだけなんだ。

　ロキは意識を朦もう朧ろうとさせながらも、シャベルを動かす手を休めない。歯を食いしばりながら何とか岩肌を掘り進めて行く。

　もはや気力だけで掘っているという状態。

「うわあっ！」

　そのとき、悲鳴が響ひびいた。

　見ると、頭上の岩がん盤ばんが崩くずれて岩が落ちてきていた。

　その落下地点には──一人の作業員の姿。腰こしを抜ぬかしているのか、地面にへたりこんだまま動こうとしない。

「危ない！」

　ロキは咄とつ嗟さに地面を蹴けって、走り出していた。

　作業員を助けたいというのが五パセント、助ける際に怪け我がをしたといってなんだかんだ休もうという魂こん胆たんが九十五パセント。

　両手を前に突つき出し、作業員を落下地点から押し出す。

「よしっ！」

　と思った、次の瞬しゆん間かんだった。

　ゴツン！

　地面にヘッドスライディングしたロキの後頭部に、岩が直ちよく撃げきした。これが球技なら完全にファインプレーだっただろう。

　けれど、これはそうじゃない。

「や、やっと……休める……ぞ……」

　その言葉を辞世の句にして、ロキはがくりと気絶した。




　意識を取り戻もどしたとき、すぐそこにサラの顔があった。体勢からして、どうやら膝ひざ枕まくらをされているらしい。

　サラはロキが目覚めたのを見ると、安あん堵どしたように目を細めた。

「具合はいかがですか？」

「う、うん……ごめん。もう大丈夫だよ」

「まだ動かないほうがいいですよ。大きなこぶができていますから。アビゲイルさんがいればよかったのですが……」

　全身を襲おそっていた疲労は、いくぶんか和やわらいでいた。

　それなりの時間、気絶していたらしい。

「身を挺ていして作業員の方を助けるなんて、ロキさんはとてもご立派です。本当に素す敵てきな方だと改めて思いました」

「兄貴。すみません。俺なんかを助けるために……」

　傍かたわらで正座していた作業員の男が、申し訳なさそうに言った。額を地面に擦こすりつけようとしているのを見て、

「いやいや、そんなに責任感じなくていいって！」

「けど……」

「僕はただ、自分の欲よつ求きゆうに従って行動しただけだから」

　どうにか休みたい、という欲求に忠実になっただけなのだが、

「でけえ。なんてでけえ人なんだ……」

　作業員の男は何か勘かん違ちがいしたらしく、感動に目元を拭ぬぐっている。

「兄貴……いや、これからはおじきと呼ばせてください」

「それは勘かん弁べんしてよ！　さすがに！」

　どう見たっておじきって面つら構えじゃないだろ、と思う。

「さあ、皆さん、そろそろ作業に戻りましょうか。もう少しで開通ですよ。ロキさんは休んでいてくださいね」

　立ち上がったサラは、つるはしを持って岩肌のほうへ戻っていく。作業員たちと共に掘くつ削さく作業に勤いそしんでいるのを眺ながめながら、ロキは感かん嘆たんの息を吐つく。

　──皆、凄すごいなあ。ずっと作業してる。本当は凄く疲れてるはずなのに、どうしてそこまで頑がん張ばれるんだろう。

　サラ以外は皆、表情に明らかな疲労の色を浮かべている。憔しよう悴すいし、肩かたで息をしている者も少なくない。

　にも拘かかわらず、彼らは岩肌を掘り進め続ける。

　──よほどトンネルを開通させたいんだろうな。

　トンネルが開通してメルチの町と繫つながれば、行き来が非常に楽になる。そうすれば喜ぶ人々がたくさんいるだろう。

　彼らは皆、誰だれかのために頑張っている。

　それは魔ま王おう討とう伐ばつを目指す勇者パーティの面々と、何ら変わることはない。

「……こりゃ、僕も休んでられないな」

　ロキは起き上がると、岩がん壁ぺきに立てかけてあったシャベルを手に取る。

「ロキさん、もう平気なのですか？」

「うん」

　ロキはシャベルを勢いよく岩壁へ突き立てる。

「皆には、負けてられないからね」

「……ふふっ。そうですか」

「野郎共！　兄貴がご帰き還かんなさったぞ！　気合入れてけえ！」

「「おおおおおっ！」」

　作業員を含ふくめた皆、ここがラストスパートとばかりに勢い込んだ。

　ロキもまた、軋きしむ身体からだに鞭むち打うって掘り進めて行く。

　そのとき、シャベルの柄えを握った両手に手て応ごたえがあった。力をこめると、解ほつれた糸を引き抜くみたいに岩壁が崩れ落ちていった。

　一気に視界が開けた。

　長い闇やみを抜け、眼下に朝あさ陽ひに照らされた町並みが広がる。青く白んだような光がまぶたを差すように飛び込んでくる。世界がぐん、と拡張するような感覚。圧あつ倒とう的な解放感が足先から脳のう髄ずいまでを電流のように駆かけ巡めぐっていく。

　ロキもサラも作業員たちも、一いつ瞬しゆん、言葉をなくしてしまった。少し遅おくれて、爆ばく発はつ的な歓かん声せいが巻き起こる。

「うおおおっ！　やったあああ！」

「ついに開通したぞ！」

「俺たちは国の圧力に勝ったんだ！」

　作業員たちは抱だき合って喜んでいる。ロキとサラはその輪の中心で、彼らにもみくちゃにされながら感謝の言葉を浴びせられる。

「これも全部、姐ねえさんと兄貴のおかげです！」

　腕は軋むし、両足は棒のよう。

　全身くたくただ。

　でも、悪くない疲ひ労ろう感かんだった。




　その代わり、次の日には地じ獄ごくが待ち受けていた。

「うわぁ。全身が痛い……」

　荷台の床ゆかで目を覚ますと、激しい筋肉痛に襲われた。少し身体を動かすだけで、電流に当たったかのように痛む。

　幌ほろの外は明るく、日の位置からしてお昼を回っているようだ。

　つまり今日は一軍争そう奪だつ戦の最終日ということだ。

　荷台に他ほかのメンバーの姿はない。

　共に朝帰りしたサラもすでに起き床しようし、出かけてしまったようだ。あれだけの労働のあとでよく早起きできるものだと感心する。

「昨日のトンネル掘りでちょっとはお金を貰もらえたけど、まだ一万ゴールドには全然足りてないし……頑張らないとな。飼い犬も捜さがさないとだし」

　というわけで、とりあえず酒場へ向かうことにした。

　目的は情報収集だ。酒場にたむろっている人たちなら、儲もうけ話とか迷い犬の目もく撃げき情報を持っているかもしれない。

　町角にある大衆酒場のスイングドアをくぐると、まだ昼間にも拘かかわらず、客がまばらに入っていた。

　ロキはとりあえず空いている席に腰を下ろす。

「いらっしゃいませー！」

　店の奥から明るい声が響いてきた。

　ぱたぱたと走ってくるバニーガールに目を向けて、ぎょっとした。

　かわいらしいうさ耳のついたカチューシャを頭につけ、胸むな元もとの開いた黒のレオタードに身を包んでいたのは──

「あ、アビゲイル……？」

　金きん髪ぱつ盛り髪がみの僧そう侶りよ、アビゲイルだった。

　いつもの僧服ではなく、バニーガールの服装を身に着けている。

「えっ？　うそっ!?　ロキっち!?」

　アビゲイルも驚おどろいたのか、目を丸くし口元に手をあてがっている。

「び、びっくりしたー。いきなりなんだもん」

「ごめんごめん。それよりアビゲイル、ここでバイトしてるの？」

「んー。まあね。衣い装しようがかわいかったから。それに前からバニーガールになってみたいと思ってたんだよねー。どう？　似合ってるっしょー」

　アビゲイルはうさ耳を両手で摑つかむと、ぴょこぴょこと動かす。得意気な表情でくるりとその場で一回転すると、お尻しりの尻尾しつぽが跳はねた。

「うん。よく似合ってると思うよ」

「でしょでしょー。あたしもそう思ったもん」

　アビゲイルは「いえーい」とあれこれポーズを取っている。ぱっくり開けたレオタードの背中からは白く綺き麗れいな肩けん甲こう骨こつが覗のぞいていた。

「どう？　仕事は楽しい？」

「それがねー、聞いてよロキっち。あたし、天才かもしんない。店長にも頑張ってるねってちょー褒ほめられたし」

「へえ。凄すごいじゃないか」

「あたし、意外と仕事できるんだからね？」

「とりあえず、酒場に来たんだし何か頼たのもうかな。……パンを貰える？」

「えー。もっといっぱい頼んでってよ」

「お金、節約したいからさ。勘弁してよ」

「もー。しょーがないなー」

　アビゲイルが一度店の奥に引っ込み、少ししてまた戻ってくる。お盆ぼんの上にはぶどう酒とパンが載のっている。

「はい。お待ちどおさまー」

「ありがとう。……ってぶどう酒は頼んでないけど」

「これはあたしの奢おごり──じゃなくて、友達が来てるっていったら店長がサービスしてくれたの」

　ロキがカウンターを見やると、中年の女性がグーサインをしていた。お礼を示すためにもぺこりと頭を下げる。

「じゃ、あたしまだ仕事中だから」

　アビゲイルはそう言い残すと、席から離はなれていった。お客のいるテーブルをパタパタと忙せわしなく動き回っている。

「アビゲイルちゃん、あなたの友達なんだって？」

　ロキがぶどう酒を飲んでいると、声を掛かけられた。

　見ると傍そばにバニーガールの綺麗な女性が立っていた。

「はい。まあ、そんなとこです」

「あの子、言こと葉ば遣づかいはおぼつかないし、お皿を割ったりドジもするけれど、根はとても真ま面じ目めでいい子よ。店長も褒めていたもの」

「そうなんですか」

「ええ。誰にでも愛あい想そがいいし、礼れい儀ぎ正しいし……いっしょに働いてて楽しいわ。できればずっとここで働いて欲しいくらい」

　たった数日のバイトでそこまで言われるなんて凄い。

　アビゲイルには人を引き寄せる魅み力りよくがあるのだろう。明るく、性格のいい子は誰にでも万まん遍べんなく好かれるのだ。

「けど、あの子、一つだけ欠点があるのよねー」

「え？」

　バニーガールがぴっと指を向ける。

　見ると、端はしのテーブルでアビゲイルがオヤジたちに話しかけられていた。オヤジたちは酒が回っているのか、顔を上じよう機き嫌げんに赤らめている。

「アビゲイルちゃんはかわいいなあ。目の保養、目の保養」

「えー。そんなことないってば。誰にでも言ってるんでしょー」

「いやいや、おじさん、噓うそは言わないよ」

「それじゃ、ありがとーございまーす」

　中年オヤジたちの絡からみを、アビゲイルは上う手まく捌さばいている。一見すると何の問題もない完かん璧ぺきな接客に見える。

　しかし、

「ところでアビゲイルちゃん、彼氏とかいるの？」

「ええっ!?　か、彼氏？」

　異性関係の質問が飛んできた瞬しゆん間かん、恐おそろしいくらいの動どう揺ようを見せた。先ほどの飄ひよう々ひようとした立ち振ふる舞まいはどこにもない。

「若いんだもの。それぐらいいるだろう？」

「な、ないない！　そんなのできたことないし！」

「えっ？　本当に？　冗じよう談だんだろう？」

「あたし、男の人と手を繫いだこともないもん！」

　オヤジたちは互たがいに顔を見合わせると、

「アビゲイルちゃん。もしかして処女……」

「おじさんたち、デリカシーなさすぎ！……確かにそーだけど」

　アビゲイルは身体の前で、もじもじと指をいじくっている。

「おいおい、けしからんな。こんなかわいい子を放ほうっておくなんて、町の若い男たちはいったい何をしているんだ」

「世の中に草食男子が蔓延はびこってるとは聞いていたが、まさかここまでとは」

「どれ。わしが代わりに貰ってやろうか。その前に味見を……」

　オヤジの一人がそーっと手をアビゲイルのお尻に近づけようとする。その手つきは完全にセクハラ慣れしているもののそれだ。

「ちょっ！　やめてってば！」

　アビゲイルは身体からだを翻ひるがえすと、お尻を触さわろうとしたオヤジを睨にらみつける。

「おさわりはダメ！　絶対、ＮＧだかんね！」

「はっはっは。いいじゃないか、お尻くらい。減るもんじゃあるまいし。彼氏ができたときの予行練習だと思って」

　オヤジはまたしても手をアビゲイルのお尻へ近づけていく。

「もーっ。ダメだってば！」

「ガールズバーなんだから、これくらいは許してよ。おじさんたち、なけなしのお小こ遣づかいをはたいてきてるんだからさ」

「で、でも……」

「とりあえず。とりあえず一回でいいから」

「い、一回だけでもダメなのー！」

　オヤジたちとアビゲイルの間で一ひと悶もん着ちやく起きかけている。

「さーて。そろそろ止めにいってあげましょうか」

　バニーガールの女性がそう言ったところで、

「大だい丈じよう夫ぶです。僕が行きます」

　ロキは席を立つと、オヤジたちの下もとへ歩いていく。

「あのー。その辺りで勘かん弁べんしてあげてくれませんか」

「あ。ロキっち……」

　アビゲイルはどこかほっとした表情を浮うかべる。

「なんだ坊ぼう主ず。この子と知り合いか？」

「まあ、はい。パーティの仲間です」

「ばぁっかやろお！　お前、何してるんだよぉ！」

「え？」

「男だったら普ふ通つう、仲間にこんなかわいい子がいたら口説くだろうが！　おう坊主お前ちょっとそこに座れ。俺たちが説教してやる」

「えぇーっ……」

　ロキはなぜかその場に正座させられ、オヤジたちにガミガミ説教された。

　俺たちが若い頃ころはこうだったとか、女を抱だいた数で男の価値は決まるとか、三十までにたくさん恥はじを搔かいておかないと後々後こう悔かいすることになるとか、オヤジたちの人生訓のようなものを延々と語り聞かされた。

　全身筋肉痛の身体に、長時間の正座は応こたえる。

　思わず泣いてしまいそうになる。

　でも、オヤジたちに説教されて泣いてしまうという図はダサすぎるので、ロキは必死で涙るい腺せんをきつく締しめ付けた。

　──何でアビゲイルを助けに来て、僕は説教されてるんだ!?

　オヤジたちの説教はそのあとも数時間ほど続いた。




　夜空には、月が白々と輝かがやいていた。

　──結局、酒場でぺスちゃんの情報手に入らなかったな。

　ロキがそんなことを思いつつ酒場の裏口で待っていると、

「アビゲイルちゃん。そういうわけだから。悪いね」

　という声のあとに木の扉とびらが開き、アビゲイルが出てきた。バニーガール衣い装しようではなくいつもの僧服に着き替がえている。

「あ、ロキっち。待ってくれてたんだ」

「うん。どうしたの？　話してたみたいだけど」

「なんか、バイトクビになっちゃった」

「え？」

「んー。接客は褒められたんだけど、やっぱ男の人をあしらえないようじゃ続けていくのは難しいだろうって」

「ガールズバーだもんね」

「まあ、どっちにしても今日までだったからいいんだけど。そだ。ロキっち、おじさんたちに説教されてたけど、足だいじょうぶ？」

「まだ痛いよ……本当、死ぬかと思った」

「最初は格好良い感じの入りだったのにね。あ、ロキっちあたしのことヒーローみたいに助けてくれるんだー、って期待してたのに。いきなり正座させられて、ずっとおじさんたちに怒おこられてるんだもん。ちょーウケる」

「あんなに説教されたの久々だよ。村にいたとき以来だ」

「あのときのロキっち、ださださだった」

「う、うるさいなあ」

「……でも、ありがとね。嬉うれしかった」

　アビゲイルはちらりとロキを見やって微笑ほほえんだ。

「……あたし、男の人って得意じゃないから。あのままだったら大変なことになってたかもしんない」

「酒場なんて、男の人がいっぱい来るって分かりきってるじゃないか」

「看板にガールズバーって書いてたから、店員もお客さんも皆みんな女の子しかいないんじゃないかって勘かん違ちがいしてたの」

「その認にん識しきで働き始めたら、そりゃびっくりするだろうね」

「ほんと。でも仕事自体はちょー楽しかった。制服は可愛かわいかったし、お客さんとお喋しやべりするのは面おも白しろかったし、あたし意外と接客業向いてるかも」

　アビゲイルは両手を合わせて、夜空をうっとりと見上げる。この三日間の楽しい思い出に浸ひたっているのかもしれない。

「そーいえば、ロキっちはこの三日間何してたの？」

「大道芸を見て、地下道を冒ぼう険けんして、岩山でトンネル掘ほってた」

「え。何それ。ウケる」

「本当のことを言っただけなんだけど……」

「ロキっち、ちょー頑がん張ばってるじゃん。んじゃ、お金もがっぽり？」

「いや、それが全然でさ。トンネル掘りで多少は潤うるおったけど、ギルドから受けた迷い犬の捜そう索さくも未いまだに完かん遂すいできてないし」

　結局、酒場ではオヤジたちに説教されていたので情報収集はできなかった。

「……僕さ、この三日間で分かったんだけど」

　ロキは歩きながらぽつりと呟つぶやいた。

「他ほかの人は皆、自分にしかできない稼かせぎ方をしてた。持ってる才能を生かさないと大金は手に入らないんだと思う」

「勇者っちの言ってたとおりってこと？」

「うん。……僕には大金を稼ぐための才能はなかったみたいだ」

「そ、そんなことないってば！　ほら、他の皆にはなくて、ロキっちにだけある才能が一つあるじゃん！」

「──っていうと？」

「女装！」

「は？」

「ロキっちは絶対、女装したら天下取れると思う！　パーティの皆も言ってたし絶対需じゆ要ようあるって！　お金もがっぽり稼ぐことができるはず！」

「嫌いやだよ！　そんな倒とう錯さくした稼ぎ方！」

　女装で一軍に上がったとして、胸を張って戦えるかちょっと自信がない。というかロキの女装はパーティメンバー待望だったのか。

「そういうアビゲイルこそ、もっと他に稼ぐ方法があると思うけど。治ち癒ゆ魔ま法ほうなんていくらでも需要があるだろうし」

「あー……」

　アビゲイルはどこかばつの悪そうな顔で、

「あたし、そーいうのはやんないって決めてるんだよね」

「え？」

「怪け我がしてる人がいたら治癒するけど、絶対にお金は貰もらわない。その人が元気になってくれたらそれで充じゆう分ぶん。他に見返りなんていらないもん」

　後ろ手を組んだアビゲイルは、石いし畳だたみの上を歌うように歩きながら、

「そもそもこの力って、神様からの借り物だし。自分のものじゃないものでお金稼ぎしたらズルになっちゃうっしょ？」

「アビゲイルって、変なところ真ま面じ目めだよね」

「……それ、どーいう意味？」

「褒ほめてるんだよ」

「ほんとにぃ？」

　アビゲイルのジト目を受けて、ロキは「本当だって」と苦く笑しようする。

　アビゲイルは、「ならいいけど」と言ったあと、

「神様の加護がなかったら、あたしは何にもできないし。そーいう意味じゃ、あたしとロキっちって似たもの同士かもね」

　ふと呟かれた言葉。

　アビゲイルは笑みこそ浮かべていたが、どこか声こわ色いろは寂さみしげだった。ロキも上う手まく言葉を返すことができない。

　神様の加護がないあたしなんて、何にもできない。

　似たもの同士。

　その言葉がいつまでも頭に残っていた。




　馬車を目指して歩いていると、路地の前に人だかりができていた。

　何やら不ふ穏おんなざわつきを見せている。

「何かあったんですか？」

　ロキとアビゲイルが近づいて尋たずねてみると、

「路地に犬がいるんだ」

　若い男の人がそう答えた。

「首輪がついてるし、誰だれかの飼い犬なんだろうけど……」

「ロキっち、これってもしかして」

「う、うん」

　ペスちゃんだろうか。恐おそらくはそうだろう。町にそう何匹びきも首輪のついた迷い犬がいるとは思えない。

　だとしたらこれはチャンスだ。

「僕に任せてください。保護して飼い主の下もとまで連れていきます」

「そうか！　そりゃあ助かる！」

　若い男はほっとしたように胸をなでおろした。

「俺たちじゃ正直、持て余してたところだったんだ」

　ん？　持て余す？　何言ってるんだ？

　たかが愛くるしい犬一匹じゃないか。

　ここの町の人たちは皆、犬アレルギーなのかな？

　ロキはそんなことを考えつつ路地へと足を踏ふみ入れる。果たしてそこにはぺスちゃんと思わしき犬が待ち構えていた。

「おぉ……」

　そこにいたのは確かに愛くるしい犬だった。

　もふもふとした毛玉のような顔に、つぶらな瞳ひとみが収まっている。ぺろりと小さく出した舌は愛くるしさを醸かもし出している。

　ロキの手元にある似顔絵のぺスちゃんとほとんどの特とく徴ちようが合がつ致ちする。

　ただ一つ違ちがうのは──

　ぺスちゃんは小型犬ではなく、化け物レベルにでかかったということだ。どう控ひかえめに見積もっても五メトル以上はあるだろう。

　ぺスちゃんというか、もはやぺスさんという感じだった。

「いやいやいや……確かに似顔絵とそっくりだけど。そっか。顔をアップにした絵なら大きさまではわかんないもんな……」

「はっはっはっ……」

　ぺスちゃんはこちらを見ながら、よだれを垂らしている。無む垢くな表情だがなまじでかいだけに狂きよう気きじみたものを感じる。

　こちらに一歩踏み出すと、ずうん、と大地が揺ゆれた。

「ロキっち。これ絶対襲おそってくるパターンだって！　あたしたちおいしく頂かれちゃう感じのやつだって！」

「こ、こっちには剣けんがあるんだ！　怖こわくなんかないぞ！……ってそうだ！　今日筋肉痛なんだった！　痛みで構えられない！」

「もーっ！　ロキっち、頼たよりにならなすぎ！」

「わおおおおん！」

　ぺスちゃんは唸うなり声と共に襲い掛かかってきた。

　ロキは押し倒たおされ、上から覆おおいかぶさられる。逃のがれようとしても体重差がありすぎて身動きが取れない。

　ぺスちゃんは大口を開け、牙きばを剝むき出しにして迫せまってくる。

「ロキっち！」

「うわああああああっ！」

「──くぅん……。きゃいんきゃいん……」
















「え？」

　ロキの胸むな元もとに額をこすりつけ、甘えた声で鳴いた。尻尾しつぽをぶんぶんと振ふり、喜びを前面に押し出している。

「わんちゃん、ロキっちにちょー懐なついてる……」

「そんなバカな……」

　恐る恐る試ためしにぺスちゃんの頭を撫なでてみたところ、「わぅん……」と気持ちよさそうに目を細めた。

「うわ、ほんとだ」

「見た目が怖いだけで、とっても素す直なおな子だったのかも」

　飼い主さん、ごめんなさい。

　ぺスちゃん、とっても愛くるしい犬でした。




「ありがとうねえ。ほんと、助かったわぁ」

「いえ。見つかってよかったです」

「ぺスちゃん。もう迷子になっちゃダメよ」

「きゃうん」

　ロキはぺスちゃんを冒険者ギルドまで連れて行き、飼い主であるマダムに感謝と報ほう奨しよう金である十ゴールドを受け取った。

　ペスちゃんを引き連れて去っていくマダムの後ろ姿を見送りながら、あのでかさの犬をどこで飼ってるんだろう、と思う。家が超ちよう豪ごう邸ていなのかな。

　何にせよこれで無事に依い頼らいは達成できた。




　次の日の朝。

　ロキは結果発表のために馬車の停とまる宿屋へ向かっていた。

　ぺスちゃんを捜さがすという依頼を無事に完遂したおかげで十ゴールドと飼い主のおばさんの感謝は貰えたけれど、所持金は僅わずかばかり。

　トンネル掘ほりの報ほう酬しゆう千ゴールド、荷台で拾った五ゴールドを含ふくめても千十五ゴールドといったところだ。一万ゴールドには遠く及およばない。

「けど、皆みんなの結果次し第だいじゃ一軍に上がれる可能性はゼロじゃない。うーん。皆はどれくらい稼いでるんだろう？」

　ルミナもファナもサラも、この三日間で接した限りでは、一万ゴールドには満たないにしてもそれなりに稼げそうな感じだった。

　──意外と勇者が稼げてなかったりして。

　だとしたら、ちょっと面おも白しろい。勇者パーティなのに、勇者が一軍でなくなるという事態に陥おちいったらどうするんだろう。そのときは全力で煽あおってやる。

　なんてことを考えながら、通りを歩いているときだった。

「号外！　号外！」

　道の向こうから、大量の紙束を抱かかえた男が走ってきた。新聞記者だろうか。ベレー帽ぼうを被かぶって肩かたからポーチを下げている。

「昨夜、国王が勇者によって殺害された！」

「──え」

　どくん、と心音が高く跳はねた。頭の中が真っ白になる。記者の男の言葉を吞のみ込むのに少しの時間を要した。

「お、王様が勇者に殺されただって!?」

　人々が記者の男の配っている新聞に群がっているのを目の前にしながら、ロキは呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくしていた。

　周りの喧けん騒そうがぼやけて輪りん郭かくをなくし、背中に冷ひや汗あせが伝う。

　殺人の罪による処しよ刑けい──最初に浮うかんだのはその一言だった。

　な、なんで？　なんで勇者は王様を殺したんだ？　まさかあいつ、金を稼かせぐために王様を手にかけたんじゃ……。だとしたら短たん絡らく的すぎる！　お金がない→王様ならお金をいっぱい持ってるはず→よし、王様を殺そう！　とは普ふ通つうならないだろ！

　とにかく、パーティの皆に伝えないと！

　このままじゃいずれ勇者の仲間も捕つかまってしまう。

　ロキは大急ぎで駆かけ出すと、馬車の荷台を目指して走る。途と中ちゆう、焦あせりで何度もこけそうになりながらも宿屋の隣となりの空き地へたどり着いた。

　勇者以外のパーティメンバーたちは全員、すでに揃そろっていた。汗だくで走ってきたロキを驚おどろいたような目で見ている。

「ロキさん。どうしたんですか？　そんなに急いで」

「皆！　勇者が王様を殺したらしいんだ！　もうすぐここにも捕とり手が来るだろうから早く逃にげないと……」

「ああ、そのことですか」

　サラはまるで動どう揺ようすることなく普通に対応する。

「大だい丈じよう夫ぶです。逃げる必要はありませんよ。勇者様が倒したのは魔ま物ものが化けていた偽にせ者ものの王様ですから」

「……え？　偽者の王様？」

「はい。ここに詳くわしく書かれた新聞があります。読みますか？」

「う、うん」

　ロキは戸と惑まどいながらサラから新聞を受け取ると、むさぼるように読んだ。

　記事によると、今までラムダ王国を治めていたのは、魔王の眷けん属ぞくが化けていた偽の王様だったらしい。今までラムダ王国の人々を苦しめていた高い税率や、圧政などは、全すべて偽の王様が行ったものだった。トンネル工事を急きゆう遽きよ中断させたのも、武器や防具の鍛か冶じで有名なメルチとの繫つながりを絶つためだったようだ。また国に結界を張っていた教会の人間は全て殺され、化けた魔物がすり替かわっていた。

　眷属が化けた偽の王様は、ラムダ王国を内側から破は壊かいしようとしていた。

　そして、その企たくらみを見破った勇者は偽の王様を殺害した。地下道にある牢ろう屋やに幽ゆう閉へいされていた本物の王様は無事に救出されたそうだ。

「……地下道に魔物が潜せん伏ぷくしていたのは、本物の王様を幽閉していた牢屋があったからだと思われる」とファナが言った。

　なるほど。

　城の裏側に通じるルートを断たつという目的もあったかもしれない。

「あたしが城に招かれて、さあ今から大道芸を見せるわよ、ってタイミングであいつがいきなり乗り込んできて、王様を刺さし殺したのよ。信じらんない！　おかげで報酬もらいそびれちゃったじゃないの。もうっ」

　どうやらルミナはその場に居合わせていたようだ。そのせいで勇者が王様を刺し殺すのを目もく撃げきしてしまった。

「けど、眷属が魔物を引き連れてこの国にやってきたときに、どうして誰だれも気づかなかったんだろう。結界が破られたら教会の人が気づくよね」

「その件ですが、この国の大臣が眷属たちを引き入れたそうです。何でも魔王軍との間に癒ゆ着ちやくがあったのだとか」

「人間なのに魔王軍と手を組んでたってことか……」

「はい。魔王軍が町村を焼き払はらったあと、大臣と結びつきのある山さん賊ぞく団が攻せめ入って女子供を攫さらっていく──という手口を今まで何度も繰くり返していたそうです。そして今回は自国までも手に掛けようとしていたのだとか」

「……酷ひどい話だ。その大臣はもう捕まったの？」

「いえ。行方ゆくえを眩くらませてしまったそうです。今現在も冒ぼう険けん者しやギルドの方々が隊を組んで捜そう索さくに当たっています」

　何にせよ、恐おそろしい話だった。知らないうちに国に魔物が忍しのび込み、内側からじわじわと滅ほろぼされようとしていたのだ。

　思えばヒントらしきものはそれなりにあった。けれど、それに気づいたところでロキにはどうすることもできなかっただろう。

　相手は眷属なのだ。

　魔王の眷属を倒せるのは、勇者の証あかしを持つ者だけ。

　選ばれた者しか、表おもて舞ぶ台たいには立てない。

　ロキにできるのは精々、その周りでちょこまかと動き回るぐらい。

　紙面では勇者が英えい雄ゆう扱あつかいされていた。

　国を救った勇者は王様から多くの褒ほう賞しよう金が貰もらえるらしい。どれくらいの額かは分からないが少なくとも一万ゴールドは下らないだろう。

　つまり、勇者は上がりを決め込んだというわけだ。

「おう。てめえら、揃ってるな」

　勇者がパンパンに膨ふくれ上がった麻あさ袋ぶくろを携たずさえて現れる。あの中には本物の王様から賜たまわった褒賞金が入っているのだろう。

「勇者様。記事読みましたよ。大活かつ躍やくだったそうじゃないですか。王様が偽者だと最初から気づいてらしたのですか？」

「ああ？　んなもん死んでからに決まってるだろ」

「えっ」

「この俺が金をよこせって言ってるのに、奴やつは拒きよ否ひしやがったからな。その報むくいを受けさせただけだ。本物だろうが偽者だろうが関係ねえ。言っただろ。俺は気に食わない奴をぶちのめすだけだってな」

　パーティメンバーたちは全員、啞あ然ぜんとしていた。

　ロキもまた背筋が寒くなるのを感じた。

　……こいつ、完全にイカれてる。もし王様が本物だったとしたら、それこそ取り返しのつかないことになっていた。

　──あ、危なかった！　王様、偽者でよかった！

「それより結果発表だ。てめえら全員、金を出せ。この三日間で自分の能力をどれだけ発揮できたか見せてみろ」




「まずは俺からだな。戦果はこの通りだ」

　勇者は抱えていた麻袋を下ろすと、きつく縛しばられていた口を開いた。中には目がちかちかするほどの金貨が詰つまっている。

「五万ゴールドある。疑うなら数えてくれていいぜ」

　数える必要なんてない。国を救ったのだ。それぐらいは貰えるだろう。

　この時点で勇者の一軍の座は確定した。

「次は誰だ。誰でもいいぜ」

「……では、私」

　ファナは懐ふところから指輪や宝石、宝ほう飾しよくの剣けんなどの貴金属を取り出した。いずれも見るからに高そうな雰ふん囲い気きを纏まとっている。

「……お金に換かん算さんして、一万ゴールドある」

「うわあ。凄すごい。けどファナ、こんなものどこで手に入れたんだ？」

「……あなたと地下道に入った後日、宝物庫に進入して盗ぬすんだ。……勇者が偽の王様を殺害した日だったので、宝物庫の警備は手て薄うすだった。よゆう」

「いつの間に……ちゃっかりしてるなあ」

　僕もついていけばよかった、とロキはちょっと思った。そうしたらおこぼれに与あずかれていたかもしれない。いやいや！　そんな考え方じゃダメだ。

「ファナっち、人のもの盗とっちゃダメじゃん！」

「……盗とう賊ぞくはそれが生なり業わい。そもそも宝物庫の財宝は偽の王様のものなので、人のものには当たらない。正確には魔物のもの」

「元が誰のものだって構いやしねえよ。盗ったらもう、そいつのものだ。防げなかった奴が悪いんだよ。それより次の奴、早くしやがれ」

　勇者があごをしゃくって促うながすと、ルミナが腰こしに手をあてながら前に出た。

「あたしの成果は六千ゴールド。三日間ずーっとバカみたいに公演して、ようやくこれだけ貯ためることができたわ」

「ふん。だが、一万ゴールドには足りなかったってわけか」

「あんたが王様を殺してくれたおかげでね。あれさえなければ、あたしは今いま頃ごろ褒賞金を貰ってぶっちぎりで一位だったはずよ」

「くくっ。吠ほえやがる。……まあいい。次だ」

　今のところ一軍に確定しているのは勇者とファナの二人だけ。しかしロキの所持金ではルミナを蹴け落おとすことはできない。

　つまり実質、残された枠わくは一つということになる。

　サラかアビゲイルがロキの所持金──千十五ゴールドを上回った時点で一軍に上がれる可能性は潰ついえてしまう。

　頼たのむ、とロキは祈いのった。何かしらの奇き跡せきで僕を一軍に上がらせてくれ！

　しかし、サラの申告によりあっさりと野望は断たれた。

「私は三千ゴールドです。トンネル工事で得た千ゴールドと、後日町の力仕事を十五件ほど掛かけ持ちして稼かせぎました」

　──じ、十五件って……しかもトンネル工事の次の日に!?　僕は筋肉痛でろくに動くこともできなかったのに。どれだけ強きよう靭じんなんだよ！

「てめえにしては、首しゆ尾びが悪いな」

　勇者はつまらなそうに鼻を鳴らして言った。

「……大方、安い仕事ばかりを請うけたんだろう。俺は言ったはずだぜ。情に流されるのは二流のすることだってな」

「……申し訳ありません」

「まあいい。次だ」

　残るはロキとアビゲイルの二人だけ。もう一軍に上がれないのは分かっていたのでロキが先に稼いだ額を告げた。

「僕はえっと……千十五ゴールドかな。サラといっしょにしたトンネル工事の分け前と迷い犬捜さがしの報ほう酬しゆう、あと荷台で拾った五ゴールド」

「てめえならまあ、そうだろうな。これで分かっただろう。能力のある奴は容易たやすく金を稼げるってことがな」

　勇者はどこか満足気な表情で吐はき捨てると、

「これで一軍メンバーは決まったな。俺とファナは確定として、あとは所持金が多い順にサラとルミナを登用する。以上だ。分かったらとっとと──」

「勇者様。アビゲイルさんがまだです」

「あ？」

　勇者は怪け訝げんそうな顔つきで視線を動かす。

　アビゲイルは少し離はなれたところで気配を消すように縮こまっていた。どこか居い心ごこ地ちが悪そうにもじもじとしている。

「……ああ。まだてめえが残ってたのか。で。何ゴールド稼いだんだ」

「えーっと……あたしは、その……六百ゴールドかなーって……」

　アビゲイルは身体からだの前で指をいじくりながら消え入りそうな声で言った。

「ああ？　六百ゴールドだ？　てめえ、三日間何してやがった」

「さ、酒場でアルバイト頑がん張ばってたの！　言っとくけど、店長によく頑張ったねってお給料弾はずんでもらったんだかんね？　クビになっちゃったけど」

「頑張ることなんざ誰でもできる。結果の伴ともなわない頑張りなんてもんは、頑張ったうちには入らねえんだよ。クビになったのがその証しよう拠こだ」

「うぅ……正論とか聞きたくないし……」

「これで二軍は決まったな。とっとと荷台に乗れ。出発するぞ」

　勇者はそれだけを言い残すと、視線を切って踵きびすを返した。もうこの話には完全に興味を失ってしまったらしい。

　結果として、ロキとアビゲイルが二軍落ちとなった。











三章　迷いの森の冒険（抜け出し）






　馬車は、ルートポートの港町へ向けて走っていた。車輪が地面の凹おう凸とつの上を通るたびに荷台がごとごとと揺ゆれる。

　荷物と共に揺られるロキの隣となりでは、青ざめたアビゲイルが膝ひざを抱かかえていた。

「アビゲイル。顔色が悪いけど大だい丈じよう夫ぶ？」

「……うっぷ。何かちょー気持ち悪い。吐きそう……」

「乗り物酔よいだね。横になってたほうがいいよ」

　ロキにとって荷台は慣れ親しんだ場所だが、アビゲイルはそうではない。彼女は今までずっと一軍だったから、行軍中は常に太陽の下にいた。

　故ゆえに荷台で揺られることに免めん疫えきがないのだ。

「……ロキっちは何でそんなけろっとしてられるの？」

「僕はほら、二軍慣れしてるから」

　自分で言っていて悲しくなってくる。

「でもまだ一軍に上がれるチャンスはあるし。サラとルミナが一万ゴールド貯める前に僕たちが一万ゴールド貯めれば逆転できるんだ」

　そう、これはまだ途と中ちゆう経過でしかない。

　今は周回遅おくれかもしれないが、これから大おお儲もうけできれば、皆みんなをごぼう抜きして一軍の座を手に入れられる可能性は充じゆう分ぶんにあるはずだ。

　だから、めげてる場合じゃない。

「よし、やるぞ！　とにかく！　何かしら！　アビゲイル、頑張って大金を稼いで一軍に返り咲ざいてやろうよ」

「うーん。でもあたしにできることなんてある？　正直、皆を差し置いて一軍に上がれる才能とか持ってないっていうか……」

「治ち癒ゆ魔ま法ほうとか補助魔法があるじゃないか」

「前も言ったけど、あれは神様からの借り物だし。……しかもあたし、それで結構失敗しちゃってるんだよね」

「え？」

「ほら、あたし、男の人が苦手だって言ってたっしょ？　緊きん張ちようして勇者っちに補助魔法掛けられなかったこと何回もあったし。ちょー怒おこられちゃった。てめえ、そんなことすらもろくにできないのかって。まじパワハラじゃんね……」

「まあ、勇者は補助魔法がなくても充分強いから」

　荷台から戦せん闘とうを見ていて、いやお前は補助魔法いらないだろ、欲よく張ばりか、と思ったことは何度もあった。どれだけ力を欲ほつするつもりだ。

「それだけならまだいいんだけど。治癒魔法を勇者っちに掛けるようなことになったらって考えるとぞっとしちゃって」

「どうして？」

「あたしの治癒魔法って、素す肌はだに直接手をかざさないと治癒できないの。だから治癒のときには服を脱ぬいでもらうことにしてるんだけど……男の人の身体とかまともに直視できないっていうか……動どう揺ようして絶対失敗すると思うんだよね……そしたら魔王の眷けん属ぞく倒たおせる人いなくなって人類やばい感じになるでしょ」

　なるほど、そういうことか。

「怪け我がが腕うでとか膝下とかなら全然へーきなんだけど……顔とか上半身とか、太ふと腿ももより上の部分になったらちょっとねー……」

「けど、重傷のときって、だいだいその辺りが傷口だもんね」

「そうなの！　マジ勘かん弁べんして欲しいっていうか！　なんでよりによってそういうところに大事な器官集まってんのって感じ！　腕に全部あればいいのに！」

「それは僕じゃなくて神様に訴うつたえてもらわないと。あと腕に大事な器官が全部集まってたら相当グロテスクな見た目になると思うよ」

「あ、そっか。もー、神っちほんとありえない！　ばかばかっ！」

　いや、アビゲイルって神様に仕えてる僧そう侶りよなんじゃなかったっけ。いいのか、そういうことを言ってしまって。怒られないのだろうか。

「……そういえば、僕が大怪我したときはどうだったの？　前に僕が全身に大怪我を負ったとき、アビゲイルはちゃんと治癒してくれてたじゃないか」

「ロキっちはへーきっていうかー、背もちっちゃいし見た目も女の子みたいだからあんまり意識しないんだよねー」

「さらっと傷つくこと言うなあ」

「って言ってもやっぱ、上の服脱がせるときは緊張したし、ちょっと薄うす目めになりながら治癒したんだけどね。あー、でもちゃんと成功してよかったー。傷口以外のところを治癒したら細さい胞ぼうが壊え死ししてぐちゃぐちゃになっちゃうから」

「アビゲイル。自分が今とんでもないこと口走ってるって気づいてる？」

　今さらながら、寒気がこみ上げてくる。

　あ、危なかった……。

　気を失ったまま、永遠に目覚めないところだった。

　しかし回復魔法というのも、用よう途とによっては凶きよう器きになりうるのか。

　とても危険な魔法、使い手の品格が問われる。

　だからこそ僧侶になるには厳しい修しゆ行ぎようが必要なのかもしれない。

　確か、神様の加護を受けるためには厳しい制約を課される、とルミナが以前何かのときに話していたっけ。そういえば、制約っていったい何だろう。

「とにかく、男の子が苦手っていうのなら克こく服ふくしたほうがいいかもね」

「ロキっち、一生のお願い！　協力して！」アビゲイルは拝んでくる。

「うん。勇者が大怪我したとき、治癒できなかったら大変だしね。人類を滅ほろぼさないためにも一ひと肌はだ脱ぬぐよ。お金稼ぎの方法も探しつつだけど」

「やたっ。それじゃ、よろしくお願いしまーす」

　アビゲイルは軽い感じでぺこりとお辞じ儀ぎしてくる。彼女の表情に楽しげな笑えみが浮うかんでいるのを見てほっとする。

　やっぱり落ち込んだ顔より笑った顔のほうがいい。

「けど、どーしたらいいんだろ……」

「うーん」

　ロキとアビゲイルは共に頭を悩なやませたが、妙みよう案あんは浮かんでこなかった。

　その間も馬車はゴトゴトと次の町を目指して進んでいく。




「話は御ぎよ者しや台だいで聞かせてもらいましたよ」

　アステカの町にたどり着き、ロキとアビゲイルが荷台から降りると、うふふと頰ほおに手をあてがいながら微笑ほほえむサラが待っていた。

「え？　何のこと？」

「アビゲイルさんの男性苦手を克服するのでしょう？　そういうことでしたら、私たちにも是ぜ非ひ協力させてください」

　サラの後ろにはファナがいて、その側そばの木の幹にはルミナがもたれていた。

「……我々にお任せ」

「ま、仕方ないから手伝ってあげるわよ」

「あ、ありがとう。でも、具体的にどうするか決まってなくてさ」

「そういうことなら、デートするのはいかがでしょう？」

「デート？」

「はい♪　ロキさんは女性よりの顔立ちをしていますし、お二人で町にお出かけすれば男性にも慣れると思うのですが」

「デート！　うわっ。なにそれ。ちょーよくない？」

　アビゲイルが思いのほか食いついてきた。

「あたし、アステカの町で行きたいところちょーあるんだよねー。酒場でバイトしてたときに店の女の子の話聞いてからずっと楽しみにしてたの」

「では、決定ですね♪」

「ま、待ちなさいよ！」ルミナが声を荒あらげた。「協力するとは言ったけど、デートするなんて聞いてない──もごもご……」

「ま、まあまあ。パーティのためですから」

　サラがやんわり笑顔でルミナの口を塞ふさいでいると、

「……あなたにはこれを」とファナが衣服を差し出してきた。

「女性ものの服？　アビゲイルが着るのか？」

「……違ちがう。着るのはあなた」

「ぼ、僕!?　どうして！」

「……あなたが女装をすることで、アビゲイルに異性としての警けい戒かい心しんを抱いだかせないようにするという狙ねらいがある」

「私たちで選んだ服です。きっとロキさんに似合いますよ」

　ロキはそこで自分が嵌はめられたことに気づいた。

「ま、待ってよ！　予あらかじめ服が用意されてるなんておかしいだろ！　さては最初から僕に女装させるつもりだったな！」

「あたし、ロキっちの女装してるところ見たーい」

「嫌いやだ！　着ないぞ！　絶対着ないぞ！」

「っていうか、ロキっちこの前あたしの裸はだかを覗のぞき見したときに、なんでも一つ言うこと聞いてくれるって言ったよね？」

「うっ」そんなこともあったような気がするというかあった。

「別に断ってもいいけどーそのときは出るとこ出ちゃおっかなー」

「ぜひ女装させてください」

「では、さっそくお着き替がえしましょう」

　ロキはサラに取り押さえられると、ファナに衣服を着替えさせられていく。盗とう賊ぞくとしてのスキルを存分に無む駄だ遣づかいした早はや業わざ。ウィッグに襟えりにフリルのついた白いワンピース、生足の見えるスカートを穿はかされれば立派な女装の完成だ。

「……ロキ。かわいい」
















「とてもよく似合っていると思いますよ」

「ま、悪くないわね。あたしには劣おとるけど」

「ほんと、ちょーかわいい！　マジ女友達といるみたい！　やっぱロキっちには女装が似合うって思ってたんだよねー」

「褒ほめられてこんなに嬉うれしくないのは初めてだよ。ああ、足元がすーすーする……」

　──もうお嫁よめにいけない……って、元々お嫁じゃない！　婿むこだし。やばいぞ思考がもうそっちに寄ってきてる！

「では出発しましょうか。デートプランですが、まずはパワースポットである滝たきに行くというのはどうでしょう？」

「滝？　どうして？」

「門かど出での前にまずは身も心も清めないと」

「いやいやそれだけで力尽つきるって！」

　初デートで滝に打たれるカップルを寡か聞ぶんにして聞いたことがない。

「……私に任せて」

　ファナが自信ありげに呟つぶやいた。

「何か案があるのか？」

「……もちろん。私の提案するプランに従えば、すぐに二人はらぶらぶちゅっちゅする関係になることができる」

「そこまでは求めてないけど。ちなみにプランっていうのは？」

「……小こ銭ぜに集め。道みち端ばたの小銭を二人で探すことによって仲が縮まる。そして拾ったお金でお昼を食べてお腹なかも満たせる。完かん璧ぺき」

「いや、全然ダメだろ！　そんな卑いやしいデート聞いたことないわ！」

　──あ、ダメだ。こいつら誰だれも役に立たない。

　ロキとアビゲイルはそのとき全く同じことを思った。




　ロキとアビゲイルは二人で道を走っていた。パーティメンバーの目を盗ぬすんでこっそり抜ぬけ出してきたのだ。

「ロキっち、よかったの？　皆みんなを置いてきちゃって」

「仕方ないよ。あの感じじゃ。絶対ろくなことにならないし」

　どうにか町までやってくると、アビゲイルは「んーっ」と太陽の下で気持ちよさそうに伸のびをした。

「ね。ロキっち、何して遊ぶ？　あ、でもあたし、まずご飯食べたい！　滝に打たれてたらお腹空すいちゃった。いいっしょ？」

　後ろ手を組みながら楽しげにロキの顔を覗きこんでくるアビゲイル。まつげの長い瞳ひとみに真昼の星空が輝かがやいていた。

　──か、かわいいな。

　思わずどきりとしてしまう。

　よく見なくてもアビゲイルはかわいい。

　顔立ちは整ってるし、明るくておしゃれだし。

　思わず目を引かれるだけの、華はながある。

「ロキっち？　どったの？　ぼーっとしちゃって」

「いやなんでもないよ」

　落ち着け！　アビゲイルの男性苦手を治すためのデートだろ！　なんで僕のほうが意識してるんだよ！　今は僕も女装してるんだ。僕のほうがかわいい。だからアビゲイルを意識する必要はない。……ん？　何か論理がおかしいような。

「ロキっち。あそこでご飯たべよ」

　大衆食堂に入ると、テーブルに向かい合わせに座って食事を摂とる。

　アビゲイルの前に並んでいるのは、質素なパスタだけだった。

「肉とか魚とか頼たのまなくていいの？」とロキが尋たずねると、

「修道院だといつもこんな感じだったから。その癖くせが抜けないっていうか。豪ごう華かなものを食べるのって何か気が引けるんだよねー」

「ああ、アビゲイルって修道院出身なんだっけ。何年くらいいたの？」

「物心ついたときから勇者っちのパーティに入るまでずっとだから……軽く十年以上はいたかなー」

「箱入り娘むすめだったんだ」

「実はそーなんだよねー。しかも女子修道院だったから、パーティに入るまで男の人と話したことなんて一回もなかったし」

「え？　一回も？　父親とかも含ふくめて？」

「あー……」

　アビゲイルはどこか気まずそうに頰を搔かくと、

「あたし、孤こ児じなんだよね。生まれてからすぐ両親に捨てられたの。だから父親の顔も見たことないっていうか」

「ご、ごめん」

「謝んなくていいって。もう終わったことだし」

　アビゲイルははにかみながらそう言うと、食事に手をつけ始めた。

　パスタを食べながら、「これおいしー」とほっぺたに手をあてがう。

　ロキがその様子を微笑ましく眺ながめていると、隣となりのテーブルに座っていた男たちの会話が耳に入ってくる。

「例のあいつら、また現れたらしいぜ」

「山さん賊ぞく団だっけか？　火事場を荒あらしに来るっていう」

「ああ。山の向こうにあるレスト村が魔ま物ものの襲しゆう撃げきに遭あったらしくてな。弱ってるところを攻せめ込まれたみたいだ。女子供は全員、攫さらわれちまったってよ」

「かわいそうになあ。奴やつらの慰なぐさみ者ものになるんだろうな」

「奴ど隷れいになるのかもしれないぞ。魔物だけなら殺されるだけで済むが……山賊共に捕つかまっちまったらそれ以上の地じ獄ごくだ」

「ようやく討とう伐ばつ隊が組まれたらしいが……全く、世せ知ち辛がらい世の中になったもんだ」

　二人の男たちは、ぼやきながら飯を食べている。

　この近辺に魔物の襲撃で弱った町村を襲おそう山賊団が出しゆつ没ぼつしているという話はラムダ王国でも聞いた覚えがあった。奴らがまた現れたらしい。

　弱い人ばかりを狙うなんて最低な連中だと思う。

　成敗してやりたいところだが、奴らが出没したのが山を越こえたところにある村とあってはどうすることもできない。それに討伐隊が組まれたというのなら、直すぐに彼らが事を成してくれるだろう。




　食事を終えた二人は町の表通りへと出た。

　道を歩いていると、通行人の視線がやけに集まってくる。落ち着かない。

　ロキは羞しゆう恥ちに思わず、スカートの裾すそをぎゅっと握にぎり締しめた。

「……僕は女装癖へきのある変態だって思われてるんじゃ……」

「皆、ロキっちのかわいさに目を引かれてるだけだってば。けど、ここまで注目されるとちょっと複雑な気分かも」

「……それよりこれからどうするんだ？」

「はいこれ。あたしの理想のデートプラン。ここに書いてる感じでロキっちがあたしをリードしていって」

「どれどれ……」

　ロキは受け取った紙を読んでみる。

『身長二メトルのイケメンに壁かべドンされる』

『おしゃれな服屋さんでファッションショーをする』

『超ちよう人にん気きスイーツをお腹一いつ杯ぱい食べる』

『百本くらいある薔ば薇らの花束を貰もらう』

「……」

　ロキは声が出なかった。よ、要求高たけぇ……。

「なんか、壁ドンってすごいんでしょ？　どーんって。あー。あたしも素す敵てきな王子様に壁ドンされたいなー」

　アビゲイルは両手を組みながら、夢見がちな乙女おとめの顔をしている。

　壁ドンはともかく、二個目と三個目なら何とか達成できそうだ。この町にもおしゃれな服屋とスイーツの店くらいはあるだろう。

　ロキとアビゲイルは表通りを歩いていく。

　アビゲイルは露ろ店てんに並んでいる商品を見るたびに「あれかわいー」とか「ちょーイケてるじゃん」とか言っている。

「ロキっち。この石せつ鹼けん、美容にいいんだって。買ってみたら？」

「別に僕はモチモチ肌はだになりたいわけじゃないし」

　なんてことを言っていたら、店主の男が話しかけてきた。

「そこのかわいいお嬢じようさん二人。美容にいいといえばエロア草だぜ。煎せんじて飲むとまるで赤あかん坊ぼうみたいな肌になるって言われてるんだ」

「うそっ!?　それちょーいいじゃん！　欲ほしい！」

　アビゲイルは凄すごい食いつきようだった。

　瘦やせるとか綺き麗れいになるという言葉に女性は弱いのかもしれない。

「いやーそれが貴重な草でな。ここからしばらく行ったところにある迷いの森、その奥深くにしか生えてないんだ。迷いの森を抜けた先にあるルートポートのバザーになら出品されているかもしれないが……いかんせん値が張るだろうな」

「ふーん。そーなんだ」

　手に入れるのが難しいものなら値も張るだろう。

　エロア草が高価なものだとしても、赤ん坊みたいな肌になれるのなら貴族の女性たちはいくらでも金を出すだろう。

「ってことで、代わりにこの石鹼はどうだい。町外れにある丘おか、その辺りにある森の材料を使った代しろ物ものだ。エロア草ほどとはいかないが、充じゆう分ぶん肌が潤うるおうよ」

　店主は手に石鹼を手にしながら勧すすめてくる。

「んー。あんま無む駄だ遣づかいしたくないから、やめとく。ごめんね」

　しかし、アビゲイルは上う手まいこと角が立たないようにあしらった。こう見えて、意外としっかりしているのだ。




　アビゲイルの企き画かくした理想のデートプランだったが、彼女が行きたがっていたお店にはことごとく行くことができなかった。

　おしゃれな服が買えるお店は定休日で。

　甘いスイーツが食べられるお店は客が多すぎて入れなかった。

「もーっ。最悪じゃん。どっこも空いてないし」

「まあまあ仕方ないよ。町についたのが昼前だったんだから。人気の店に行こうとするなら朝から並ばないと」

「でも明日にはもう出発しちゃうし……」

　アビゲイルはすっかりしょぼくれてしまっている。

　このままではせっかくのデートが台無しになってしまう。

　すでに日は山並みの向こうへ傾かたむき出していた。

　──これが練習のデートだってことは分かっているけど……でも後味の悪い終わり方にはしたくない。

　楽しい感じで終わりにしたい。何とかしないと。

　ロキはアビゲイルの書いた理想のデートの紙を見やる。

　──うーん。どれも叶かなえられそうにない。せめて近いものでもあれば……。

「あっ。そうだ」

　ロキが悩なやんでいるとふと閃ひらめきが降りてきた。

「これなら何とかなるかもしれない」

「ロキっち。どったの？」

「アビゲイル。今から付き合って欲しいところがあるんだ」




　そしてやってきたのは町外れにある丘の上だった。一本の大木が生えた丘のふもとには花畑が広がっている。

　黄色の花々は夕ゆう陽ひを受け、橙だいだい色いろの輝きを咲さかせている。

　赤みを帯びた花々は郷きよう愁しゆうを感じさせた。

「うわ。すっごい綺麗……」

　アビゲイルはその光景を前にしてうっとりしていた。

「百本のバラの花束はさすがに無理だけどさ、これくらいなら。……喜んでもらえるかは分からないけど」

「ううん。全然嬉うれしい。初めてこんなの見た」

「行ってみる？」

「え？　いいの？」

「うん。踏ふみ荒あらしたりしない限りは大だい丈じよう夫ぶだと思う」

「やった！」

　アビゲイルは喜色を前面に出すと花畑に向かって走っていく。まばゆい金色の髪かみが花々の色に溶とけ込む。

「ロキっち、早く早くー」

　こちらを振ふり返り、大きく手を振っている。

　ロキは苦く笑しようしてから、花畑へと足を踏み入れた。遠くで見ていた美しさは、近くで見てもやっぱり変わらなかった。むしろ、迫はく力りよくを増している。

　アビゲイルは後ろ手を組みながら調子はずれの鼻歌を口ずさんでいた。音程が安定していないところが微笑ほほえましい。

　しばらく花畑を歩いていると、

「あ。蝶ちようだ」

　ロキの視界の端はしを、一匹ぴきの蝶々が過よぎった。

　ふらふらと力なく飛んでいた蝶々は、やがてぽとりと地面に落ちた。虫にでも襲われてしまったのだろうか。羽の一部がボロボロに千切れている。時おり力なく痙けい攣れんを繰くり返すものの空へ羽ばたくことはない。

「……酷ひどい怪け我がだ。かわいそうに。もう長くは持たないだろうな」

　ロキがそう呟つぶやくと、

「任せて。あたしが治したげるから」

　アビゲイルがその場にしゃがみ、力なく痙攣している蝶に両手をかざす。

　祈いのるように目をつむると、両手に青白い祝福の光が灯ともった。それは蝶々の体に伝でん播ぱするとボロボロになった羽を瞬またたく間に癒いやしていく。

「はい。これでもう大丈夫」

　アビゲイルはそっと静かに蝶々の体を掬すくい取ると、胸の前で放した。

　蝶々は恐おそる恐る羽を動かすと、手のひらから飛び立ち、雪が解けるようにすうっと茜あかね色いろの空の彼方かなたへと吸い込まれていった。

「元気でねー。もう襲われちゃダメだかんねー」

　アビゲイルは夕空に向けて手をぶんぶん振っている。

「……アビゲイルの能力って、本当に凄いんだね。あんな簡単に傷が治るなんて。時間が巻き戻もどったみたいだったよ」

「ロキっち、前も言ったでしょ。治ち癒ゆ魔ま法ほうは神様の加護で借りてるだけ。あたし自身は凄くも何ともないんだってば」

　アビゲイルは笑えみを浮うかべると、後ろ手を組みながら歩いていく。

「この前のダンジョンは歩けなくなってサラっちにおんぶしてもらったし、洗せん濯たくとか料理はからっきしだし。あたしには皆みんなみたいな実力ないもん。神様の加護なかったらパーティにも入れてもらえてなかったんじゃないかな」

「そんなことはないと思うけど」

「またまたー分かってるくせに」

　アビゲイルはからからと笑い飛ばした。

「あたしね、自分が何にもできないって知ってるの。価値ないっていうか。だから両親に捨てられたんだろうけど」

　あっけらかんと呟かれた声は、どこまでも乾かわいていた。悲しみとか悔くやしさとか感傷的な色は全く含ふくまれていなかった。

　そこにあったのはただ茫ぼう漠ばくとした諦てい観かんだけ。

「……アビゲイルはさ」

　ロキは思わず尋たずねていた。

「どうして、勇者パーティに入ろうと思ったんだ？」

「えー。そんなこと改まって言わせる？」

　アビゲイルは茶化すように笑みを浮かべた。「んーそだねー」と言いながら丘の斜しや面めんに膝ひざを抱かかえて座り込むと、柔やわらかな声こわ色いろで言った。

「誰だれかに必要とされたかったから、だと思う」

「必要と……」

「そ。あたし、修道院にいたときは何の役にも立てなかったから。畑を耕したり書物を読んだりするのも全然ダメで、ずーっと自分のことダメダメだと思ってた。だから神様の加護を知ったときにね、すぐ受けようと思ったの。修しゆ行ぎようも厳しいし、制約もあるし、他ほかの修道院の子たちは誰も受けようとしなかったんだけど。何ていうか、あたしがこの世界と繫つながれるのはこれしかないって思ったんだよね」

「それで神様の加護を受けたのか？」

　アビゲイルは頷うなずいたあと、

「修行はちょー厳しかったんだけどね。修道院の外にも出れずに毎日毎日お祈りしたり身を清めたり。三年くらいかかったんじゃないかな。長すぎでしょ。しかも加護を貰もらっても制約とかあるしこれがもうすっごい面めん倒どうくさいの」

　自じ虐ぎやく的に笑いながら、「でもね」と呟いた。

「加護を受けたら、世界が変わった」

　茜色に染まった空を仰あおぐアビゲイルの表情は、晴れ晴れとしていた。

「たくさんの人があたしのことを必要としてくれるようになった。傷を治してあげたらすごく感謝してくれた。ありがとうございました。あなたがいてくれたおかげで私たちは助かりましたって。……すっごく嬉しかった。今まで自分にできることなんて一つもないって思ってたから。あっ、あたしってできる子だったんじゃん、なんてね。自分に自信がちょっと持てるようになった」

　アビゲイルは「でも、やっぱダメだね」と膝を抱えたままはにかんだ。

「勇者っちがこの前、言ってたでしょ。ずば抜ぬけた能力を持ってる奴やつは、金ぐらい簡単に稼かせげちゃうんだって。稼いだ金がそいつの価値なんだって。あたし、神様の加護がなかったら全然お金なんて稼げなかった。何にもできなかった」

「アビゲイル……」

「サラっちも、ルミナっちも、ファナっちも、皆、自分の能力を使ってお金を稼ぐことができてたでしょ。あの子たちには価値があるんだよ。……いいなって思った。もし自分に能力があったら、どれだけ自信を持って生きていけるんだろうって。何も怖こわいことなんてないんだろうなって思って。ほんとに羨うらやましかった」

　アビゲイルは膝ひざ頭がしらに乗せた顔を傾けると、ロキを見てうっすらと微笑んだ。

「……あたしね、正直、ロキっちのことも羨ましい」

「え？　どうして？　僕なんてずっと二軍だよ？」

「ロキっちは二軍でも、できることがいっぱいあるじゃん。皆の服を洗濯したり、料理を作ってあげたり。ちゃんと役割があって、価値がある。でも、あたしは二軍だとできることが何もないもん。洗濯だって料理だって、全然。あたしの価値は、神様の加護で一軍の皆の戦せん闘とうをサポートするってところにしかないから」

　だから、と続ける。

「どうにかお金を稼いで、一軍に返り咲ざかないとね。今の状態じゃ、パーティにいても何の役にも立てないもん」

　アビゲイルはすっと立ち上がると、ロキの顔をまっすぐ見つめる。

「ロキっち、今日はデートしてくれてありがと。明日からはあたしも一軍に上がるために頑がん張ばるから。打だ倒とう、今の一軍！　なんてね」

　胸の前で両拳をぐっと握にぎり締しめながら、冗じよう談だんめかして笑う。

「うん。そうだね。その意気だよ」

　ロキはそう呟くと、手元のものをアビゲイルに差し出す。

「はい、これ。作ってたやつ。アビゲイルに上げるよ」

「えっ。これって……」

「ここの花を編んで作った花かんむりだよ。プレゼントしようと思って。百本の薔ば薇らの花束には敵かなわないかもしれないけどさ」

　ロキは気き後おくれしたように首元を搔かいた。

　アビゲイルは何も応こたえずに手元の花かんむりに視線を落としていた。俯うつむいたその顔には陰かげがあるように見える。

「あ、やっぱり嫌いやだったかな。こんなのじゃ」

「う、ううん。そーじゃなくて。びっくりしちゃって。……まさかこんなことしてくれるなんて思ってなかったから。ほんと、サプライズすぎ」

　アビゲイルは顔を上げると、ふっと表情を緩ゆるめた。

「……ありがとね、ロキっち。あたし、すごく嬉しい。薔薇の花束を貰うのよりずっとずっと嬉しい。この花かんむり、大事にするから」

　そこまで喜んでもらえたのならよかった。

「せっかくだし、着けてみてくれないかな」

「え？」

「花かんむり。持ってても仕方ないしさ」

「えー。ロキっち、笑わない？」

「笑わないよ」

「絶対だかんね？」

「大丈夫、約束するよ」

　アビゲイルは手元の花かんむりに視線を落とし、しばし葛かつ藤とうすると、恐る恐るゆっくりとそれを頭の上に持っていった。

　艶つややかな金色の髪に、明るい黄色が咲いた花かんむりが載のる。

「……ど、どう？　似合う……？」

　アビゲイルは恥はじらいながら、上うわ目め遣づかいで尋ねてくる。

　ファナがいつか、言っていた。

　──彼女は自分に自信がなく、常に大きな不安を抱えている。派手な格好をしているのはその不安を隠かくすためだ、と。

　アビゲイルはいつも明るいけど、でも、明るいだけじゃない。不安とか自分への自信のなさを隠すためにそう振ふる舞まっている。

　いずれにせよ、だ。

　ロキが言うべき言葉は一つだけだった。

「うん、すごく似合ってるよ。お嫁よめさんみたいだ」

「ほんと？　えへへ……ありがと」

　アビゲイルはこそばゆそうに微笑ほほえんでいた。

　頭に載せた花かんむりを両手で押さえている。

　そこにいるのは、ビッチでもなんでもない。

　ただの純真な少女だった。




「アビゲイル。いい情報が手に入ったよ」

　ロキとアビゲイルがデートを終えた日の夜。

　一軍メンバーが宿屋で眠ねむりについた頃ころ、酒場での情報収集に出かけていたロキは荷台の幌ほろを開けるなりそう言った。

「……んー。どったの？　ロキっち」
















　板張りの床ゆかで横になっていたアビゲイルは、むくりと身体からだを起こす。

「もしかしたら一軍に返り咲けるかもしれない」

「えっ!?　マジ!?　なにそれなにそれ」

　寝ねぼけ眼まなこだったアビゲイルは、目を見開くと、荷台の奥からぱたぱたとロキの下もとまでやってきて拝んできた。

「お願い、ロキっち。一生のお願い！　あたしにも教えて！」

「もちろん。最初からそのつもりだったよ」

　ロキはそう前置きした上で、

「今日の昼間、露ろ店てんのおじさんがルートポートの町で大規模なバザーが開かれるって話をしてただろ。あれ私人も出店できるらしいんだ」

「……んーと。待って。ちょっと整理するから」

　アビゲイルはこめかみに指をあて、うーん、と考え込む仕草をしたあと、

「つまり、そこでお店を出して商品を売るってこと？　けど、荷台にそんなお金になりそうなものなんてなくない？」

「うん。だから採取するんだよ。ほら、ルートポートの道中にある迷いの森にはエロア草が生えてるって言ってただろ」

「あ。煎せんじて飲んだら赤ちゃんみたいなお肌はだになれるってやつ？　そーいえば店主の人がそんなこと言ってたよーな……」

「入手が困難なエロア草は、売るとかなり高額になる。バザーに出店すれば一いつ攫かく千せん金きんも夢じゃないはずだよ」

　エロア草が群生している迷いの森は、熟練の冒ぼう険けん者しやでも常に死と隣となり合わせになると謳うたわれるほどの危険地帯だ。

　故ゆえに素材は手に入り辛づらく、価格は高こう騰とうしている。

「けど、迷いの森でエロア草を探すってなると時間掛かかるじゃん。そのために勇者っちがわざわざ馬車停とめてくれるかな……？」

「無理だと思う。頭を打って人格が変わりでもしない限りは」

　勇者が二軍のロキたちに時間を割さくはずがない。

　たわけたことを抜かすな、と一いつ蹴しゆうされて終わりだろう。

「だから、日中じゃなくて夜中を狙ねらう」

「え？」

「迷いの森は広大だから、一日じゃ通り抜けることができないはず。つまり夜は野営をすることになる。そのときがチャンスだ。皆みんなが寝静まった頃に、僕たちは馬車の荷台を抜け出してエロア草を採取しにいく。朝までに帰ってくれば、僕たちが何をしてたのか皆にバレることもない。あとは素材を売ったら、がっぽりだ」

「うわっ。ロキっち、マジ策士じゃん」

「まあ、上う手まくいけばの話だけどね」

　アビゲイルに賞賛されて、ロキは照れ臭くさくなり思わずそう濁にごした。

「とにかく、勝負は迷いの森だ。そこでエロア草をたくさん採取できれば、一軍に返り咲くことができるかもしれない」

「よーしっ。ロキっち、がっぽり稼いじゃお！」




　翌朝、馬車はアステカの町を発たつと、迷いの森へと向かった。

　その日は雲ひとつない快晴──のはずだったが、迷いの森の上空だけが禍まが々まがしい色合いの黒雲に覆おおわれている。

　まだ昼間にも拘かかわらず、森の中には薄うす暗くら闇やみが立ち込めている。さっき通ってきた平原に比べるとずっと温度が低い。荷台にいても肌はだ寒ざむさを感じる。

「オォォォォォォ……」

「ロキっち。どしたのいきなり唸うなり声上げて」

「僕じゃないよ。こんなハスキーボイスじゃないし。たぶん迷いの森に生息してるアンデッド族だと思う。僕たちが来たから警けい戒かいしてるんだ」

「ろ、ロキっち見て！　あそこの木の間にいる魔ま物ものの影かげ。やばくない？」

　ロキが荷台の窓から外の様子を覗のぞき見ると、亡ぼう霊れいのようにそびえたつ大木の間に巨きよ大だいな魔物の影がのそりと歩いていた。

「な、なんだあれ。本当に魔物なのか？　でかすぎるだろ……」

　どう控ひかえめに見積もっても十メトル近くはある。

　とてもじゃないが遭そう遇ぐうしたらひとたまりもないだろう。

「どーしよ。ここ、やばくない？　無事に抜ぬけられるのかな？」

「勇者たち一軍メンバーがいるならまず大だい丈じよう夫ぶだと思う。けど、僕たち二人でこの森を探たん索さくするとなると……」

「しょ、しょーじき不安かも……」

　勇者を始めとした一軍メンバーたちは、いずれも手て練だれ揃ぞろいだ。なので夜の野営までの行軍は無事に終えることができるだろう。

　しかし、問題はそのあと。

　ロキとアビゲイルは今夜、エロア草を入手して一軍に上がるため、二人だけで迷いの森を探索しなければならない。

　誰だれの力も借りず、死と絶望の蔓まん延えんする迷いの森を行く。

　──ほ、本当に大丈夫なのか？　考え直した方がいいんじゃないか？　迷いの森は無数の冒険者たちの命を葬ほうむってきたんだぞ？　僕たちだってもしかしたら……。

　いくつもの迷いが、躊ちゆう躇ちよが、脳のう裏りを過よぎっていく。

　──いや、ここで逃にげてるようじゃダメだ。戦わないと。恐きよう怖ふと戦って打ち勝たないと一軍に上がる資格なんてない。勇者に勝つことなんて、できない。

　それに、とロキは思う。

　一軍に上がるチャンスがまた巡めぐってくる保証なんてどこにもない。これが最初で最後の機会かもしれないじゃないか。

　だったら、摑つかまないといけない──他ほかでもない自分の力で。

「アビゲイル……僕は行くけど、どうする？」

「しょーじき言うと怖こわいけど……でも、あたしも一軍に上がりたいもん。ここで逃げてちゃダメだよね。いこっ」

　アビゲイルの瞳ひとみには明確な意志が宿っていた。

　そうだ。彼女にだって戦う理由がある。一刻も早く一軍に上がって、自分の価値を取り戻もどしたいのだから。




　馬車は無事、一日の行程を終えることができた。

　見晴らしがよく、比ひ較かく的安全そうな開けた場所で馬車は停車する。

　辺りには樹じゆ齢れい何百年にもなりそうな大木が身を寄せ合い、その隙すき間まを埋うめるように濃のう密みつな闇やみが垂れ込めていた。

「……こいつは聖水だけじゃ無理だな」

　勇者は周囲に立ち込める異様な気配を感知したのかそう呟つぶやいた。

　普ふ段だんは魔物除よけの聖水を馬車周りに撒まいてから眠りにつくのだが、それだけでは不十分だと判断したようだ。

「おい、てめえら集まれ。今晩は見張りを置く。二人一組で、この砂時計の砂が全部落ちきったら次の組と交代だ。いいな」

　有う無むを言わせぬ口調。

　普段、寝るときに見張りを置くことなんてない。そうせざるを得ないほど、迷いの森は危険に満ちているのだろう。

「あの、勇者様。その二人というのはどうやって決めるのですか？」

　サラが恐おそる恐る手を挙げて尋たずねた。

「てめえは一人でも問題ねえだろ。あとの四人は勝手に決めろ」

「あとの四人って……あんたは見張りに参加しないつもり？」

　ルミナが咎とがめるように勇者を睨にらみつける。

「俺がそんな雑事に興じるとでも思ったか？」

「ふん。こっちもあんたとペアにならずに済んで清々するわ」

　勇者は薄い笑えみを残して、馬車の荷台へと引っ込んでいった。残されたパーティメンバーたちは互たがいに目配せをしあう。

　誰と誰が組むか、という探さぐりあいだ。

「あたしはロキと組むわ」

　ルミナが先せん陣じんを切って言った。

「あたしたちは師し匠しようと弟で子しの関係なんだもの。当然よね」

「……なぜ？」

　ファナがぽつりと呟いた。

「……あなたの理論には筋が通っていない。師匠と弟子は関係ない。ここは平等にじゃんけんで決めるべき。決めるべき」

「あんたはただ、じゃんけんしたいだけでしょうが」

「……ばれた」

「まあまあ、お二人とも落ち着いてください」

　すでに一人で見張りが決まっているサラが笑顔で仲裁に入る。

「ペアは皆さんできちんと話し合って決めましょう。アビゲイルさんはペアを組みたいと思っている方はいますか？」

「え。あたし？　うーんと……」

　アビゲイルは唇くちびるに指をあてがってしばし考えたあと、

「女の子がいいかなー。ほら、見張りの間って暇ひまだからお喋しやべりしたいし。女子トークとかちょー盛り上がりそうじゃない？」

「盛り上がってたら、魔物が寄ってくると思うけど」

　ロキは苦く笑しようした。

　できれば静かに見張りをお願いしたい。

「確かに盛り上がられるのは困ります。……ロキさんはどうですか？　ペアを組みたいと思っていらっしゃる方はいますか？」

「そうだね。僕は……」

　誰でもいいよと言おうとして、いや待てよ、と思った。このあとアビゲイルとエロア草を採取するために馬車から抜け出さないといけないのだ。見張りのメンバーがいたら抜け出したことがバレてしまうじゃないか。

　それを防ぐには、方法は一つしかない。

　自分たちが見張りのときに、エロア草を採取しにいく。

　そうすれば荷台で寝ている皆にバレることもない。

　見張りがいなくなることに対する懸け念ねんはあったが、もし魔物に襲しゆう撃げきされたとしても勇者がいるのだから大事には至らないはずだ。

　となると、だ。

　ロキが選ぶ見張りのペアは、一人に絞しぼられる──

「うん。いるよ。組みたい相手」

「どなたですか？」

「僕はアビゲイルと組みたい」

「!?　な、なんでよ！　なんであたしじゃないのよ！」

　ルミナにとっては思いもしなかった回答だったのだろう。

　顔をこわばらせ、涙なみだ目めで訴うつたえかけてくる。

「違ちがうんだ！　何ていうか……ほら！　僕は未熟だから、補助魔法が使えるアビゲイルがいてくれたほうが安心っていうか……」

　あたふたとしながら、懸けん命めいに言い訳をひねり出す。

　かなり苦しいとは自覚している。

　ロキはルミナのフォローを続けながら、アビゲイルのほうを見やる。

　彼女なら自分が選ばれた理由が分かっているはずだ。

　できたら、何か援えん護ご射しや撃げきをして欲しい──

　そう思って目配せをしようとしたのだが、

「……え。ロキっち、あたしと組みたかったの？　な、何か改まって言われると照れちゃうっていうか断れないっていうか。えへへ……」

　頰ほおに手をあてがいながら、普ふ通つうに照れていた。

　いや、全然分かってないんかい。

　ダメだこりゃ。




　幌ほろが開いて、ルミナとファナが荷台に乗り込んでくる。

　ルミナはロキを見やると、不ふ機き嫌げんそうな顔で親指を外に向け、ん、と小さなあごをくいっとしゃくった。

「次、あんたたちの見張りの番よ」

「お疲つかれ様」

　ロキは一声かけて起き上がる。

「ふんっ」

　ルミナは鼻を鳴らすと、

「精々、ビッチ僧そう侶りよといちゃついてきなさいよ。……ばか」

　と、言った。

　まださっきのことを怒おこっているらしい。

　ロキはアビゲイルと共に幌を開けると、御ぎよ者しや台だいから地面へ降り立った。

　広場にはルミナたちが熾おこした焚たき火びが残っている。

　ルミナとファナは見張りの第だい一いち陣じんだった。次がロキとアビゲイルで、最後がサラという順番になっている。

「だいたい、砂が落ちきるまで三時間ってところかな」

　ロキは焚き火の側そばにある砂時計を手にとって、そう口にする。

「それまでにエロア草を採取して、戻ってこないと」

「でも、迷いの森ってちょー広いんでしょ？　奥のほうまで行ったら、帰り道とか分かんなくなりそーじゃない？」

「うん。だからこれを使うんだ」

　ロキは左手首に結ばれた光の糸を掲かかげる。

「何それ？」

「魔法で出した糸だよ。馬車にくくりつけてるから、僕たちがどれだけ遠くに移動しても糸さえ辿たどっていけばここに戻ってこれる」

「へぇー。ロキっち、そんな魔法使えるようになったんだ」

　アビゲイルは感かん嘆たんの声を漏もらす。

「キラキラしてて、きれーじゃん」

「使いどころのない魔法だと思ってたけど、こんな形で役に立つとはね。何にでも使い道ってあるもんだ」

　しみじみとそう思った。

「……それより、そろそろ動き出さないと。時間がない」

　手元の砂時計をひっくり返すと、上に溜たまった砂が音もなく流れ出す。これが下に溜まりきる前に戻ってこないと。

　ロキは意思を固めると、眼前に鬱うつ蒼そうと茂しげる木々を見み据すえる。

「よし。行こう」

「おっけー」

　武器とエロア草を入れるための麻あさ袋ぶくろ、その他細々とした道具を携たずさえると、二人は森の中へ足を踏ふみ入れていく。

　焚き火の明かりが徐じよ々じよに遠ざかり、やがて、完全な闇が訪おとずれた。

　ロキは持ってきた松たい明まつを掲げて、視界を確保する。とは言え、それでも視界が悪いことに変わりはない。

「うわ。真っ暗。でもなんかこれ、ピクニックみたいで楽しくない？」

　アビゲイルは暢のん気きに後ろ手を組みながら歩いている。

「てか、エロア草ってどんな見た目してんの？　あたし全然知らないから、このままだと見つけても分かんないっていうか」

「エロア草は葉っぱが肉厚で、外側がギザギザしてるんだ。見た目が特とく徴ちよう的だからすぐに分かると思うよ」

「ふーん。あ、何かそこの木の根元にはっけーん。これもしかしたらいきなりエロア草見つけちゃったんじゃない？」

　アビゲイルがぱたぱたと軽快に大木の根元へと駆かけていく。

　そこでしゃがみこんだあと、しばらくして振ふり返り、

「ロキっちー。来て来て」

　楽しげな表情で、手招きしてきた。

　──もしかして、本当に見つかったのか？　簡単すぎないか？

　ロキが期待を胸に向かうと、アビゲイルは木の根元を指差した。視線をその先へと持っていってから尋たずねる。

「……えーっと。これは？」

「どー見てもキノコでしょ」

　大樹の根元に生えていたのは、肉厚のキノコだった。かさの部分に可愛かわいらしいにっこりマークが浮うかび上がっている。

　どう見てもエロア草ではない。

「いやいや。エロア草を探してくれないと」

「てかこのキノコ、ちょーかわいくない？　にっこりマークついてるし。肉厚だから食べてもおいしそうだし。せっかくだし持って帰ろうかなー」

「だ、ダメだって！」

　ロキの張った声に、アビゲイルはぴたりと手を止めた。ジト目で見てくる。

「もー。ロキっち。このキノコ欲ほしいんでしょ？　けどダメだかんね？　これは最初に見つけたあたしのものだもん」

「そうじゃなくて。それホジリ茸きのこって毒キノコだよ。食べたら最後、三日三晩鼻をほじり続けて最後には出血多量で死んでしまうんだ。男ならともかく、女の子でその死に方は晩節を汚けがしすぎてて結構きついよ。死に顔も鼻に指入れたままだし」

「え。やばっ。それちょー嫌いやなんだけど……」

　アビゲイルの顔から、さーっ、と血の気が引いていく。畏い怖ふの眼まな差ざしで足元のキノコをまじまじと眺ながめる。

「見た目は全然、ふつーなのに……」

「そのキノコだけじゃなくて、迷いの森には危険な植物が──それこそ食人植物みたいなのもごろごろ生えてるんだ。迂う闊かつに近づかないほうがいいよ」

「……もうやめとこーっと」

　どうやら今ので懲こりたらしい。

　アビゲイルはロキの後ろにぴったりと張り付いた。一挙手一投足に合わせるようにしてついてくる。

　ある意味では安心だが、それではエロア草は探せない。




「うーん。見つからないなあ……」

「全然それっぽいのないねー」

　ロキとアビゲイルはしばらく迷いの森を歩き回ったものの、エロア草を見つけることはできていなかった。

　時間だけが無情に過ぎていく。

　──マズいな。

　ロキは持ってきた砂時計に目を落とす。すでに半分以上砂は落ちている。残りは一時間と少しというところか。

　戻もどる時間も考えると、もうあまり長居はできない。

「足痛くなってきちゃった。てか、ほんとにここにエロア草生えてんの？」

「そのはずなんだけど……」

　ロキはぽりぽりと頭を搔かく。

「くそっ。ファナがいたら、鼻で分かるのになあ」

「……ロキっち、それあたしへのあてつけ？」

「そんなつもりじゃ……！」

　焦あせりからか、雰ふん囲い気きもぎこちなくなってしまう。

　このままじゃ、何の成果も上げられないまま時間切れになってしまう──そんなことを考え始めると手のひらや背中に汗あせが滲にじむ。

　──ダメだ。弱気になったら。集中しないと。

　ロキたちは足元に張り巡めぐらされた大樹の根を踏み越こえ、傾けい斜しやを上っていく。足元の土が脆もろく柔やわらかいこともあって滑すべりそうになる。

　それでも何とか上り切ると、一気に視界が開けた。

　円形になった広場には月明かりが差し込んでいる。足元に茂った草は月光を受けて青白い輝かがやきを放つ。神秘的な雰囲気の漂ただよう場所。ここならもしかして……と思わせるだけの何かがあった。

　広場の真ん中まで歩いていったときだった。

「ろ、ロキっち！」

　背後でアビゲイルの切せつ迫ぱくした声が響ひびいた。

「──っ！」

　ロキは周囲に気配が立ち込めていることに気づいた。剣けんを抜ぬき、振り返る。木々の間を埋うめている闇やみには赤い炎ほのお──いや、瞳ひとみが浮かんでいた。

　魔ま物ものだ。それも一頭ではない。

　一、二、三……。

　十頭近くいるだろうか。

　いつのまにか囲まれてしまっている。

「な、なにこれ……ちょっと多すぎでしょ……」

　ロキとアビゲイルはじりじりと後退し、広場の中心で背中合わせになる。

　目を凝こらすと、闇に紛まぎれた魔物の全ぜん貌ぼうが露あらわになる。

　黒毛に包まれた大おお柄がらな体たい軀く、四し肢しはたくましく、地面を摑つかむ大おお爪づめは獲え物ものを仕留めるために鋭するどく尖とがっている。

　ブラッドウルフ──群れを成して獲物を捕とらえる魔物だ。その素す早ばやい動きは熟練の冒ぼう険けん者しやですらついていくことができない。

　──一頭でも厄やつ介かいなのに、群れを相手にしないといけないのか。

　迷いの森の恐おそろしさを舐なめていた。

　ここは数多あまたの冒険者たちの命を吸い取ってきた魔ま境きようなのだ。

　いくら焦っていても、もっと慎しん重ちように動くべきだった。

「……ろ、ロキっち、どーしよ。これやばい感じのやつだよね？」

　どう見たってやばい。

　本能が警けい鐘しようを鳴らしている。

　けれど、

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　ロキは剣を身体からだの前で構えると、はっきり口にした。

「僕が絶対、アビゲイルを守るから」

　本当は怖こわかった。泣き言を漏らしたかった。

　けれど勇者たちのいない今、戦えるのは自分しかいない。

　──やるしかないんだ。

「サポートは頼たのむよ」

「……お、おっけー。任せて」

　アビゲイルがぎゅっと手元のロッドを握にぎり締しめた。

　次の瞬しゆん間かん、

「ウガァァァ！」

　ブラッドウルフの一頭が先せん陣じんを切って飛び掛かかってきた。鋭い爪は闇を切り、弧こを描えがいてロキの首元へと迫せまり来る。

「くっ！」

　慌あわてて避よけようとするが、視界が悪いせいで反応が遅おくれた。

　引いた左半身、その肩かた口ぐちを大爪の先せん端たんが掠かすめる。肉にまでは至らぬものの、布の服と皮ひ膚ふの表面が切り裂さかれた。

「ロキっち！　大丈夫!?」

「う、うん。だけど、目じゃ動きを追いきれないな……」

　ブラッドウルフたちは夜目が利きく。

　暗くら闇やみという地形条件じゃ、こっちが圧あつ倒とう的に不利だ。

　だったら──とロキは目を瞑つぶる。意識を耳に集中させる。それは以前、剣術の特訓の際にサラに言われたことだった。

　──視界が悪いところでは、音と気配を頼たよりにしてください、と。

　そのための訓練は、受けている。

　ブラッドウルフが駆けてくる、その気配が分かる。

　蹄ひづめが地面を強く叩たたく音が。それに伴ともなって揺ゆれる草々の音が、今、ブラッドウルフがどこにいるのかを教えてくれる。

　ここだ──ロキは目を開け、剣先を突つき出した。

　どんぴしゃ。

　飛び掛かってきたブラッドウルフの喉のど元もとを貫つらぬく。

　そいつは悲鳴を上げることもなく、即そく座ざに絶命して地に伏ふせた。

　次に襲おそい掛かろうとしていた個体が、ほんの一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよした。一度体勢を立て直すために背後へと大きく飛び退のく。

「逃にがすか！　ファイアーボール！」

　ロキはすかさず左手のひらを掲かかげ、呪じゆ文もんを詠えい唱しよう。

　いくら敵が素早くても、空中で身動きは取れないはずだ。その着地際ぎわを狙ねらえば仕留めることができる──

　そういう目もく論ろ見みだったのだが、

　うにょお……。

　手のひらから出たのは便秘気味のファイアーボール。

　まっすぐ飛ぶことなく、地面にぼとりと落ちる。

「……え？　ロキっち？　これなに？」

「……いや、この技わざはまだ開発段階だから……」

　ブラッドウルフたちは困こん惑わくしたようにファイアーボールを眺めていたが、それが大したことなさそうだと悟さとると、

「ウガァァァ！」

　ここぞとばかりに威い勢せいよく襲い掛かってきた。

　だが、その瞬間、

　パパパパパパパ！　とファイアーボールが爆散した。威い力りよくはさほどではないが、花火のような大量の音と光を撒まき散らす。

「……ウガッ」

　ブラッドウルフたちが怯ひるんだ。

「そこだっ！」

　ロキはそこを逃のがさず、踏ふみ込んで剣を払はらった。仕留める。

「……よしっ。計画通りだ」

「……ほ、ほんとに？」

　ブラッドウルフたちは態勢を立て直すと、徒党を組んで襲ってくる。いくら何でもこれだけの数をロキ一人で捌さばき切るのは難しい。

　一頭の攻こう撃げきを剣で受けても、また背後から別の攻撃が放たれる。

　まずい直撃する──とロキが脳のう裏りの片かた隅すみで思ったとき、ブラッドウルフの繰くり出した爪を突とつ如じよ展開された光の障しよう壁へきが弾はじいた。

「サポートは任せて！　ばっちし、守ってあげるから！」

　障壁を展開したのは、アビゲイルだったようだ。

　これで死角を気にせず戦える。

　ロキは一匹ぴき一匹着実にブラッドウルフたちを斬きり伏せていく。やがて目視できるだけの群れは一通り片付いた。

「うわっ。ロキっち、ほとんど魔物倒たおしちゃったじゃん！　やるー」

　アビゲイルははしゃいだ様子で、ぱちんと指を鳴らした。

　そのとき、ロキは大木の陰かげに身を潜ひそめていたブラッドウルフが、今まさにアビゲイルに飛び掛かろうとしているのを発見した。

「──アビゲイル、危ない！」

「えっ？」

　アビゲイルが反応するのと、ブラッドウルフが飛び掛かるのとほぼ同時。

「ひゃっ」

　アビゲイルはすんでのところで身を引いて躱かわした──が、それがよくなかった。後ろへ踏み出した靴くつ裏うらは、広場の縁ふちの脆くなっていた土を踏み抜いた。足場が崩くずれ、彼女の身体は背面に広がっていた奈な落らくへ投げ出される。

「あっ──」

　アビゲイルは驚きよう愕がくに目を大きく見開きながら、落ちていく。

　底が見えないほどの、闇やみ溜だまりへ。

「アビゲイル！」

　ロキはアビゲイルを助けるために地面を蹴けって駆かけ出した。

　だが、

　──くそっ。間に合わない……！

　剣の柄つかを延ばして届く距きよ離りを、もう超こえてしまっている。

　だったらもう、残された選せん択たく肢しは一つしかない。

「うおおおおおおっ！」

　ロキは迷うことなく、奈落へと跳とんだ。吹ふき上げてくる風圧に歯向かいながら下へ下へと向かっていく。途と中ちゆう、顔にいくつもの雫しずくがぶつかる。

「アビゲイル！　僕の手に摑まるんだ！」

　やっとアビゲイルの手を摑むと、そのまま彼女の身体を抱だき寄せた。落下の勢いは止まるどころかどんどん加速していく。

　風に押されながらも、目を凝らす。いつかくる底を見み逃のがさないように。

　この高さから落ちたら確実に即そく死しだ。

　けれど、まだ希望はある。

　風魔法──ウインドプレスで地面との間にクッションを作り、落下の衝しよう撃げきを殺す。

　ただ問題が一つあった。

　ウインドプレスの発動に今まで成功したことがないのだ。

　ファイアーボールはまだちょろっと形になっているが、ウインドプレスに限ってはそよ風程度しか起こせたことがない。

　あまりにも勝算の低い賭かけ。でもこのままだと死ぬ。

　やるしかない──

　奈落の底が見えた。

　ロキは即座にアビゲイルを抱いているのとは反対の手のひらを掲げる。

　全身に残った魔力を全すべて集中させる。

　──頼む。上う手まくいってくれ……！

「ウインドプレス！」

　集めた魔力を解放する。

　間近に死が迫っているという切せつ迫ぱくした状じよう況きようだからか、ロキの手のひらからは、唸うなるような暴風が解き放たれた。やった！

　落下の勢いを殺そうとする──が、それには風力が足りない。

　ロキはアビゲイルを抱いたまま左半身から斜しや面めんへ叩きつけられると、そのままゴロゴロと転がり落ちていく。視界が激しく回転し、天地が何度も入れ替かわる。平へい衡こう感かん覚かくが麻ま痺ひしてきた頃ころ、二人はようやく平地へと投げ出された。

「アビゲイル……怪け我がはない……？」

「あ、あたしはへーき。でも、ロキっちが……」

「はは。心配することないよ。ちょっと打っただけだから……っ!?」

　ロキは動こうとして、左ひだり腕うでに走った激痛に喘あえいだ。

　一度痛みを自覚すると、火が点ついたかのように疼うずき出す。

「ううっ……」

「ロキっち！」

　額に脂あぶら汗あせが滲にじみ、呼吸が乱れる。

　心臓が左腕に移動してしまったかのようにどくどくと脈打っている。

　骨が折れてしまっている──その確信があった。

　ロキは蹲うずくまったまま、動けない。

　イモムシみたいに丸まりながら、雪崩なだれのように押し寄せる痛みに耐たえる。

「アビゲイル……悪いけど、治ち癒ゆ魔ま法ほうを掛けてくれるかな」

　ロキが蹲りながらそう口にするも、アビゲイルは首を縦に振ふらなかった。地面にへたりこんだまま泣きそうな顔をしている。

「……ロキっち、ごめん。あたし、治癒魔法……使えなくなっちゃった」

「え？」

　ロキは思わず声を上げていた。

「ど、どうして」

「……制約、破っちゃったから。神様の加護、なくなっちゃった。……だからもう治癒魔法も補助魔法も貸してもらえない」

　神様の加護を受けるにあたっては制約があって、それを破ってしまえば、加護を受けられなくなってしまう──

　以前、アビゲイルはそう話してくれた。

　しかし、

「そんな……いつ……制約を破ったんだ？　そんな場面が……」

　制約を破るような場面が、果たして迷いの森に入ってからあっただろうか。それらしきものはなかったはずだ。

「……触さわっちゃいけなかったの」

「え？」

「……あたしね、男の人の身体からだに──素す肌はだに触っちゃいけなかったの。それが神様の加護を受けるための制約だったから」

　アビゲイルは自分の手元に視線を落としながら、弱々しく呟つぶやく。

　ロキは啞あ然ぜんとして、声も出なかった。

　──異性の身体に触っちゃいけないだって？　なんだそれ!?

「……さっき、手に触っちゃったでしょ。だから……」

　確かに先ほど、ロキはアビゲイルを助けるために彼女に触ふれた。

　手を取って、庇かばうために身体を抱きしめた。

　でもそれが、まさか。

「じゃあ、僕が……アビゲイルの加護を奪うばったのか？」

　アビゲイルは今にも泣き出しそうに、首を強く横へ振る。

「ロキっちが助けてくれなかったら……あたしは今ごろ死んじゃってた。悪いのは全部どじったあたしだもん。ごめんねロキっち。怪我を治してあげらんなくて……加護のないあたしには何にもできないから」

　ごめんね、ごめんね……とアビゲイルは何度も鼻声でしゃくり上げながら、顔を両手で覆おおって華きや奢しやな身体を震ふるわせていた。彼女は一言もロキを責めなかった。全部自分のせいだと思い込んで自責の念に囚とらわれてしまっていた。

「……アビゲイル、顔を上げてよ」

　ロキは激痛に苛さいなまれながらも、呼びかける。

「……何の役にも立てないなんてことないよ。アビゲイルがいなかったら魔物の群れを倒すことはできなかったし。それに──」

　そのあとに続く言葉を探そうとして、ロキは目を見開いた。

　アビゲイルの背後に広がる森の風景、折り重なった木々の葉の隙すき間まから差し込んだ月光に照らされていたのは──

「……それに、君が足を踏み外したおかげで見つかった」

「えっ？」

　アビゲイルは弾かれたように背後に群生している草々を見やった。

　月光をたっぷりと受けるために開いた、肉厚の葉。その外側は触れたものの皮ひ膚ふを刺さしそうなほどギザギザしている。

　それは紛まぎれもなく──探し求めていたエロア草だった。

　見つからないと思ったら、こんな崖がけ下したに生えていたのか。そりゃ確かに市場に出回る数も少ないはずだ。普ふ通つうの人なら、こんな僻へき地ちに足を運んだりしない。

　それこそ──足を踏ふみ外して落ちたりでもしない限りは。

「アビゲイル」

　ロキは呆ぼう然ぜんとした表情のアビゲイルに向かって言った。

「自分を責める必要なんてないよ。何かミスしたとしても、僕がそれを補う。僕がミスをしたらアビゲイルが補う。仲間って、そういうものだろ」

「ロキっち……」

「……さあ、早くエロア草を袋ふくろに詰つめて、馬車に戻もどろう。今ならまだ砂時計が落ち切るまでに帰れるはずだよ」




　ロキはアビゲイルに肩かたを貸してもらいながら、馬車を目指して歩いていた。

　麻あさ袋ぶくろにははち切れんばかりのエロア草が詰まっている。

　これだけあればバザーで大金を稼かせぐことができる。

　ロキの左手首に巻きついた魔法の糸はまだ機能しているので、糸の先を辿たどっていけば馬車まで戻れるはずだ。

　ただ、どれだけの時間が掛かかるのかは分からない。

　朝が来るまでに間に合えばいいけれど……。

「ロキっち。大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん。今のところは何とかね」

「ほんとにごめんね……あたしを庇ったせいで……」

「そう自分を卑ひ下げしないでよ」

　ロキは微笑ほほえみを作って言う。

　アビゲイルは神様の加護を失ってしまったせいで、今、自分に対する自信を完全になくしてしまっている。

　彼女は、神様の加護がある自分にこそ価値があると信じていたから。今の自分には何の価値もないと思っている。

　そのとき、アビゲイルがふと動きを止めた。ごくりと生なま唾つばを飲む。

「……ロキっち」

「うん」

　草を鋭するどく踏みしめる音がする。

　何かが……近づいてきている。

　気がつくと、あっという間に囲まれていた。

　暗くら闇やみの中に、いくつもの赤々とした瞳ひとみが浮うかび上がる。

　ブラッドウルフ──

　ロキの血の匂においを嗅かぎつけてやってきたのだろう。彼らにとって、獲え物ものの血は何よりの馳ち走そうなのだから。

「……ど、どーしよ」

　アビゲイルが怯おびえの混じった声で呟いた。

　ロキは静かに歯は嚙がみをすると、ぐっ、とまぶたを閉じた。

　──ダメだ。どうしようもない。

　手負いの状態で、これだけの数を相手にすることなんてできない。ましてアビゲイルは加護を失ってしまっているんだ。

　どう考えたって、勝ち目なんてない。

「ウガァァァ！」

「アビゲイル、危ない！」

　飛び掛かってくるブラッドウルフを、ロキは迎むかえ撃うとうとする。その瞬しゆん間かん、ずきんと左腕が痛みを発した。動き出すのが遅おくれる。

　しまった！　アビゲイルが。

「いやぁぁぁ！」

　大おお爪づめがアビゲイルの喉のど元もとを搔かき切ろうとした瞬間──横から唸るように吹ふき抜ぬけてきた暴風がブラッドウルフを弾はじき飛ばした。そのまま大木の幹に叩たたきつけられると、ぴくぴくと痙けい攣れんを繰くり返したあとに動かなくなる。

「う、ウインドプレス……？」

　でも、いったい誰だれが？

　魔法が放たれた方向を見やると、そこにはルミナの姿があった。杖つえを掲かかげながら得意気な表情をしている。

「ルミナ！　助けに来てくれたのか！」

　しかし、ロキが歓かん声せいを上げると、ふいと顔を背そむけ、

「……ふんっ。た、たまたま通りかかっただけよ。で、あんたがあんまり情けない姿を晒さらしてたもんだから茶化してやろうと思って……」

　と、腕うで組ぐみしながらぼそぼそと呟いた。

　次の瞬間、夜よ闇やみに黒こく影えいが過よぎった。

　それはブラッドウルフの群れの中を縫ぬうように駆かけ抜けていく。

「ガァァァ……！」

　ブラッドウルフたちは次々と断だん末まつ魔まの声を上げながら倒れていく。

　血を吸った黒影は大木の幹の上に立つと、ようやく姿を見せた。

　銀色の髪かみに、黒装しよう束ぞくに包まれた小こ柄がらな体つき、両手に血のついたナイフを手にしていたのは盗とう賊ぞくのファナだった。

「……それは噓うそ。あなたはずっとロキの身を案じていた。……そもそも見張りがいなくなったのに気づいて大おお騒さわぎしたのもあなた」

「ぺチャパイ盗賊女！　あんた、余計なこと言ってんじゃないわよ！」

「……私は事実を述べただけ。あと、胸は私のほうが大きい。ぼいん」

　木の幹に立っていた銀ぎん髪ぱつの少女──ファナはそのままゆらりと降下すると、鞠まりのように地面を跳はねながらブラッドウルフを切り刻んでいく。

　あっという間にブラッドウルフたちの群れは全ぜん滅めつしてしまった。

　ロキがその光景を目まの当たりにして、呆あつ気けに取られていると、

「ロキさん！　ご無事ですか！」

　振ふり返った先にはサラの姿があった。大たい剣けんを握にぎり締しめる彼女の傍かたわらにはブラッドウルフが転がっている。

「皆みんな、どうしてここに……」

「ルミナさんがお二人がいなくなっていることに気づいたので、魔法の糸を辿って追いかけてきたんです」

「そ、そうだったのか……」

　この魔法の糸が命いのち綱づなになってくれたみたいだ。

「あんたたちが変なことしてないか見張ろうとしたらいなくなってて……一応他ほかの連中にも知らせてやったのよ」

「ルミナさん。お二人が駆け落ちしたんじゃないかって大騒ぎしてましたね」

「う、うっさい！」

「……絶対に止めてみせると息巻いていた」

「だから、もういいでしょ！　その話は！」

「ルミナ、ありがとう。おかげで助かったよ」

　ロキがルミナに微笑みかけると、

「……ふ、ふんっ。あたしとあんたは一心同体なんだから。……勝手にどこかにいなくなっちゃうなんて許さないんだからね……」

「うん。分かってる」

「だったらいいけど……」

　ルミナは顔を真っ赤にして、俯うつむいてしまう。

　他のメンバーたちはその光景を微笑ましげに眺ながめていた。

　こうして迷いの森の探たん索さくは無事に幕を閉じた。

　アビゲイルが神様の加護を失うという、大きな代だい償しようと引き換かえにして──











四章　ルートポートの港町で（山賊団との戦い）






　馬車は迷いの森を抜けると、ルートポートへとたどり着いた。

　森を抜けた先にある崖がけの上からは、町の全景が見み渡わたせる。

　輝かがやく海の手前にあるルートポートは、陽ひに映はえる赤レンガ造りの建物が目立ち、通りには露ろ店てんと人がひしめき合っていた。

　物資が集まるところには、人もまた多く集まる。

　ルートポートは活気のある町だった。

「ロキさん。怪け我がは大丈夫ですか？」

　町につくなり、サラが荷台の幌ほろを開けて尋たずねてくる。

「その左ひだり腕うでですが……折れているのでしょう？　どうしてアビゲイルさんの治ち癒ゆ魔ま法ほうをお借りしないのですか？」

「え？　い、いやあ……」

　ロキは目を泳がせる。

　迷いの森で折ってしまった左腕は、包帯で巻いて固定していた。

　普通ならアビゲイルの治癒魔法で治癒して終わりだ。にも拘かかわらず、そうしないことにサラは疑問を抱いだいている。

「ロキっち……」

　アビゲイルが不安そうにちらちらと視線を送ってくる。

　ロキはこくりと頷うなずいた。

「実は、アビゲイルの治癒魔法が使えなくなったんだ」

「えっ？」

　パーティメンバーにとって治癒魔法や補助魔法は生命線──それがなくなったと知られれば大変な騒さわぎになってしまう。

　しかしサラには話しておこうと思った。彼女ならどんな真実を話しても受け止めて協力してくれるだろうという確信があった。

「そうでしたか……そんなことが……」

　思ったとおり、サラは取り乱すこともなく話を聞いてくれた。

「その神様の加護というのは、一度受けられなくなってしまったら、もう二度と受けることはできないものなのですか？」

「ううん。男の人の手に触ふれるくらいの制約破りだったら、時間が経たったらまた受けられるようになると思う」アビゲイルがおずおずと答えた。

「それは何日くらいなのでしょうか」

「早いときは二、三日で復活するかもだけど……下手したら一ヶ月以上戻もどってこないってこともありえるかも……」

「ルートポートを発たつまでには数日間の猶ゆう予よがあります。それまでに加護が戻れば何の問題もありませんが……」

　サラはしばしあごに手を置いて考え込んだあと、

「……もうこの話を勇者様にしましたか？」

「いや、してない。サラにしか話してないよ」

「そうですか」

「皆にも話したほうがいいかな？」

「余計な心配を与あたえないためにも、隠かくしたほうがいいと思います。特に勇者様には知られてしまわないようにしましょう」

「バレたら殺されちゃいそうだもんね……」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　サラは微笑ほほえむ。

「そうなった際は、私が身を挺ていしてでも守ります」

「うん。僕もだよ」

「ロキっち。サラっち……ありがと」

　青ざめていたアビゲイルの表情が、少し血色を取り戻す。ほっとしたように胸をなでおろしている。

「とにかく、ロキさんは腕の怪我のことを尋ねられても、上う手まく言い訳してごまかしてください。私もフォローしますから」

「分かった」

「アビゲイルさんもぼろが出ないよう気をつけてください」

「う、うん」

　サラが協力してくれたことで、二人のときより随ずい分ぶん気が楽になった。

　だが油断はできない。

　いつまでも隠し通せるとは思えない。

　ルートポートを発つまでに何とか加護が戻ればいいけど……。




　翌朝、ロキとアビゲイルは市場へとやってきていた。

　もちろん客としてではなく、売り手としてだ。

　通りに面して乱立している露店──その一角がロキたちの店だった。木の骨組みで屋根に布を張っただけの、簡素な作り。

　昨日、二人はバザーの出店許可を貰もらいに行き、承しよう認にんしてもらっていた。

「……町を出るまでに加護戻らなかったらどーしよ……」

　店先にエロア草を並べるアビゲイルの表情はどんよりと曇くもっていた。

「だ、大丈夫だって。加護はすぐに戻るよ。出発まで三日あるんだし」

　ロキは努めて明るく声を掛かけた。

「それに僕とサラがフォローするから心配しなくていいよ。いつもどおりに。まずはエロア草を売ることだけを考えよう」

「……うん。そーだよね」

　アビゲイルはそこでようやく弱々しく微笑んだ。

「……ありがと。ちょっと元気出たかも」

「よかった」

　と、ロキも笑った。

「アビゲイルは笑った顔のほうが似合うよ。……あとさ、今日の接客はアビゲイルに任せてもいいかな」

「え？　どして？」

「僕よりアビゲイルのほうが接客、上手だろ。この前のガールズバーでの仕事っぷりを見ててそう思ったんだ」

「あたしで大丈夫かな？」

「うん。店の人たちも褒ほめてたから。間ま違ちがいない」

「ほんと？」

「噓うそを言っても仕方ない。アビゲイルはもっと自分に自信を持っていいと思うよ」

「……お、おっけー」

　アビゲイルは頰ほおをぱしっと叩たたくと、よしっ、と小さく呟つぶやく。先ほどまで顔を覆おおっていた曇りが晴れていく。

「ロキっち、あたし頑がん張ばるから！　いっぱい売っちゃおっ」




　エロア草は大方の予想通り、飛ぶように売れた。

　瘦やせる、とか、綺き麗れいになる、という言葉にやはり女性は弱いのだろう。店にやってきたのは大半が女性の客だった。しかし中には、彼女や女によう房ぼう、意中の女性に贈おくるためにと買い求めにきた男性客の姿もあった。

「いらっしゃいませー！　エロア草入荷してまーす！　煎せんじて飲めば赤ちゃんみたいなつるつるお肌はだになれちゃいまーす」

　店先で懸けん命めいに接客をしているアビゲイル。

　彼女は持ち前の笑え顔がおを活いかし、エロア草を次々と捌さばいていく。

　ロキはその様子を眺めながら、思わず感心してしまう。

　女性客を相手に上手く接客できているのはもちろん、それ以上に苦手だったはずの男性客が相手でもきちんと接客できていた。

　それに──

「あの店の子、とてもかわいいわね」

「エロア草を煎じて飲んだら、私たちもああなれるのかしら？」

「家族で旅行に行くために貯ためてたへそくり、使っちゃお」

　アビゲイルの整った容姿を見て、私もエロア草を摂とればああなれる、と思ったお客さんたちが購こう買ばい意い欲よくを搔かき立てられていた。

　ちなみに、アビゲイルはエロア草を常飲しているわけではない。しかし上手く広こう告こく塔とうになってくれているようだ。

「ご購入、ありがとうございまーす」

　結局、夜になるまでアビゲイルは忙せわしく店内を駆かけ回っていた。

　袋ふくろの中に山盛り詰つまっていたエロア草は、二日間のバザーが終わるころには全すべて売り切れてしまった。

　売上高はおよそ八千ゴールド。

　一万ゴールドには少し届かないものの、ロキとアビゲイルがラムダ王国で稼かせいだ額からすると上出来も上出来だろう。

　──僕たちだってやればできるじゃないか。

　そう思わせるには、充じゆう分ぶんな成果だった。

　しかしまだ、最大の問題は解決していなかった。




「結局、バザーの間に加護、戻んなかったね……」

　アビゲイルはしょんぼりしながら夜道を歩いていた。

　二日間のバザーを終え、勇者以外のパーティメンバーで酒場に集まって打ち上げをすることになっていた。彼女たちも各おの々おのお金稼ぎに奔ほん走そうしていたのだ。

　そして今はその道中である。

「明日の朝にはここを出発して東大陸に渡わたっちゃうし……どーしよ。このままじゃ絶対勇者っちに加護のことバレちゃう。そしたら何言われるか……」

　神様の加護はバザーの期間中には戻らなかった。二、三日で再度加護が受けられるという目もく論ろ見みはどうやら甘かったらしい。

「うーん……」

　隣となりを歩くロキは何とか打開策を捻ひねり出そうとする。

「出発日を延ばせれば、その間に加護も戻るかもしれない。サラにも協力してもらって船の出航を遅おくらせてもらおうか」

「そんなことできんの？」

「僕ならまだしも、サラは一軍だからね。体調が悪いとか言えば、一日くらいなら勇者も待ってくれるかもしれない」

「いや勇者っちが待ってくれるわけないじゃん」

「だよね。うん。今のはナシ」

　勇者の非情さ加減を舐なめてはいけない。

　あいつは仲間を仲間とも思ってないような奴やつだった。

「他ほかにはそうだなあ……ハニートラップを仕し掛かけるとか」

「あ。何かそれいけそう。勇者っちスケベだし。でも誰だれがやんの？」

「パーティメンバーは全員、顔が割れてるし。うーん」

「ロキっちは？」

「え？」

「ロキっちが女装したら、バレないじゃん」

「……いやいや」

　さすがにそれはない。

　いくら勇者でも女装男のハニートラップには引っかからないだろう。

　引っかからない……よな？

「んー。そっか。ざんねん」

「残念ってなんだ。僕と勇者のデート見たかったのかよ」

　それ誰が得するんだ。絵え面づら汚きたなすぎるだろ。

「とにかく、酒場についたらこの話は厳禁だ。サラはともかく、ルミナとファナは加護のことを知らないから」

「おっけー」

　ロキとアビゲイルは酒場の前にたどり着くと、深呼吸をして口をつぐんだ。

　スイングドアをくぐる。酒場の店内はバザー帰りの客で溢あふれていた。彼らは皆みんな浮うかれていてそこらじゅうで飲めや歌えやの大おお騒さわぎをしている。

「ロキさん、アビゲイルさん。こっちです」

　喧けん騒そうの中、サラが笑顔で手を振ふっている。

　同じテーブルにルミナとファナも座っていた。

　どうやら先に始めていたようだ。

　ロキとアビゲイルが促うながされるまま席につくと、

「お二人とも、バザーはいかがでしたか？」

　サラが柔にゆう和わな口調でそう尋たずねてきた。

「ああ、うん。一応、八千ゴールドくらい儲もうかったよ」

「凄すごいじゃないですか！　お二人とも、よく頑張りましたね！」

「ちょっ！　く、苦し……ギブ！　ギブアップ！」

　いきなりぎゅーっと抱だきしめられ、圧死しそうでタップを繰くり返す。

　何とか解放されたあと、咳せき込んでから、

「……いや普ふ通つう、こういうときって悔くやしがるもんじゃないの？　一応、僕たちは一軍の座を巡めぐって戦ってるんだしさ」

「皆みなさんの喜びは、私にとっての喜びでもあります。悔しいより何より、お祝いしたいという気持ちが先に来るんですよ」

　サラって本当に、根っからのいい人なんだな、と思う。それでよく魔ま物ものと戦う剣けん士しなんて荒あらっぽい職業が務まるなあ、とも。

「……それより、アビゲイルさんの件はどうなりましたか？」

　耳元でそっと囁ささやかれる。

　ロキは無言で静かに首を横に振った。

「そうですか。まだ……」

「うん。取り敢あえず今は内密で頼たのむよ」

　サラは「分かりました」と頷うなずいたあと、

「さあ、お二人ともたくさん食べて疲つかれを癒いやしてくださいね。あ、ロキさん私が食べさせてあげましょうか」

　ミートパイの欠片かけらを手に取り、差し出してきた。「はい。あーん」

「いやいや。自分で食べられるって」

　ロキが苦く笑しようしながら身を引いて遠えん慮りよしていると、

「ていうかロキ。あんた、いつまで包帯つけてんのよ。治ち癒ゆ魔法あるんだからさっさと治してもらえばいいじゃない」

　ルミナが横から鋭するどい突つっ込みを入れてきた。

　げっ。まずい。

　何か言い訳しないと。

「ルミナさん、これはですね」サラがフォローの言葉を挟はさむ。「思春期の男の子というものは怪け我がに憧あこがれるものなんですよ」

「え？　なんでよ」

「そのほうが格好いいじゃないですか。これだけ怪我をしても頑張る自分に酔よいしれることができるというか。ねっ？」

「……そうなの？」

　ルミナがロキをジト目で見てくる。そんなわけないだろと思いつつも。

「う、うん。実はそうなんだ。いやー、骨折してる人って格好いいよね。冒ぼう険けん者しやは骨折ってようやく一人前みたいなところあるから」

「いや、半人前だから骨折るんでしょーが」

「……」

「ほんと、男ってばかね。ガキ丸出しじゃない」

　ぐうの音も出ないほどのド正論を吐はかれ、返す言葉もなかった。

　けれど何とか、ごまかすことができた。

　ロキは患わずらってる、という悲しいレッテルと引き換かえにして。




「それより皆さん、東大陸の話は聞きましたか？」

　夜も深まってきたころ、サラがそう切り出した。皆は首を横に振る。

「私たちがいる西大陸以上に、魔王軍の侵しん攻こうが進んでいるそうです。噂うわさではすでに三つの国家が陥かん落らくしてしまったとか」

「サラっち、それほんと？」

「町の方々に聞いたので、間ま違ちがいないと思います。国が陥落したことで住み処かをなくしてしまった難民が多数出ているらしいです」

「……そうなんだ」

　アビゲイルは彼らの気持ちを想像してか、俯うつむいて黙だまり込んでしまった。

「ま、奴らが調子に乗ってられるのも今のうちよ。昨日あたしが習得した新魔法で直々にぶっ飛ばしてあげるわ」

「ルミナ。また新しい魔法を覚えたのか？　凄いな」

「ふふん。当然よ。あたしは天才魔法使いだもの」

　ルミナはロキの賛辞を受けて、得意気に胸を張った。張っても胸はなかった。

「……しかしその魔法が使い物になるかどうかは、また別の話。大したことのない魔法をいくら覚えたところでむだ」

「ふん。言ってくれるじゃないぺチャパイ盗とう賊ぞく女。新魔法が通用するかどうか、あんたで試ためしてあげてもいいのよ？」

「……私も日々、成長している。そう易やす々やすと喰くらうことはない」

「成長って、どこがよ」

「……以前に比べて、ちょっと足が速くなった」

「いやガキじゃないんだから」

「……加えて握あく力りよくが二向上した」

「せめて五単位で刻みなさいよ」

「成長するというのは素す晴ばらしいことですよ。かくいう私も最近、素手で岩を握にぎり潰つぶせるようになりました」

「それは成長しすぎでしょ」

　ルミナがツッコミを入れているのを尻しり目めにしながら、

「皆、凄いなあ」

　ロキは素直にそう思った。

　もう充じゆう分ぶん強いはずなのに、更さらに高みへと昇のぼっていく。

　格好いいし、何よりも羨うらやましい。

「ロキさんもちゃんと、成長しているじゃないですか」

「え？」

「剣けんの腕うでもそうですし、魔法を習得しているのもそうです。ロキさんの成長は私もルミナさんも認めるところですよ。ね？」

「な、なんでそこであたしに振ってくるのよ」

　ルミナは目を丸めてから、頰ほおを赤らめてぼそりと呟つぶやく。

「……ま、まあ、あんたにしちゃ頑がん張ばってるほうなんじゃない？　って言ってもまだ全然大したことないけど」

「分かってる。もっと頑張るよ。皆に追いつけるくらい」

　そうだ。負けてられない。

　剣も魔法ももっと努力して、実力をつけるんだ。

　そうすればいつか、勇者を倒たおせる日もやってくる。

「……」

　アビゲイルはそんな皆のやり取りを少し引いたところから眺ながめていた。

　手元のジョッキを両手で握り締しめながら、水面みなもに目を落とす。そこに映る彼女の表情はどこか寂さみしげだった。




　夜も更ふけ、お開きになると宿の前で皆と別れた。

　ロキとアビゲイルは星空の下もと、馬車を目指して歩いていた。この辺りは空気が澄すんでいるからか小さな星もよく見える。

「……アビゲイル、気分は大だい丈じよう夫ぶ？」

「え？　どしたの。急に」

「いや、飲み会のときずっと黙ってたからさ」

「……あー。ばれてたんだ」

「そりゃね。東大陸の人たちのこと考えてたの？」

「……それもあるけど。皆、凄いなーって。サラっちもルミナっちもファナっちもどんどん成長していくじゃん」

「あの三人は天才だからね。比べたらダメだよ」

「あたしから見たら、ロキっちだって充分天才っていうか。頑張れるのってそれだけで才能なんだと思うよ？」

「それ、僕に都合のいい説だね」

　ロキが笑うと、アビゲイルもくすっと笑えみをこぼした。

　そのあと、彼女は真しん剣けんな顔つきになって言った。

「……ね、ロキっち。あたし、このパーティにいるのかな？」

「え？　どうしたんだよ、急に」

「勇者っちも含ふくめて、パーティの皆って凄い人ばっかりじゃん。だから、あたしの補助なんて必要ないんじゃないかなーって思っちゃったんだよね」

「そんなことないって」

　ロキは言った。

「治癒魔法も補助魔法も必要だよ」

「そんなの分かんないじゃん！　適当なこと言わないでよ！」

　アビゲイルは突とつ如じよとして声を荒げた。

「あ……」

　叫さけんだあと、はっとしたように目を見開く。

　自分でも感情の高ぶりに驚おどろいているのか、口元を押さえて動どう揺ようしている。

「アビゲイル？　ど、どうしたんだ？」

「……ご、ごめん。なんか、今日のあたし変かも……」

「いや……」

　蔓まん延えんした気まずさが消えてくれない。

「つ、疲れてるのかな。ごめん、ロキっち。顔洗ってくる……」

　アビゲイルはそう矢や継つぎ早ばやに言うと、早足で去っていってしまった。

　──アビゲイル、いったいどうしたんだろう。

　あそこまで感情を乱した彼女を、ロキは今まで見たことがなかった。

　今はまだアビゲイルの気持ちが落ち着いていないだろうし、明日、機を見つけてどうしたのか訊きいてみよう。

　ロキは荷台に乗り込んで横になると、そう思いながら眠ねむりについた。




　アビゲイルは宿屋にある、勇者の部屋の前に立っていた。深呼吸。暗い顔つきの彼女は恐おそる恐る扉とびらを数回ノックする。

　やがて扉が開いた。

「……なんだ。こんな夜中に」

　勇者が低くドスの利きいた声で睨にらみつけてきた。

「……えっと。ごめんね。どうしても、伝えたいことがあって」

　アビゲイルは悩なやんだ挙句、この場所へやってきた。これ以上、加護が使えなくなったと隠かくし通すのは無理だと思ったのだ。

　ロキにも、サラにも伝えていない。完全な独断だった。

「あ、あのね……えっと……その……何ていうか……」

　声は尻しりすぼみに小さくなっていき、最後には消えてしまう。まっすぐに勇者を見み据すえていたはずの視線も、いつの間にか足元の床ゆかへ落ちている。

　覚かく悟ごしてきたはずだった。なのに腰こしの前に置いた両拳の震ふるえが止まらない。

　やっぱりいざ勇者を目の前をすると、怖こわい。

　でも、それでもアビゲイルには伝えないといけない理由があった。確かく認にんしなければならないことがあった。

「ああ？　はっきり言いやがれ」

「勇者っち、あのね……あたしっ」

　アビゲイルは顔を上げて、勇者をしっかりと見据える。そして言った。

「あたしっ、神様の加護、受けられなくなっちゃったの！　受けられなくなったって言ってもいつかは戻もどるし、でも、その時期は分かんないっていうか、とにかく今は治ち癒ゆ魔ま法ほうも補助魔法も使えなくなっちゃって……本当にごめんなさい！」

　一いつ気き呵か成せいに最後まで言い切ると、勢いよく頭を下げた。

　言ってしまった。

　後こう悔かいと恐きよう怖ふと、ほんの少しの達成感がこみ上げてくる。

　勇者は長い間、深々と頭を下げるアビゲイルを見つめていたが、やがてゆっくりと息を吐はくと言った。

「……なんだ、そんなことか」

「え」

「一つ訊くが」と勇者は乾かわいた声で言った。「てめえは、俺が誰だれかに傷を負わされたところを見たことがあるか？」

「ううん。ないけど……」

「そうだろうが。治癒魔法も補助魔法とやらも、そんなもんを有り難がたがるのは自力のねえ雑ざ魚こだけだ。俺には他人の助けなんざ必要ねえ。てめえが思うほど、加護ってのは大層なもんじゃねえ。なくなったとしても誰も困ったりしねえよ」
















「………」

　アビゲイルは呆あつ気けに取られた表情を浮うかべていたが、やがて、笑みを浮かべるとどこか寂しげな声こわ色いろで呟いた。

「……そ、そっか。勇者っち、ちょー強いもんね。皆みんなも。えへへ……」

「そういうこった。分かったら、とっとと消えろ」

　扉が閉まったあと、アビゲイルはしばらくその場に立ち尽つくしていた。頭が真っ白になって自分が今どこにいるのか、分からなくなる。

「……もっと、怒おこられると思ってたのになあ……」

　呟くと、頰を次々と、透とう明めいな雫しずくが流れ落ちていく。

　本当は怒って欲しかった。

　何をやってるんだと。激情をぶつけて欲しかった。

　そうすればきっと、自分には価値があるってことだから。神様の加護がある自分はこのパーティにいてもいいってことだから。

　それを確認したくて、恐怖を押し隠してここまでやってきたのだ。

　でも、勇者は怒ってくれなかった。それどころか治癒魔法も補助魔法も必要ないと言われてしまった。

「そっか。あたし。いらない子だったんだ……」

　アビゲイルは滲にじんだ声で呟くと、その場にしゃがみこみ、両手で顔を覆おおって華きや奢しやな肩かたをか細く震わせ始めた。

　自分が空っぽになっていく──その感覚だけが全身を支配していた。




　翌朝、ロキが目覚めると、荷台にアビゲイルの姿はなかった。

　代わりに残されていたのは一枚の紙きれ。

「？　なんだこれ……」

　寝ねぼけ眼まなこで拾い上げると、紙面に目を落とした。その瞬しゆん間かん、体内にわだかまっていた眠ねむ気けは一瞬で吹ふき飛んでいった。

　そこにはこう書かれていた。

『あたしにはもう、パーティにいる資格がないので辞やめることにします。皆、今まで本当にありがとう。ばいばい』

　それは、別れを告げる言葉。

　丸っこい文字の書かれた紙面には、雫の跡あとが残っていた。




　アビゲイルがいなくなった──パーティから抜ぬけてしまった。

　ロキは置き手紙を読むなり、すぐ宿屋にいる皆に知らせにいった。

　一階のロビーには勇者も含めた全員が集まっている。

「アビゲイルさんが……そんな、どうして……」

　サラは知らせを聞いて、信じられないという表情を浮かべていた。

　ルミナもファナも同じ気持ちのようだった。

　事情を知らない彼女たちからしてみればそうだろう。ほとんど何の前まえ触ぶれもなくアビゲイルがパーティを辞めてしまったのだ。

「ゆ、勇者様。何か知りませんか？」

　サラがソファで頰ほお杖づえをついていた勇者を見やる。勇者はその視線を受けると、気だるい雰ふん囲い気きを漂ただよわせながら呟つぶやいた。

「……そういや昨夜、俺の部屋に押しかけてきたっけな。加護が使えなくなったとか何とか言ってやがったが」

「「え？」」

　ロキとサラは同時に声を上げていた。アビゲイルは勇者に加護を使えなくなったことを打ち明けていたのか？

「それで」とロキは言っていた。「それで勇者は何て答えたんだ」

「加護なんざ必要ねえって言ってやった。んなもんはなくても、俺にとっちゃ何の問題もねえってな」

　その瞬間、ロキは全すべてを理解した。アビゲイルがいなくなった理由、パーティにいる資格がなくなったと思った理由を。

「アビゲイルは……自分に存在価値がないって思ったんだ。勇者に加護なんて必要ないって言われたから。アビゲイルはずっと、素すの自分には価値がないって……だから神様の加護を受けたんだって言ってたから……」

　孤こ児じだったアビゲイルは、自分には生きる価値がないと思っていた。だからその思いを払ふつ拭しよくするために、誰かに必要とされて自分の価値を得るために、神様の加護を受けようと思ったのだと言っていた。

　神様の加護を拠より所どころにしている、それだけを自分の価値と置いている、そんな人がもし力を失ってしまったら。その力自体を、必要ないと否定されてしまったら。

　彼女にはもう、何も信じられるものがなくなってしまう。

　存在価値を完全に失ってしまう。

　だからアビゲイルはパーティを辞めてしまったんだ。

　今の自分はパーティの役には立てないと、皆といっしょにいる資格なんてないと、そう思ってしまったから。

「アビゲイルさんがそんなに思いつめてらしたなんて……」

　なぜ、気づくことができなかったんだろう。

　いつも明るいアビゲイルの、誰よりも繊せん細さいで脆もろい部分に。

　昨夜ゆうべ、アビゲイルがロキに向かって声を荒あらげたことを思い出す。

　──あのとき、僕は気づかないといけなかった。気づいて、彼女の気持ちに寄り添そってあげなきゃいけなかったんだ。

「今からでも間に合います！　アビゲイルさんを連れ戻しましょう。恐らくまだそんなに遠くへは行っていないはずです」

　サラの呼び掛かけに、ルミナやファナも頷うなずいた。ソファに座っていた彼女たちが腰を浮かせようとしたときだった。

「放ほうっておけばいいじゃねえか」

　勇者が一人、ソファに頰杖をついたままそう言った。

「僧そう侶りよなら、いくらでも替かえがいる。何もあいつに固こ執しゆうする必要はねえ。旅先で適当に拾っていけばいいだけの話だ」

「……勇者。お前、本気で言ってるのか？」

「ああ」

「アビゲイルは駒こまじゃない！」

「駒だよ。奴やつも、てめえらもな」

　勇者は言った。

「俺以外の人間は全員、替えが利く。そいつが使い物にならなくなりゃ、その度たびにまた別の奴を連れてくればいいだけだ。駒は使い捨てすりゃあいい」

「……あんたって、本当に最低ね」

　ルミナが忌いま々いましげに呟いた。

「このパーティは、俺さえ残ってりゃどうにでもなる。てめえらは特別な人間でも何でもねえ。いくらでも替えが利くんだよ」

「……替えなんて利くもんか」

　ロキは言った。

「……誰一人、替えが利く人なんていない。いるはずがない。アビゲイルはアビゲイルにしかない価値があるんだ！」

「そうですよ！」

　サラが胸に手を置いて、訴うつたえかけるように言った。

「私たちは皆、心を持った一人の人間です。だからこそ、私はアビゲイルさんと共に旅をしたいんです。彼女の人を明るくする人ひと柄がらが好きだから。他ほかの誰でもない、アビゲイルさんでなければダメなんです！」

「僕だってそうだ。アビゲイルといると楽しいし、元気が貰もらえるから」

「……ま、あんなビッチ僧侶でも、いなくなると寂さびしいわよね。パーティに一人くらい道どう化けがいないとつまんないもの」

「……あなたも大たい概がい、道化」

「な、なんですって！」

「……しまった。失言」

「むきーっ！」

　ルミナがファナの頰ほおを引っ張ってわちゃわちゃとしているのを尻しり目めに、

「……バカが。てめえらは何も分かっちゃいねえ」

　勇者はそう、忌々しげに吐き捨てる。

「……仲間ってのは、情で成り立ってるわけじゃねえ。余計な私情はパーティを全ぜん滅めつに導くこともありうるんだぞ」

　その鋭するどい視線がサラを射い貫ぬく。「……てめえなら分かっているはずだ」

「……はい。重々、承知しています」

「その上でなお、奴を連れ戻もどしたいってのか」

「はい」

　サラは力強く頷いた。

「これは私情ではなく、総意です。……勇者様以外の。アビゲイルさんがパーティから脱だつ退たいしてしまえば、今後の私たちの士気に関かかわります。それは勇者様にとっても喜ばしくない状じよう況きようのはずです」

　ロキも、そしてルミナやファナも勇者の顔をまっすぐに見み据すえる。

　全員が全員、年ねん齢れいも違ちがえば素す姓じようも違う。

　けれど、今、思っていることは同じだった。

　──アビゲイルを連れ戻す。彼女はこのパーティに必要だから。

「……今日は俺も、女との約束があったからな」

　勇者はやがて低い声で呟くと、ソファから立ち上がった。宿の扉とびらへ向かい、外へ出る前に立ち止まって背を向けたまま言った。

「……明日の朝だ。明日の朝、ルートポートの町を発たつ。それまでならてめえらが何をしようと知ったことじゃねえ。ただ、期限までにアビゲイルが戻らなければ、そのときは切り捨てて置いていく。それでいいな」

「……勇者様！」

「勝手にすりゃあいい。俺には関係のない話だ」

　勇者はこちらを一度も振ふり返ることなく、宿を出て行った。宿のロビーには勇者以外のパーティメンバーが残される。

「……アビゲイルさんを捜さがしましょう」

　サラが言った。

「まだ、そんなには遠くへ行っていないはずです」

　ロキも含ふくめた全員が、頷いた。




　朝から昼にかけて、ルートポートの町をくまなく捜し回ったものの、アビゲイルの姿を見つけることはできなかった。

　やはり、もう町を出てしまったのかもしれない。

　ロキが露ろ店てんの人に話を聞いて回っていると、夜中、町を発つ商人の馬車に乗せてもらう金きん髪ぱつの女を見た、という情報を得た。どうやら当たりのようだ。だが、その馬車がどこに向かったのかということまでは分からなかった。

「この付近には、三つほど村がありますね」

　酒場で皆みんなと合流したあと、サラがテーブルに地図を広げて言った。

　ルートポート付近に位置している村々を順々に指差していく。

「一つはここから西に行ったところにあるサザランド。そして北にスフェア、北西にはギドルという村があります。昨夜町を発ったとなると、この三つの村のいずれかを経由する可能性が高いかと思われます」

「ふぅん……三さん択たくってわけね」

　ルミナが腕うで組ぐみしながら呟く。

「ファナ。あんた、盗とう賊ぞくなんだし。ダウジングとかできないわけ？」

「……むり」

「使えないわねー」

「……あなたこそ、魔ま法ほうで探知できるのでは？」

「まあ、一応はできるけど。予あらかじめ標的にマーキングしとく必要があるから。あたしアビゲイルには何もつけてないもの」

　ルミナとファナがそんなやり取りをしている中で、

「ギドルだと思う」

　ロキが地図の一点を指差し、はっきりと言った。

「……どうしてそう思われるのですか？」

「ここは魔王軍の襲しゆう撃げきに遭あった村だから。アビゲイルなら自分に何かできることがあるんじゃないかって思って向かうんじゃないかな」

　誰だれかの役に立ちたい。必要とされたい。

　アビゲイルならまずそう考えるはずだ。東大陸の件もある。魔王軍によって虐しいたげられた人々を放ってはおかないだろう。

「確かにそうかもしれません」

「けど、ここからだと結構距きよ離りがあるよね。アビゲイルは馬車だけど、僕たちは徒歩で移動しないといけないし……」

「では、私たちも馬車を使いましょう」

「え？　いいのかな？　勇者に断りもなしに……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。明日の朝までに帰ってくれば」

「こんなことを言うのはおかしいかもしれないけど」

　ロキはそう前置きしてから言った。「……もし、間に合わなかったら？」

「そのときは、全力で謝罪しましょう」

　サラが何でもないことのように微笑ほほえんだ。彼女は温和そうに見えて、実際にはかなり肝きもが据すわっているらしい。

　さすが、一流の剣けん士しというだけのことはある。




　御ぎよ者しや台だいに座ったサラが馬の手た綱づなを引き、ギドルへと馬車を走らせる。

　穏おだやかな草原をしばらく行き、目的地であるギドルが見えてきたのは、山並みから夕ゆう陽ひが見える頃ころになってからだった。

「酷ひどいな……」

　幌ほろから顔を出したロキは、思わず呟つぶやいた。

　草原にぽつんと見えるその村は本来、四方を板の柵さくで囲まれているはず──だったのだが現在全すべて柵はなぎ倒たおされていた。

　家は破は壊かいされ、畑は荒あらされ、そこら中に焦こげた瓦が礫れきの山が積まれている。

　夕焼け空の下に沈しずむ村は、ほとんど壊かい滅めつしてしまっていた。夜になって闇やみが立ち込めれば魔物の棲すみ処かと言われても納なつ得とくしそうな廃すたれっぷりだ。

　魔王軍の襲撃というものは、まるで容よう赦しやがない。全てを破壊しつくす。

　──僕の故郷ふるさとも勇者が来ないと、こうなってたかもしれない。

　ロキはそう思うと、背筋がぞくりと冷たくなった。

　馬車を降りて村の中へと足を踏ふみ入れる。まだ生き残りはいるらしく、焼け残った家屋からいくつかの人ひと影かげが覗のぞいた。いずれも青年や、中年以上の男性だった。心身ともに磨ま耗もうしているせいか目の奥に光がない。どこか退たい廃はいした雰ふん囲い気きを纏まとっている。

　ロキはアビゲイルの姿を捜さがす。

　彼女なら必ず、この場所に来ている。そんな確信があった。

「だ、大丈夫ですか!?」

　そのとき、サラの声が響ひびき渡わたった。

　見ると、道に横たわっている男を、サラが介かい抱ほうしていた。男の腹部には刃は物もので付けられたであろう切り傷が刻まれている。

「いったい、何があったんですか？　もしかして魔物が──」

　サラが問いかけると、男は静かに首を横へ振った。出血は止まらず、傷口から体外へと命が流れ出していく。

「……違う。奴やつらが……」

「奴ら？」

「……山さん賊ぞく団だ。奴らが村を襲おそって……女や子供たちを……」

「えっ」

　それは行く先々で耳にしてきた話。

　魔物の襲撃で弱った村や町を襲う、山賊団。極ごく悪あく非道のそいつらは、この村にも襲ってきていたのか。

「……奴ら、村の女子供を根こそぎ攫さらっていきやがった。奴ど隷れいとして貴族どもに売り飛ばすために。……止めようとした男連中は皆、この有り様だ……」

　男は弱々しく、自じ嘲ちようするように笑った。

「……奴ら、人間じゃねえよ。こんなこと、人間のやることじゃねえ……悪魔か何かに取り憑つかれてんだ……きっと……」

「……これ以上喋しやべると、傷口に障さわります。ファナさん。応急処置の道具を」

「……了りよう解かいした」

　サラはファナに荷台から持ってこさせた薬草と包帯を手にすると、男の傷口に応急処置を施ほどこし始めた。しかし慣れていないのか、不器用なのか、手つきがたどたどしい。包帯を巻こうとしてもほつれて上う手まく巻くことができない。

「……あ、あれっ？　おかしいですね。ここをこうすれば……」

「サラ。僕が代わりにやるよ」

　ロキは男の腹部に包帯を巻きながら、なぜだか嫌いやな予感を覚えていた。それは曇くもりの日の湿しつ度どのように体内でむくむくと膨ふくれ上がっていく。

　アビゲイルの姿はこの村には見当たらない。荷台を発ったのは昨夜だから、時間的にはとっくに到とう着ちやくしていてもおかしくないはずだ。もしかして彼女はギドルの村の事情を知らなかったから向かわなかったのか？　それならばいい。

　でも、もしかしたら……。

「あの」

　ロキは疑念を払ふつ拭しよくするために男へ尋たずねる。

「……ここに、金髪の女の子は来ませんでしたか。僧そう服ふくを着た、身なりの派手な子なんですけど」

　男と目が合った。弱々しい瞳ひとみで、けれど、しっかりとこちらを見ている。その奥にある光が一いつ瞬しゆん揺ゆらいだ。何か知っている。そういう反応だった。

「……ああ」男はやがて呻うめくように呟いた。「来たよ。僧そう侶りよの子だろ。今朝、何か役に立てないかって訪ねてきてな。魔物に壊こわされた柵を直したり、瓦礫を取り除いたり。甲か斐い甲が斐いしく働いてたよ。教会が見捨てた俺たちを、あの子は……」

　やっぱり、と思った。やっぱりアビゲイルはここに来ていたんだ。彼女は困っている人を放ほうっておけなかった。見捨てられなかった。

「それで今、アビゲイルはどこに……」

　山賊団に村を襲撃され、怪け我が人たちが続出している今こそ、アビゲイルが一番活かつ躍やくするべき場面のはずだ。たとえ神様の加護がないにせよ、人々の心に寄り添そい、挫くじけた心の支えになるのが僧侶の役目。にも拘かかわらず、アビゲイルの姿は見当たらない。

　悪い予感を増ぞう幅ふくするように、男は表情を歪ゆがめた。唇くちびるを嚙かみ締しめ、こみ上げてくる無念さから逃のがれるようにロキから目を逸そらして言う。

「連れ去られちまった……村の女子供といっしょに」

「──っ」

　薄うす々うす勘かん付づいていたこととはいえ、すぐには吞のみ込めなかった。

　アビゲイルが連れ去られてしまった──

「そ、そんな……」「噓うそでしょ？」

　ロキも、そして他ほかのメンバーも動どう揺ようを隠かくし切れなかった。

　それでもロキは何とか声を絞しぼり出して尋ねる。

「あの、そいつらは……山賊団はどこへ向かったんですか」

「……アジトに帰ったよ」

「そのアジトの場所を教えてください。僕たちが助けに行きます。山賊団を倒して皆を連れ帰ってきます」

　ロキだけじゃなく、サラやルミナやファナまで揃そろっているのだ。

　山賊団程度、相手にもならないだろう。

　しかし、

「……無理だ」

　男はそう言って、首を横に振ふった。

「どうしてですか！」

「……奴らは襲撃を警けい戒かいして、隠れた場所にアジトを構えているんだ。だから俺たちは奴らの居場所を知らない……」

「……ってことは」

「……彼女たちは助けられない。……いかにあんたたちの腕が立っても、場所の分からない相手は倒せないだろう……？」

「そんな……」

　居場所の分からない者は、倒しようがない。

　アビゲイルは助けられない──

　それはロキたちにとって絶望的な宣告だった。




　今が朝なのか、夜なのかも分からなかった。時間の感覚がなかった。

　アビゲイルは周囲の様子を見回す。暗くら闇やみに包まれた地下室、石階段の先にある木製の扉とびらの隙すき間まからは僅わずかに光が漏もれている。山賊たちの馬ば鹿か騒さわぎの声が聞こえる。

　それなりの広さがある長方形の空間にはアビゲイルの他に、村から攫われて連れてこられた女性や子供たちが閉じ込められていた。

　襲撃は突とつ然ぜんのことだった。

　アビゲイルがギドルの村へたどり着き、魔王軍の襲撃によって破損した村の復興を手伝っていたまさにそのとき、彼らはやってきた。山賊団は修しゆう繕ぜんした柵をなぎ倒すと、欲よく望ぼうのまま力を振りかざして暴れまわった。なすすべもなかった。

　女子供は全て攫われ、アビゲイルもまた同じように馬車に乗せられた。暗い荷台で身を寄せ合って揺ゆられているうち、このアジトへとたどり着いた。山奥に人目から隠れるようにしてひっそりと建てられた場所だった。

「うぅ……やだぁ……おうち帰りたいよぉ……パパぁ……」

　アビゲイルの背後から、すすり泣く声が聞こえてくる。

　振り返ると、泣いていたのはまだ年とし端はもいかぬ少女だった。石いし畳だたみに座り込み、弱々しい嗚お咽えつを漏らしている。

　この場にはすでに成人して落ち着いた女性の姿もあったが、誰だれも少女に声を掛かけようとする者はいなかった。他者のことを心配する余よ裕ゆうなどなかった。誰もが皆みな、自分に待ち受けている暗い未来を憂うれうことで精せい一いつ杯ぱいだった。

　自分たちはこの後、貴族の奴隷として売り飛ばされてしまうのだろう。首輪に繫つながれた人権を踏みにじる生活が待ち受けている。

　地じ獄ごくのような労働に従事させられ、散々尊厳を踏みにじられ、最終的にはゴミのように捨てられてしまう。

　どう前向きに考えてみても、明るい未来ではなかった。

　アビゲイルは内心、怖こわくて仕方がなかった。今まで修道院で箱入りだった彼女は世の中のありとあらゆる悪意を知らない。人を傷つけること、嬲なぶること、殺すことに愉ゆ悦えつを覚えるような人種がいることを知らない。

「……大だい丈じよう夫ぶ。きっと、大丈夫だかんね」

　アビゲイルは泣きそうになるほどの恐きよう怖ふに襲われながら、しかし、そうはせずに気き丈じような笑えみをもってして少女に声を掛け続ける。

　自分には、勇者のような、サラのような、ルミナのような、ファナのような現状を打開できるほどの圧あつ倒とう的な力はない。

　だからこそせめて、できることをしたかった。

　そのとき、乱暴に扉が開けられた。

　助けだろうか──というアビゲイルの淡あわい願いは無残にも打ち砕くだかれた。

　二人の男が石階段をゆっくり下りてくる。

　細身で長身の男の隣となりに、粗そ暴ぼうで大おお柄がらな男がついている。要人と警護、纏っている品性も雰囲気もまるで違ちがっていた。

　アビゲイルは大柄の男が山賊の頭領であることを知っていた。村で山賊団が襲い掛かってきたとき、あの男が指揮を執とっていたのを見たからだ。

　だが、前者の男は見覚えがない。

「今回もまた、上手くいきましたねぇ」

　どことなく品位のある細身の男が、捕とらえた女子供を眺ながめて満足気に言った。

　張り付けたような笑みが特とく徴ちよう的な男──彼が纏っている高級そうな装そう飾しよくのついた衣服には見覚えのある紋もん章しようが刻まれていた。記き憶おくを辿たどって、思い出す。あれは確かラムダ王国のものではなかったか。

「魔ま物ものたちを町村に誘ゆう致ちし、滅ほろぼさせた上で女子供を拉ら致ちする。残った村の者たちには抵てい抗こうされることもなく、易やす々やすと奴隷を得られる。魔物も上手く利用してやれば立派なビジネスの道具になるのです。私の計画に狂くるいはありません」

　彼の細く歪められた目に、邪じや悪あくな光が過よぎる。

「……それだけにラムダ王国の件は誤算でした。まさか勇者がいたとは。奴の邪じや魔まさえ入らなければ計画は完かん璧ぺきだったはずなのに……」

　やはりそうだ。

　目の前の彼がラムダ王国に眷けん属ぞくを引き入れ、勇者に計画を阻はばまれて行方ゆくえを眩くらました山さん賊ぞく団の元もと締じめである大臣なのだ。

　だとすれば状じよう況きようを打開することができるかもしれない。彼は勇者に一度自身の計画を潰つぶされているのだから。

「……実はあたし、勇者パーティなんだよね」

　アビゲイルは恐怖を堪こらえながらもそう吹ふっかけた。

「ざ、残念でした。もうすぐ勇者っちたちが迎むかえに来るから。皆のことを解放してごめんなさいするなら今のうちだかんね」

「……ほう。あなたが勇者パーティですか」大臣は目を見開いた。「だとすればなぜ一人で単独行動を？」

「み、皆はそのとき、たまたま村の外に出かけてたの」

「……ふむ。そうですか。なら問題ありませんね」

「え？」

「我々のアジトは人目を忍しのんだ場所にありますから。いかに彼らが手て練だれといえど場所が分からないところに乗り込んではこられない」

　それに、と続ける。

「私は、あなたを勇者パーティだと信じていない。……仮にも英えい雄ゆうとされる者の一味があれほど楽に確保されるとは思えない。あなたはまがい物だ」

「……っ」

　まがい物、という言葉はアビゲイルの心を穿うがった。

　確かにその通りだった。他のメンバーたちとは違い、アビゲイルは自身が勇者パーティの一員たる才能を持っているわけではなかった。

　全すべて借り物。それでさえ、必要ないと言われてしまった。

「それに、仮に救出しにきたとしても、ここには三十人近い山賊がいます。たかが五人程度相手にもなりませんよ」

　大臣はくくっと笑しよう声せいを漏らしたあと、

「……しかし、念には念を入れておきましょうか。ちょうど、活いきのいい奴ど隷れいを三人ほど求めている貴族がいましてね。あなたを売りに出します」

「……っ」

「大丈夫ですよ。人間とは慣れる生き物なのですから。一ヶ月もすれば、何も考えずに済むようになりますよ」

　もっとも──と大臣は薄うす笑えみを浮うかべた。

「その頃ころには、人間ではなくなっているでしょうが」

「俺がこいつを連れて行きます」

　大臣の隣に立っていた山賊の男が言った。アビゲイルに迫せまったところで、反はん撃げきの靴くつ裏うらをみぞおちへとお見み舞まいされる。

「さ、触さわんないで！　お触りはほんと、ＮＧだから！」

「っ！　こ、こいつ……抵抗してきやがった」

「活きがいい証あかしですよ。ただ、暴れられて怪我でもされると面めん倒どうだ。少しの間、眠ねむっておいてもらいましょう」

「分かりました」

　山賊の太くて無骨な腕が、アビゲイルを捕とらえようと伸のびてくる。そこから逃のがれるように石畳を這はいつくばる。ただ狭せまい地下室では逃にげ場がすぐになくなる。隅すみに追い詰つめられてしまった。

　もうダメだ──そう思った瞬しゆん間かん、アビゲイルが思い返したのは、あの日迷いの森でロキと交かわした約束だった。迷いの森で魔物の群れに囲まれたとき、彼は言ってくれた。自分が死の淵ふちにいるにも拘かかわらず、はっきりと告げてくれた。

　──僕が君を絶対に守るから、と。

「……ロキっち」

　アビゲイルの口からは、自然とそう言葉が漏れていた。

「……ロキっち……助けて……！」

　本当に助けが来ると思っていたわけじゃない。

　それは祈いのりだった。

　アビゲイルは、神ではなく、彼との約束に縋すがった。必ず守ると、助けると、そう言ってくれた彼のことを想おもった。

　そうすればこの後に待ち受ける地獄にも耐たえていける。

　希望をなくすことなく生きていける。そう思った。

「うわあっ！　な、なんだお前らは!?」

　そのとき、外の方から騒さわがしい音が聞こえてきた。

　野太い怒ど声せい。

　争うような音。悲鳴。

「……騒がしいですね」

　大臣が怪け訝げんそうな表情を浮かべたときだった。

　扉が乱暴に開いて、山賊たちが悲鳴と共に石階段を転げ落ちてきた。

　アビゲイルははっとしたように顔を上げた。闇やみの底から石階段の先、開いた木製の扉の手前には小さな人ひと影かげが立っていた。

　布の服を着たその人物は、左ひだり腕うでに包帯を巻いている。

「なんで……どうしてここに……」

　思わず声が洩もれた。

　彼は言った。

「言っただろ。絶対、守るって」

　噓うそつきなんかじゃなかった。

　君を守る。

　ロキはその約束を果たしにきてくれたのだ。




　何とか間に合った──

　本当に、本当にギリギリのところだったけれど。

　ロキは石階段からアビゲイルを見下ろしながら、そう思った。

「ふむ……おかしいですね」

　大臣の男はロキを見上げながら、感かん嘆たんしたように呟つぶやいた。

「このアジトの位置は巧こう妙みように隠かくしていたつもりなのですが」

「僕たちの仲間には、鼻が利きく盗とう賊ぞくがいるからね」

　アジトを発見できたのは、ファナの嗅きゆう覚かくの賜たま物ものだった。彼女はアビゲイルの匂においを追つい跡せきしてこの場所を突つき止めた。

「罪のない人たちを攫さらって、売り物にして。僕たちの仲間まで──お前のしてることは許されることじゃない。僕がここで打ち倒たおす！」

「許す、許されるは関係ない。倒せるか、倒せないかの問題でしょう。見るところ勇者の姿は見当たりませんが……なら、恐おそれるに値あたいしない」

　大臣が目配せをすると、隣にいた山賊の頭領が頷うなずいた。剣けんを抜ぬくと、跳ちよう躍やく──石階段を一気に飛び越こえて襲おそい掛かかってきた。

　袈け裟さ懸がけの要領で、剣を交差させながら振ふり下ろしてくる。

　ロキは右手に握にぎった剣で、それらを受け止めた。

「……っ！」

　体重の乗った、重い一いち撃げきがびりびりと伝わってくる。

　折れた左腕の骨が痛みで鳴った。

　思わず歯の隙すき間まから呻うめき声が漏もれ出る。

「ふははは！　遅おそいぞ！」

　怒ど濤とうの勢いで繰くり出される剣けん戟げきを、すんでのところで捌さばき続ける。

　剣と剣が交差する度たび、痛みで頭の芯しんが揺ゆれる。

　手数の差もあって、防戦一方、攻こう撃げきに転じることができない。

　──くそっ。両腕が使えれば、こんな奴やつ……。

　山賊の腕前は大したものだ。

　けれど、両腕さえ使えればロキにだって充じゆう分ぶん渡わたり合えるはずだ。

　ただ、折れている左腕が攻撃を受けるたびに痛みを発する。これじゃまともに戦うことなんてできない。

　──せめて一いつ瞬しゆん。一瞬だけでも隙すきを作ってくれれば。

　そうすれば、逆転することも可能かもしれない。しかしそこは手練れ、巧たくみな剣捌きで付け入る隙間を与あたえない。

　じりじりと後退しているうち、背中が石いし壁かべへとぶつかった。

　追い詰められる。

「どうやら、ここまでのようですね」

　大臣はその光景を見て、愉ゆ悦えつに口元を歪ゆがめる。

「片手にしてはよく粘ねばったほうですが……」

「……くっ！」

　背は壁で逃げられない。

　この間合いじゃ、魔法を唱えるだけの時間もない。

　万ばん事じ休すだ。

　切りかかってくる。

　迎え撃うとうとして剣を構えた──瞬間、ロキの前に障しよう壁へきが展開された。濃こい光の集合体であるその壁は、振り下ろされた剣戟を跳はね返す。

「な、なんだこれは……！」

　山さん賊ぞくの頭領が目を驚おどろきに見開く。

　けれど、ロキにはその答えが分かっていた。

「ロキっち！」

　アビゲイルが叫さけぶ。

　前にかざした両手は祝福の光に包まれていた。

「戻もどった！　あたし、加護が戻ったの！」

　やっぱり。

　そういうことだったのか。

　加護はルートポートに滞たい在ざいしていた三日間では戻らなかった。そして今、ようやくアビゲイルの下もとに戻ったのだ。

　あるいは──彼女の強い思いが呼び戻したのかもしれない。

　とにかく、これでいける！

「ロキっち、チャンス！　やっつけちゃって！」

「うおおおおおおおっ！」

　残った力を限界まで振り絞しぼり、渾こん身しんの突きを繰り出す。大気を裂さき、一本の線を描えがいた剣先はのけぞった頭領の男の腹部を貫つらぬいた。
















「ぐぅっ……！」

　確かな、それでいて嫌いやな手ごたえ。

　頭領の男はその場に崩くずれ落ちると、前かがみになり、血ち反へ吐どを吐はいた。白目を剝むき般はん若にやのような形相で、ロキを睨にらみ付ける。

「おぉぉぉぉぉぉぉ……」

　恐ろしいまでの執しゆう念ねん。

　しかし、呻き声を上げて最後は地面へと伏ふせた。

「ふぅ……何とか勝てたか」

　ロキはそれを見届けてから、額の汗あせを拭ぬぐう。危なかった。アビゲイルの加護がなかったら確実にやられていただろう。

「そ、そんなバカな……く、くそっ」

　大臣は顔を苦く悶もんに歪めていたが。やがて卑ひ屈くつな笑みを浮かべると、隙を縫ぬうようにしてその場から逃げ出した。

「あっ！　ロキっち、あの人、逃げてっちゃう！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　彼が石階段を上り、扉とびらを抜けていったところで、悲鳴が聞こえた。

「ロキさん！」

　石階段の先にある扉から、サラたちがなだれ込んできた。

「外にいた山賊たちは全員、片付け終わりました！　残っているのは地下室にいる者たちだけです！」

「こっちも今、終わったところだよ」

　ロキは振り返ると、笑えみを浮うかべる。

　石階段を下りてきたサラたちと共に、アビゲイルの下もとに向かう。

「アビゲイル、大丈夫？　怪け我がとかしてない？」

「どうして……？」

「え？」

「どうして……皆みんな、あたしを助けに来てくれたの？」

「そりゃ、だって、仲間だから」

　ロキは頭をぽりぽりと搔かいた。

「助けるのは、当たり前のことじゃないか」

「……でも、あたし皆と違ちがって何にもできないし。唯ゆい一いつの取り柄えだった加護も勇者っちにはいらないって言われちゃったのに……」

「加護とか、そんなのは関係ないんだ」

　ロキはまっすぐアビゲイルを見て言った。

「僕たちには、アビゲイルが必要なんだよ」

「え……」

「君といると、元気が貰もらえる。パーティが明るくなる。……君は自分が思うよりずっと価値のある人間だと思うよ」

「そうですよ」

　サラが笑顔で頷いた。

「それにアビゲイルさんの加護があるからこそ、私たちは自信を持って戦うことができるんです」

　アビゲイルは信じられないというふうに、瞬まばたきを繰り返していた。

　ロキは笑みを浮かべると、手を差し伸のべる。

「……アビゲイル。どうか、パーティに戻ってきて欲しい。これからも僕たちに君の力を貸して欲しいんだ」

　サラも、ルミナも、ファナも、微笑ほほえみながら頷いた。

　アビゲイルは目を見開くと、口元を手で押さえる。じわりと目に水の膜まくが浮かび、次の瞬しゆん間かんにはボロボロとあふれ出した。大おお粒つぶの涙なみだが頰ほおを滑すべり落ちていく。

　嗚お咽えつが洩もれる。

「あれ？　僕、何かまずいこと言ったかな……」

「ううん。違うの。そうじゃないの……」

　おろおろとするロキを尻しり目めに、アビゲイルは泣きじゃくり続ける。今までずっと堪こらえていたものを吐き出すかのように。

　止やむことなく、泣き続ける。










エピローグ




　朝あさ陽ひが照らす海の上を、カモメの群れが気持ちよさそうに旋せん回かいしている。

　目覚めたばかりの町の市場はすでに活気で溢あふれていた。

　東大陸に渡るための船が出航するまでの時間、ロキとアビゲイルは海が見える高台へとやって来ていた。

　二人は胸ほどの高さの石いし垣がきに両腕を預けて海を眺ながめる。

　頰を吹ふき抜ぬける潮風が気持ちいい。

「はー。ほんと、間に合ってよかったねー」

「うん。遅おくれてたら、勇者に殺されるところだったよ」

　ロキたちはあのあと、大急ぎで馬車を飛ばしてルートポートへ帰き還かんした。そのおかげで何とか時間に間に合った。

　間に合わなかったらいったいどうなっていたのか。

　考えるだけで恐おそろしい。

「にしても、あの山賊団に懸けん賞しよう金が掛かってたなんてね。奴らを捕つかまえて二千ゴールドも貰えるなんてラッキーだったよ」

　極ごく悪あく非道な行いを繰くり返していた山賊団には懸賞金がかかっていて、捕まえたロキたちには懸賞金が支し払はらわれたのだった。

「……ロキっち、ほんとによかったの？」

「何が？」

「……稼かせいだお金、全部あたしにくれるなんて」

「うん」とロキは頷うなずいた。「僕のお金をアビゲイルが受け取れば、所持金が一万ゴールドを超こえるだろ。そうすれば一軍に上がれるじゃないか」

「でも……」

「エロア草を見つけられたのも、バザーで売り捌さばくことができたのも、全部アビゲイルがいてくれたおかげだよ。受け取る権利はあると思う」

　いや、と言い直した。

「受け取って欲しいんだ。アビゲイルに」

　ロキが微笑みかけるのと、アビゲイルがこちらを見たのはほとんど同時。

　二人の目がばっちり合った瞬間、

「……っ～」

　アビゲイルは顔を真っ赤にし、慌あわてて目を逸そらした。胸に手を置き、すーはーと深呼吸を繰り返している。

「あ、あれ？　男性が苦手なのは治ったんじゃなかったの？」

「……う、うん。ちょっとは治ったと思うけど……」

「いや、全然治ってないじゃないか」

　そもそも女顔のロキは意識せずに済むと言っていたはずだ。

「こ、これはその……苦手とかじゃなくて……むしろ逆っていうか……」

「え？」

　アビゲイルは向き直ると、上うわ目め遣づかいでロキを見つめる。前まえ髪がみを指先で弄いじり、そわそわと落ち着きのない仕草。

「あー……えっと……あのね？　最近ロキっちといたら、胸がぽかぽか温かくなるっていうか……変な気持ちになるっていうか……あたし、今までこんなふうになったことなんてなかったからびっくりしてて……でも、たぶん、これがどーいうことなのかっていうのは薄うす々うす分かってて……」

「？」

「だ、だからっ！　その、つまり……あたしは……ロキっちのことが……」

　アビゲイルはごくりと喉のどを鳴らし、唇くちびるを震ふるわせながら言葉を紡つむごうとする。しかし詰つまったのか中々出てこない。

　彼女は俯うつむくと、両手の人差し指を合わせながら葛かつ藤とうしていた。

　やがて、うーっ、と唸うなり声を上げたあと、

「……や、やっぱ、なんでもないっ！　忘れて！」

　胸の前で両手をばたばたと振ふって、うやむやにしようとした。

「ええっ。何だよ。気になるよ」

「今はまだ、ひみつ！　旅が終わったら、そのときに教えたげる」

「なんでだよ。別に今でいいじゃないか」

「今だとまだ、早過ぎるから」

　アビゲイルはそう言うと、勢いよく駆かけ出した。顔色が窺うかがえなくなるほど遠くへ行ったところで振り返ると、

「ロキっち！」

　透すけるように青い空の下で、口元に手をあてて叫さけんだ。

「旅が終わるまでにあたし、もっともっと頑がん張ばるから！　自分に自信を持てるようになるように頑張るから！　皆の役に立つためにうんと努力して、かわいくなって、加護なんていらなくなるくらいになるから！　だから……旅が終わって、自分に自信が持てるようになったとき、改めてもう一回言わせて！　それまで待ってて！」

　言い切ったあと、アビゲイルはロキをまっすぐに見た。その表情は憑つき物が落ちたように晴れ晴れとしていた。

「……分かった。待ってるよ」

　アビゲイルが何を言おうとしていたのか、気にならないと言えば噓うそになる。けれど彼女が自ら教えてくれるそのときまで、ロキは待とうと思った。

「あ！　ロキっち、ヤバい！」

「えっ？」

「船、来ちゃった！　皆、もう船着場に集まってる！」

「ええっ!?」

「このままじゃ置いてかれちゃう！」

　アビゲイルが弾はじかれたように駆け出した。

「ロキっち、早く早く！」

「ま、待ってよ！」

　ロキは慌てて走り出す。

　今回、また一軍に上がるチャンスを逃のがしてしまった。

　もったいない──という思いがなくもない。

　でも、構わない。

　一軍に上がるよりも価値のあるもの──

　大切な仲間の笑顔を守ることができたのだから。

　空は雲ひとつなく、海はキラキラと輝かがやいている。

　船の出港時間が近づいていた。










　　　あとがき




　お久しぶりです。布ふ施せ瓢ひよう簞たんです。

『勇者のパーティで、僕だけ二軍!?』の二巻が無事に発売されました。二巻を出すというのは目標の一つだったので、素す直なおに嬉うれしいです。新人賞に投とう稿こうしているときは一巻分の話しか書いたことがなかったので、物語の二巻を書く筋肉がついていないのではと危き惧ぐしていましたが無事に書き上げることができました。あとがきも一巻のころに比べるとスムーズに書けるようになりました。人間、何でも慣れるものですね。

　ちなみに二巻の内容ですが、お金がなくなったからパーティ全員でお金を稼かせぐぜ！　というような感じになっております。とは言え殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きではなく、わいわいがやがや楽しくやってますのでお楽しみいただけるのではないかと思います。ロキの女装やアビゲイルのバニーガール姿があるのでイラスト的にも良い感じです。

　ところでバニーガールっていいですよね。

　バニーガールの衣い装しようはうさぎをモチーフにしているらしいのですが、なぜうさぎがモチーフなのかというと、うさぎは一年中発情期だということの連想からで、「自分はいつでも男性を受け入れる準備ができている」という暗あん喩ゆからだそうです。（ウィキペディアから引用）。

　誰だれがそんなことを思いついたのかは分かりませんが間ま違ちがいなく男性の思考でしょうし、思いついた瞬しゆん間かんは、「ぐへへ」と笑っていたことでしょう。天てん啓けいを得た、という感じだったかもしれません。同じ人間でも落ちてきたリンゴで万有引力の法則を思いついたニュートンのような人もいれば、うさぎが一年中発情期だというところからバニーガールの衣装を思いつく人もいます。どちらが偉えらいとかそういうことではなく、後の世まで残って誰かの役に立っているのだから、ニュートンもバニーガールの衣装を思いついた人も同じくらい偉い大だいなのだと思います。

　ただ、僕個人の意見としてはバニーガールの衣装が確立されたことでさくらねこさんの描えがいたバニーガールイラストを見ることができたので、バニーガールの衣装を考えついた人のほうが偉大だなって思います。僕は何を言っているのでしょうか。あとがきで何度バニーガールという言葉を連呼すれば気が済むのでしょうか。九回です。




　さて、まだ紙面に余よ裕ゆうがありますので余談でも。

　僕はだいたい登場人物の名前を語感だけで適当に決めるので、それで後々後こう悔かいしてしまうことも少なくありません。例えばロキとか。ロキというのは北ほく欧おう神話の神様の名前らしく、僕は勉強不足で知りませんでした。ただの村人の男の子に北欧神話の神様の名をつけるって、両親は何を考えているんでしょうか。いや、つけたの僕なんですけど。名前をつけたときにちゃんと調べておいたらよかったと思ってます。

　ただ、ファナだけはちゃんと由来がありまして。フランス語で運命の女という言葉から拝借したものなんですね。

　運命の女。何だか意味深な感じです。

　もし読者の方がこの言葉を知っていたら深読みしてくれるかもしれないぞ。僕の中ではそんな狙ねらいがあったわけです。

　で、さくらねこさんがキャラのラフデザインを送ってくださったものの中で、ファナだけは『ファムラフ』って書いてあったんですね。僕はそれを見て、あ、名前間違ってる、と思いました。これじゃ名前につけた意味伝わんないじゃないか、と。

　いや、でも待てよ？　とそこで思いまして。何か違い和わ感かんがあるぞ、と。

　僕はすぐさまネットを立ち上げて、グーグルに打ち込みました。

『運命の女。フランス語』って。

　そしたら一番上にウィキペディアが表示されてるわけですよ。

『ファム・ファタール（運命の女）』って。

　これ、名前を間違ってたのは僕だったんですね。

　運命の女というこの言葉から拝借して名前をつけるのなら、ファナは本当はファムという名前にしないといけなかったんです。

　でもそれに気づいたときはすでに入にゆう稿こう済み。どうすることもなく、彼女はファナという名前で世に出たのでした。

　なので彼女はこれからもファナという名前で生き続けていくことでしょう。




　では、そろそろ謝辞へと移らせていただきます。

　イラストレーターのさくらねこさん。一巻に引き続き、素晴らしいイラストを描いていただきありがとうございました。どの絵を見ても、凄すごい丁てい寧ねいに本文を読んでくださっているんだなということが伝わってきて感無量でした。バニーガールのイラストも好きですが、ロキが女装しているイラストも好きです。なんだこのメインヒロイン!?　って思いました。

　担当編集のＹさん。一巻に引き続きお世話になりました。頂いた数々のご指し摘てきは身になるものばかりでした。本当に何もかも頂いてばかりで恐きよう縮しゆくです。これから少しでも返していけたらと思います。

　また、様々な形で本書に携たずさわっていただいた人たちがいなければ、この話が本という形式で読者の方々に届くことはありませんでした。ありがとうございます。

　そして最後に、この本を手に取っていただいた読者の方へ特別の感謝を。

　どんな物語も受け手に認にん識しきしてもらえなければ、存在していないのと同じです。なので少しでも楽しんでいただけたなら幸いです。

　この物語はここでひとまず終わりを迎むかえることになりますが、またいつか機会があればロキたちの旅をお届けできればなと思います。

　それではまた、どこかでお会いしましょう。

　ありがとうございました。


布施　瓢簞



















布施瓢箪

●ふせひょうたん
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